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町田市教育プラン24—28は、町田市の教育を振興することを目的とした５年間の基本的な方針を定め、

その実現に向けて取り組むべき施策・重点事業を、町田市の現状や社会情勢、国・都の方針などを踏ま

えて策定、推進するものです。 

 

 

（１）計画の構成 

町田市教育プラン 24-28は、町田市教育委員会の「教育目標」の実現目指し、４つの基本方針におけ

る 13の施策及び 42の重点事業で構成されています。 

 

（２）教育目標 

町田市教育委員会が、町田市の教育施策を通じて、町田市の児童生徒、保護者、教員、市民とともに、

2040 年の社会を見据え、実現したい社会の姿を表すものとして、本計画の教育目標を下記のとおり設定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）基本方針・施策・重点事業の体系 

   町田市教育プラン 24-28の施策・重点事業の体系は、次のページのとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

１．町田市教育プラン 24-28  
 

 

「町田市教育委員会は、全ての市民一人ひとりが、学びを通して 

自らの生きがいを見つけ、他者への理解を深め、学び合うことで、自らが望む未来を 

創造することができる地域社会の構築を目指します。」 
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教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、地方公共団体が教育、学術、

文化に関する事務を処理するために、市長から独立した行政委員会として設置された合議制の執行機関

です。 

（１）教育長及び教育委員 

 教育委員会は、教育長及び４人の委員で組織されています。 

 教育長は、人格が高潔で、教育行政に関し識見を有するもののうちから、市長が議会の同意を得て任

命します。教育長の任期は３年です。 

 委員は、人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し識見を有するもののうちから、市長が議会の同意

を得て任命します。委員の任期は４年です。 

教育長は、教育委員会の会務を総理し、教育委員会を代表します。（会議の主宰者、具体的な事務執

行の責任者、事務局の指揮監督者）。 

教育長職務代理者は、教育長に事故があるとき、または教育長が欠けたときに教育長の職務を代行

します。 

 

教育長及び教育委員（2024年 4月現在） 

職名 氏名 任期 

教育長 小池
こ い け

 愼
しん

一郎
いちろう

 2024.4.1～2027.3.31 

教育長職務代理者 後
ご

藤
とう

 良
よし

秀
ひで

 2023.4.1～2027.3.31 

委員 森 山
もりやま

 賢 一
けんいち

 2022.4.1～2026.3.31 

委員 井 上
い の う え

 由 奈
ゆ な

 2024.4.1～2028.3.31 

委員 関 根
せ き ね

 美 咲
み さ き

 2021.4.1～2025.3.31 

 

  

２．教育委員会 
 

森山委員 井上委員 関根委員 

 

後藤委員 小池教育長 
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（２）教育委員会の開催 

 教育委員会の会議は、「町田市教育委員会会議規則」 

の定めるところにより、毎月１回定例会が開催されるほ 

か、必要に応じて臨時会が開催されます。また、これら 

の会議とは別に、教育行政全般について協議するために 

協議会が開催されます。2023年度には、定例会 12回、 

臨時会２回が開かれ、下表の議案が付議・可決され 

ました。 

 

2023年度 教育委員会会議への付議案件一覧 

月日 会議名 付議案件 

4/14 第１回定例会 議案第１号 町田市教育委員会いじめ問題対策委員会委員の委嘱について 

議案第２号 町田市公立小学校ＰＴＡ連絡協議会及び町田市立中学校ＰＴＡ連
合会の役員への感謝状の贈呈について 

5/12 第２回定例会 請願第１号 

議案第３号 

鶴川第三小学校存続に関する請願 

町田市立小学校教科用図書採択方針、選定基準及び評価方法につい
て 

議案第４号 

議案第５号 

議案第６号 

議案第７号 

臨時代理報告第１号 

町田市立小学校教科用図書調査協議会委員の委嘱について 

町田市立中学校教科用図書の採択について 

第３２期町田市文化財保護審議会委員の委嘱について 

第１９期町田市立図書館協議会委員の委嘱及び解任について 

副校長の任命に係る内申の臨時代理の報告について 

6/21 第３回定例会 請願第２号 

議案第８号 

 

生涯学習センター・公民館の充実に関する請願 

町田市学校統合等に伴う在校生の通学先に対する配慮に係る基本方
針の策定について 

議案第９号 

議案第１０号 

臨時代理報告第２号 

 

第６期町田市生涯学習審議会委員の委嘱及び解任について 

町田市指定旧跡の指定について 

第１３期町田市学校給食問題協議会委員の委嘱及び解任の臨時代理
の報告について 

臨時代理報告第３号 第３３期町田市社会教育委員の委嘱及び解職の臨時代理の報告につ
いて 

7/7 第４回定例会 議案等なし  

8/4 第５回定例会 議案第１１号 
 

2023年度町田市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の 
状況の点検及び評価（2022年度分）報告書について 

議案第１２号 

議案第１３号 

町田市教育プラン24-28（原案）について 

第20期町田市立図書館協議会委員の委嘱について 

8/17 第１回臨時会 議案第１４号 ２０２４年度使用教科用図書（小学校）の採択について 

議案第１５号 ２０２４年度使用教科用図書（中学校）の採択について 

議案第１６号 ２０２４年度使用教科用図書（特別支援学級）の採択について 

9/20 第６回定例会 議案第１７号 学校支援ボランティアへの感謝状の被贈呈者の承認について 

議案第１８号 町田市立学校施設の開放に関する条例施行規則の一部を改正する規
則について 

議案第１９号 

議案第２０号 

町田市公民館条例施行規則の一部を改正する規則について 

町田市民文学館条例施行規則の一部を改正する規則について 
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10/6 第７回定例会 議案第２１号 町田市教育委員会会計年度任用職員の報酬に関する規程の一部を 

改正する規程について 

11/15 第８回定例会 請願第３号 本町田地区小学校の統廃合計画の見直しを求める請願 

請願第４号 鶴川地域統廃合計画延期・見直し請願 

請願第５号 南成瀬小と南第二小の統廃合計画の見直しを求める請願 

議案第２２号 町田市立中学校の学校給食費等に関する規則の一部を改正する規則 

について  

12/20 第９回定例会 請願第６号 PFI方式による学校建設について、保護者や地域住民に丁寧な説明を
求める請願 

1/12 第 10 回定例会 請願第７号 

 

南成瀬地区小学校の統廃合計画を一旦止めて地方自治の本来の姿と
して、地域に丁寧な説明をし、当事者の声を大切にし、地域の了解
をえながら、一緒に進めることを求めます(請願) 

議案第２３号 

議案第２４号 

議案第２５号 

臨時代理報告第４号 

町田市教育委員会児童生徒表彰について 

町田市立学校設置条例（案）について 

町田市学校保健功労者の表彰及び感謝状の贈呈について 

都費負担教職員の服務事故に係る処分内申の臨時代理の報告につい
て 

2/2 第 11 回定例会 議案第２６号 町田市教育委員会児童生徒表彰対象者の追加について 

議案第２７号 

議案第２８号 

町田市立小学校等の学校給食費に関する条例（案）について 

校長、副校長の任命（転任・新任）に係る内申について 

議案第２９号 町田市生涯学習審議会条例（案）について 

3/8 第 12 回定例会 議案第３０号 町田市教育プラン２４－２８の策定について 

議案第３１号 

 

町田市教育委員会会計年度任用職員の報酬に関する規程の一部を
改正する規程について 

議案第３２号 

議案第３３号 

市立学校職員への感謝状の贈呈について 

「今後の町田市立小中学校のプール整備方針」について 

3/29 第２回臨時会 議案第３４号 

議案第３５号 

議案第３６号 

議案第３７号 

 

教育委員会職員の３月３１日付け人事異動について 

教育委員会職員の４月１日付け人事異動について 

町田市教育委員会児童生徒表彰対象者の追加について 

町田市教育委員会事務局の組織等に関する規則の一部を改正する 

規則について 

議案第３８号 町田市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する規程について 

議案第３９号 

議案第４０号 

町田市教育委員会文書管理規程の全部を改正する規程について 

町田市教育委員会電子署名規程の制定について 

議案第４１号 
 

町田市立中学校の学校給食費等に関する規則の一部を改正する規
則について 

臨時代理報告第５号 副校長の任命（転任・新任）に係る内申の臨時代理の 
報告について 
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（３）2023年度 教育長及び教育委員の主な活動状況 

（２）で挙げた会議等のほか、以下のような活動を行い、教育委員会としての考えや思いを広め、ま

た、さまざまな活動を称え激励し、さらに現場の状況や生の声を把握することにより、教育行政の一層

の充実に努めています。 

２０２３年度の活動内容 

儀式・表彰式、市議会、教育

委員会連合会、校長会等への

出席 

○教職員の辞令交付式 

○町田市議会定例会本会議 

○東京都教育施策連絡協議会 

○東京都市町村教育委員会連合会の総会・理事会・研修会等 

○東京都市教育長会の会議 

○定例校長会・副校長会 

○総合教育会議 

○市長と教育長、教育委員との予算に関する懇談会 

○教育委員会児童生徒表彰式 

学校への訪問 

○市教委訪問 ※１ (14校実施)  

○研究発表会 ※２ (７校)  

○その他（各校の周年記念式典） 

市や学校の連合団体等が主催

する研修会等への参加 

○小･中学校教育研究会の総会・研究発表会 

教育機関の事業や生涯学習施

設の展示会への参加 

○文学館の企画展 

○小学校科学教育センター開講式・閉校式 

○障がい者青年学級開級式･成果発表会 

ＰＴＡや市民団体等との懇談 
○中学校ＰＴＡ連合会の総会・交流会 

○障がい児保護者団体との懇談会など 

市や市民団体等が主催する文

化・スポーツ等の行事・式典

への参加 

 

 

 

○小学校連合体育大会 

○小学校連合音楽会 

○中学校連合体育大会 

○中学校連合音楽会（吹奏楽、合唱） 

○中学校連合演劇発表会 

○スポーツアワードまちだ 

※上記の行事は、オンライン開催や書面開催で実施されたものも含まれます。 

※１市教委訪問・・教育長以下、学校教育部の管理職が学校を訪問するもので、各学校が抱える教育上の諸課題につ

いて、その実態を把握し、解決の方途を見出すために実施するものです。全学級の授業参観や教

職員との協議・懇談会等を通じて、児童・生徒の教育指導、指導内容・方法、教材・用具、施設・

設備、教育環境、保健衛生等、広い視野から教育上の諸課題について話し合い、学校と市教委と

の連携を深めるねらいがあります。 

※２研究発表会・・教育委員会が例示するテーマを参考にして、各学校が研究主題を決めて取り組むものです。近年、

各学校の研究意欲は高く、研究推進校、研究校がその成果や知見を広く内外に公開発表しました。 
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（４）教育委員会の組織と事務分掌

教育委員会事務局は、教育長の指揮監督の下に、教育委員会の権限に属する事務を処理します。 

市立学校に勤務する職員数（2024年 5月 1日現在） ※会計年度任用職員を除く 

①教職員数（都費職員） （人） 

区分 
教員 

事務職員 栄養士 合計 
校長 副校長 教諭 栄養教諭 養護教諭 小計 

小学校 41 43 1,041 4 46 1,175 42 17 1,234 

中学校 20 20 556 0 21 617 20 5 642 

合計 61 63 1,597 4 67 1,792 62 22 1,876 

新たな学校づくりの推進

教育の情報化推進、GIGAスクール構想、小・中学校ネット
ワークの運用及び保守管理、ICT授業支援員

委員会の会議事務、委員会の後援事務、委員会の人事事務、
委員会内の連絡調整、教育広報紙の編集・発行その他の広報
活動

学校施設の整備計画、学校施設の管理、学校用地の取得・処
分の計画、学校施設の修繕・保全、学校用務員の配置、学校
用務業務に関する連絡調整

学校の設置・廃止、児童・生徒の就学・転入学等、学齢簿の
作成・整理・保管、就学援助、就学奨励、通学費補助金、学
級編制・学事統計、通学路安全対策

学校医・学校歯科医・学校薬剤師、児童・生徒の健康管理、
学校保健会、給食施設設備の営繕・補修、給食調理員の配
置、学校給食の充実、学校給食運営の指導及び助言

特別支援教育、特別支援学級編成、就学相談、児童・生徒の
教育相談、小・中学校・関係機関との連絡・調整、小・中学
校教育支援センター、教員の研修・研究

学校運営に関わる予算及び契約事務、市費職員の人事及び服
務、教職員の労働安全衛生

校長・副校長・教職員任免の内申、教職員の服務、教職員の
給与、都費の執行、教職員の履歴事項、教職員の福利厚生

教育課程・教材届出の承認、教員の研修・研究、学校教育の
向上・改善のための専門的な事柄の指導・助言

教科書採択、集団宿泊行事補助金、部活動生徒大会参加費補
助金、小・中学校連合行事、職場体験、コミュニティ・ス
クール、学校支援センター、学校支援ボランティア、ALT、
生活指導補助者、えいごのまちだ、部活動指導員

施 設 課

学 務 課

保健給食課

指 導 課

管 理 係

教職員係

総 務 係

学校運営支援係

教育総務課

学

校
教
育

部

小学校 ４２校
中学校 ２０校
うち小中一貫校 各１校

教育センター

指導主事

新たな学校
づくり推進課

ＩＣＴ教育推進係
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②学校勤務職員数（市費職員） （人） 

区分 学校事務 一般用務 給食調理 栄養士 合計 

小学校 11 10 25 18 64 

中学校 7 4 0 0 11 

合計 18 14 25 18 75 

図書館資料の収集・整理・保存
個人貸出・団体貸出・閲覧・予約・
レファレンス・読書案内
おはなし会映画会等の集会活動の実施

町田ゆかりの文学者・文学やことばの魅力を伝える展
覧会の実施
文学関連講演会・講座の企画・実施
町田ゆかりの文学を中心に文学に関する資料の収集・
整理・保存・閲覧・レファレンス・個人貸出
施設予約システムによる施設貸出

生涯学習及び社会教育の基本的な方針の策定、生涯学
習審議会事務局、予算編成、庁内他部署との連絡調整

市民大学・障がい者青年学級・家庭教育支援事業・平
和祈念事業・市民企画講座・青年対象事業等、各種講
座・講演会等の企画・実施
市民の社会教育・生涯学習活動の支援

生涯学習センターの管理・運営
生涯学習センター運営協議会事務局
生涯学習情報の収集・発信
生涯学習ボランティアバンク・さがまちコンソーシア
ム等、学習活動を通じた地域連携の支援

文化財の保護・管理・活用
考古資料室の管理
自由民権運動及び町田の歴史に関する資料の収集・保
管・展示

図 書 館

町田市民文学館
ことばらんど

総務担当

歴史資源担当

生涯学習総務課

生
涯
学

習
部

生涯学習センター 管 理 係

事 業 係

中 央 図 書 館

さるびあ図書館

鶴 川 図 書 館

金 森 図 書 館

木曽山崎図書館

堺 図 書 館

忠 生 図 書 館
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町田市教育センター 

木曽東３－１－３ 

町田市庁舎１０階 教育委員会 

森野２－２－２２ 
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民生費

51.8%

総務費

10.9%

土木費

9.7%

衛生費

8.5%

教育費

10.4%

公債費

4.6%

消防費

2.8% その他

1.3%

小中学校費

14,388,995 

社会教育費

3,371,492 

保健体育費

986,110 

2024 年度の一般会計当初予算歳出のうち、教育費は 187 億 4659 万 7 千円で、全体の 10.4％の割合と

なっています。 

一般会計当初予算歳出にみる教育費の割合 

教育費当初予算歳出の内訳 

款 予算額（千円） 比率 

民生費 92,880,475 51.8% 

総務費 19,505,002 10.9% 

土木費 17,425,845 9.7% 

衛生費 15,260,300 8.5% 

教育費 18,746,597 10.4% 

公債費 8,210,805 4.6% 

消防費 4,974,463 2.8% 

その他 2,278,939 1.3% 

合計 179,282,426 100.0% 

款 予算額（千円） 比率 

小中学校費 14,388,995 76.8% 

社会教育費 3,371,492 18.0% 

保健体育費 986,110 5.2% 

合計 18,746,597 100.0% 

３．教育予算 

（単位：千円） 
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主な事業と予算（２０２４年度） 

【学校教育】 （単位：千円） 

事業 内容 予算額 

教育の研究 
研究校の研究への助成、小・中学校教育研究会への助成、国・都等委託研
究事業を実施します。 

21,950 

学校の管理運営 
小学校 42校、中学校 20校の物品の購入費、警備の委託料、光熱水費など
です。 

1,685,866 

学校教材費等公
会計事業 

児童・生徒が使用する学校教材等の費用について、保護者への請求・管理
等を、学校に代わって市が行う事業です。 

813,441 

学校の維持 
小・中学校 62 校の施設・設備を維持するため、修繕・補修工事等を行い
ます。 

219,352 

特別支援学級の
運営 

小学校には、固定制として知的障がい学級を 20 校、肢体不自由学級を１
校、自閉症・情緒障がい学級を６校、通級制として弱視学級を１校、難聴
学級を２校、言語障がい学級を２校、サポートルーム拠点校を 18 校、中
学校には、固定制として知的障がい学級を 11校、肢体不自由学級を１校、
自閉症・情緒障がい学級を１校、サポートルーム拠点校を５校、難聴学級
を１校設置しています。 

53,749 

就学の援助 
小・中学校に在籍し、経済的理由で就学が困難な児童･生徒の保護者に、学
用品・通学用品費、修学旅行費、給食費などを補助します。 

370,988 

特別支援学級在
籍児童・生徒の
保護者への補助 

小・中学校の特別支援学級に在籍している児童・生徒の保護者に、学用品・
通学用品費、給食費などを補助します。（保護者の所得により、補助の内容
が変わります。） 

52,579 

通学費の援助 

小・中学校に在籍し、自宅から学校までの距離が小学校 1.5km・中学校２
km以上で、公共交通機関で通学している児童・生徒の保護者に、定期代の
2/3 の金額を補助します。（区域外就学者、指定校変更者（特認地区を除
く。）及び通学区域緩和制度利用者は対象になりません。） 

8,691 

集団宿泊事業 
小学６年生、中学３年生の宿泊行事に対し、交通費の一部を補助し、看護
師を派遣します。 

66,504 

健康診断 学校保健安全法に基づき、児童・生徒の健康診断を行います。 66,232 

小学校給食 自校調理方式により小学校全校で学校給食を実施します。 2,070,748 

中学校給食 

給食を希望する生徒に、業者が調理し学校に配送する弁当形式の給食（弁
当併用外注給食方式）を提供するため、調理・配送等の委託をします。 
中学校全員給食の導入に向け、施設及び体制の整備を進めます。堺エリア・
鶴川エリアにて全員給食を開始します。 

2,248,707 

学校ネットワー
ク 

学校ネットワークの保守管理や拡張整備、インターネット通信費、教育用
パソコンの整備などを行います。 

1,131,625 

学校施設の整備 
校舎の改修や設備の更新など既存施設の整備を進めるとともに、学校統合
や老朽化による建替え工事に向けた準備を行います。 

2,312,417 

新たな学校づく
り推進事業 

未来の子どもたちにより良い教育環境をつくるとともに、学校を地域の活
動拠点として幅広く利用できる場所にします。 

62,621 
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【生涯学習】 （単位：千円） 

事業 内容 予算額 

自由民権資料館 
自由民権資料館の施設管理と、自由民権運動や町田市域の歴史に関する
史料の収集・整理・保管・市民への公開を行います。また、企画展や講
演会のほか、市民向け講座、図書の刊行を行います。 

25,092 

文化財の保護 
町田市固有の文化財の保護・維持・管理・公開、高ヶ坂石器時代遺跡の
整備、「町田デジタルミュージアム」の活用や考古・歴史・民俗資料に関
するアウトリーチ事業などを行います。 

51,222 

生涯学習センター
の管理 

生涯学習センターの施設管理と、学習室、ホール、音楽室などの施設の
貸出しを行います。 

102,009 

学校の教室開放 
市民の生涯学習の場として、小学校３校、中学校２校の特別教室を市民
団体に開放します。 

16,414 

生涯学習センター
事業 

市民一人一人が創造的で充実した人生を送ることができるように、また、
地域づくりや地域文化の創造に主体的に参加してもらえるように、各種
の講座事業を実施します。 

9,680 

新たな学びの支援
事業 

新たに生じる社会的課題への対応を学ぶ講座や、デジタル初心者向け体
験講座を実施します。 

972 

図書館の管理運営 
中央図書館、さるびあ図書館、鶴川駅前図書館、鶴川図書館、金森図書
館、忠生図書館、木曽山崎図書館、堺図書館の施設管理と、図書などの
貸出・閲覧を行います。また、図書館システムの維持管理を行います。 

640,042 

文学館の管理 町田市民文学館ことばらんどの施設管理及び施設の貸出しを行います。 29,301 

文学館の事業 
年４回の展覧会や講演会、講座などを開催します。また、町田ゆかりの
作家に関わる資料等を収集するとともに資料の貸出・閲覧を行います。 

14,028 
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学校教育 
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2024 年 5 月 1 日現在、町田市には 42 校の市立小学校と 20 校の市立中学校（うち小中一貫校１

校）があります。 

学校一覧、学級編制、児童・生徒数及び学級数、通学区域並びに通学区域緩和制度については、

次のとおりです。 

（１）学校一覧

① 小学校 （2024 年 5 月 1 日現在） 

No 学 校 名 
ホーム
ページ

所 在 地 電話 
開 校 
年月日 

開 校 
記念日 

校長名 

1 町田第一小学校 中町 1－20－30 042-722-3105 明 6. 5. 1 6 月 11 日 佐野 友隆 

2 町田第二小学校 原町田 4－26－40 042-722-3316 昭 27. 4. 1 6 月 25 日 卜部 敦彦 

3 町田第三小学校 本町田 1212 042-722-3329 昭 27. 4. 1 6 月 10 日 若月 雅裕 

4 町田第四小学校 森野 2－21－28 042-722-3727 昭 30. 4. 1 6 月 15 日 坂西 圭子 

5 町田第五小学校 玉川学園 4－14－7 042-725-8178 昭 38. 4. 1 6 月 1 日 野村 洋介 

6 町田第六小学校 南大谷 1260 042-722-3659 昭 40. 4. 1 6 月 1 日 薄井 智美 

7 南大谷小学校 南大谷 811－1 042-725-2551 昭 49. 4. 1 6 月 10 日 鶴岡 武臣 

8 藤の台小学校 藤の台 3-1-1 042-726-1005 昭 48. 4. 1 6 月 1 日 長瀬 泰一郎 

9 本町田東小学校 本町田 3350 042-722-8193 昭 45. 4. 1 6 月 22 日 清水 淳 

10 本町田小学校 本町田 2032 042-721-5561 平 14. 4. 1 6 月 24 日 杉本 勉 

１．市立小・中学校の概要
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No 学 校 名 
ホーム
ページ

所 在 地 電話 
開 校 
年月日 

開 校 
記念日 

校長名 

11 南第一小学校 南町田 1-10-1 042-795-2274 明 6. 6.10 6 月 10 日 安東 深雪 

12 南第二小学校 成瀬 7-11-1 042-727-0805 明 6. 6. 1 6 月 1 日 隅田 克思 

13 南第三小学校 金森東 1-2-1 042-722-2663 昭 33. 4. 1 6 月 2 日 工藤 成 

14 南第四小学校 金森東 3-21-1 042-796-1326 昭 43. 4. 1 5 月 21 日 貝原 俊明 

15 つくし野小学校 つくし野 2-21-11 042-795-3295 昭 47. 4. 1 5 月 27 日 山中 朗 

16 小川小学校 小川 3－10－1 042-795-0002 昭 50. 4. 1 6 月 9 日 星 彰 

17 成瀬台小学校 成瀬台 2－5－2 042-723-3001 昭 50. 4. 1 6 月 10 日 奥 明廣 

18 鶴間小学校 鶴間 4-17-1 042-796-1951 昭 52. 4. 1 6 月 9 日 浦木 義尚 

19 高ヶ坂小学校 高ヶ坂 6-7-1 042-725-4295 昭 53. 4. 1 6 月 1 日 岩﨑 直美 

20 成瀬中央小学校 成瀬 2－8 042-728-6020 昭 54. 4. 1 6 月 10 日 渡辺 利江子 

21 南成瀬小学校 南成瀬 3－6 042-726-1080 昭 55. 4. 1 6 月 16 日 吉成 美紀 

22 南つくし野小学校 南つくし野 2-4-8 042-796-1950 昭 55. 4. 1 6 月 10 日 山崎 聡 
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No 学 校 名 
ホーム
ページ

所 在 地 電話 
開 校 
年月日 

開 校 
記念日 

校長名 

23 鶴川第一小学校 野津田町 1290 042-735-1234 明 41. 4. 1 10 月 6 日 小林 繁 

24 鶴川第二小学校 能ヶ谷 7-24-1 042-735-5498 昭 39. 5. 1 5 月 1 日 安部 貴史 

25 鶴川第三小学校 鶴川 6－5 042-735-2127 昭 43. 1. 8 10 月 2 日 鰺坂 映子 

26 鶴川第四小学校 鶴川 3－22 042-735-2868 昭 46. 4. 1 6 月 20 日 悴田 隆良 

27 金井小学校 金井ヶ丘 1-30-1 042-735-0010 昭 53. 4. 1 6 月 1 日 須藤 潤一郎 

28 大蔵小学校 大蔵町 286 042-734-2321 昭 55. 4. 1 6 月 16 日 岩月 尊之 

29 三輪小学校 三輪町 330－1 044-988-5214 昭 57. 4. 1 6 月 7 日 荻間 順子 

30 忠生小学校 忠生 3－10－2 042-791-1021 大元. 9. 1 6 月 13 日 西 和昌 

31 小山田小学校 上小山田町 614 042-797-1824 昭 27.5.20 5 月 20 日 小澤 新也 

32 忠生第三小学校 木曽東 3-11-3 042-791-0721 昭 37. 4. 1 6 月 12 日 山本 正則 

33 山崎小学校 忠生 2－15－26 042-793-2004 昭 55. 4. 1 6 月 10 日 畠中 勝美 

34 小山田南小学校 小山田桜台 2－7 042-797-4541 昭 59. 4. 1 5 月 30 日 望月 伸司 
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No 学 校 名 
ホーム
ページ

所 在 地 電話 
開 校 
年月日 

開 校 
記念日 

校長名 

35 木曽境川小学校 木曽西 1-9-1 042-791-2086 平 13. 4. 1 11 月 1 日 高綱 美穂 

36 七国山小学校 山崎町 1314－2 042-791-2171 平 15. 4. 1 6 月 23 日 山本 美紀 

37 図師小学校 図師町 239－19 042-789-6361 平 21. 4. 1 1 月 30 日 米山 哲也 

38 小山小学校 小山町 944 042-797-2733 明 6. 5. 1 5 月 1 日 三瓶 昌信 

39 小山ヶ丘小学校 小山ヶ丘 5－37 042-770-6251 平 17. 4 .1 11 月 12 日 大川 優 

40 小山中央小学校 小山ヶ丘 3-7-1 042-798-0670 平 22. 4 .1 1 月 29 日 野末 直美 

41 相原小学校 相原町 1673 042-771-2341 明 7. 7.20 6 月 20 日 百田 明弘 

42 
大戸小学校 

（小中一貫ゆくのき学園） 
相原町 3765－3 042-782-9091 昭 58. 4. 1 6 月 6 日 鈴木 元 

② 中学校 （2024 年 5 月 1 日現在） 

No 学 校 名 
ホーム
ページ

所 在 地 電話 
開 校 
年月日 

開 校 
記念日 

校長名 

1 町田第一中学校 中町 1－27－5 042-722-2420 昭 22.4.1 5 月 26 日 風間 茂 

2 町田第二中学校 南大谷 1327 042-722-1101 昭 32.4.1 5 月 6 日 髙橋 健志 
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No 学 校 名 
ホーム
ページ

所 在 地 電話 
開 校 
年月日 

開 校 
記念日 

校長名 

3 町田第三中学校 本町田 1853 042-722-6095 昭 43.4.1 5 月 27 日 大石 眞二 

4 南大谷中学校 南大谷 985－1 042-723-5567 昭 50.4.1 5 月 27 日 曽我 泰孝 

5 南中学校 金森 3-27-1 042-796-2248 昭 22.4.1 5 月 1 日 長谷川 智也 

6 つくし野中学校 南つくし野 2-14-2 042-795-0323 昭 50.9.1 9 月 30 日 河田 真一 

7 成瀬台中学校 成瀬台 2－5－1 042-728-6030 昭 54.4.1 5 月 26 日 福田 秀樹 

8 南成瀬中学校 南成瀬 7－7－1 042-729-3441 昭 57.4.1 6 月 1 日 杉浦 元一 

9 鶴川中学校 小野路町 1905－1 042-735-2405 昭 22.4.1 5 月 1 日 鈴木 英顕 

10 鶴川第二中学校 鶴川 6－4 042-734-4343 昭 48.4.1 6 月 1 日 小島 千惠 

11 薬師中学校 金井 1－20－1 042-725-5002 昭 46.4.1 6 月 1 日 矢島 志津香 

12 真光寺中学校 真光寺 3－8－1 042-734-4605 昭 55.4.1 5 月 1 日 矢島 加都美 

13 金井中学校 金井 6－15－1 042-734-0259 昭 59.4.1 6 月 1 日 松岡 健 

14 忠生中学校 忠生 3－14－1 042-791-0821 昭 22.4.1 5 月 1 日 髙橋 博幸 
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No 学 校 名 
ホーム
ページ

所 在 地 電話 
開 校 
年月日 

開 校 
記念日 

校長名 

15 山崎中学校 山崎町 1445 042-793-1021 昭 54.4.1 6 月 2 日 栗原 健次 

16 木曽中学校 木曽西 2-4-9 042-792-3081 昭 58.4.1 6 月 6 日 大山 茂登 

17 小山田中学校 小山田桜台 1－12 042-797-4545 昭 59.4.1 6 月 25 日 岩田 哲生 

18 小山中学校 小山ヶ丘 1－2－4 042-798-1251 平 24.4.1 1 月 11 日 土屋 敏彦 

19 堺中学校 相原町 752 042-771-2348 昭 22.4.1 5 月 1 日 工藤 憲治 

20 
武蔵岡中学校 

（小中一貫ゆくのき学園） 
相原町 3865 042-782-9155 昭 58.4.1 6 月 6 日 鈴木 元 

（２）学級編制
小・中学校の学級編制については、毎年度、４月１日を基準日として、教育委員会が定める「学

級編制基準」に基づき、行います。 

町田市では、1985年度まで小・中学校全校において全学年を「45人学級」で編制していましたが、

小学校においては 1986 年度から、中学校においては 1989 年度から、それぞれ第１学年を「40 人学

級」とし、1991年度からは、小・中学校の全学年を「40人学級」で編制することとしました。 

以後、この「40人学級」での編制が続きましたが、2011年４月の「公立義務教育諸学校の学級編

制及び教職員定数の標準に関する法律」の改正に伴い、東京都教育委員会の「学級編制基準」が改

正され、2011年度から、小学校第１学年においては「35人学級」編制としました。 

また、2012 年度から小学校第２学年、2013 年度から中学校第１学年においても「35 人学級」編

制としました。 

さらに 2022年度以降は小学校第 3学年が、2023年度以降は小学校第 4学年が「35人学級」編制

に移行し、2024 年度には小学校第 5 学年においても「35 人学級」編成となりました。今後も段階

的に移行を進めていきます。 
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（３）児童・生徒数及び学級数 
市制が施行された 1958年は、人口 60,957人、小学校 12校で児童数 8,766人、中学校６校で生徒

数 3,460 人でした。その後、高度経済成長期を迎え、都心から郊外へと人口移動がみられる中で、

町田市は都心から比較的近距離であり、交通の利便性のあるベッドタウンとして注目され発展しま

した。とりわけ 1960年代後半から 1980年代前半にかけては、大規模集合住宅が相次いで建設され、

急激な人口増加を生み、児童・生徒数は年々増え続け、児童数は 1980年に 36,928人（41校）、生徒

数は 1985年に 17,689人（20校）と、それぞれピークに達しました（児童・生徒総数のピークは 1982

年の 51,769人）。 

 その後、出生率の低下等により、児童・生徒数は減少傾向となりましたが、マンション建設や宅

地開発等により、児童数は 2001 年度、生徒数は 2006 年度から再び増加傾向となりました。さら

に、区画整理事業による市内周縁部の開発等により、地域によっては急激に児童・生徒数が増加し

てきました。 

しかし、児童数は 2011 年度以降再び減少傾向に転じ、生徒数も、2017 年度から減少傾向にあり

ます。 

2024年度の学級数及び児童・生徒数は、５月１日現在、小学校においては、通常の学級の学級 668

学級、児童数 19,664 人、特別支援学級 82 学級、児童数 556 人となっており、中学校においては、

通常の学級 280学級、生徒数 9,708人、特別支援学級 40学級、生徒数 265人となっています。 
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2024年 5月 1日 児童・生徒数/学級数（通常の学級） 
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2024年 5月 1日 児童・生徒数/学級数（特別支援学級） 
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2024年 5月 1日 児童数/学級数（通級指導学級等） 
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116 1,244

6 6 47

計 188 259 267 256 158

3 3

4 1

1

小 山 中 央小 学校 特別支援教室 4 5 15

1 29

8 12 9

特別支援教室 2

38

15 7 6 43

1

忠 生 第 三小 学校 特別支援教室 10 5 9 6 7 38

鶴 川 第 三小 学校 特別支援教室 2 3 4 9 3 1 22

南 成 瀬 小 学 校 特別支援教室 4 6 6

4

15 5 7 43

2 24

言 語 17 11 3 7 3 45

32

特別支援教室 4 6 4 7 1

3

20

南 第 三 小 学 校 特別支援教室 3 7 11 3 3 5

2 49

南 第 一 小 学 校 特別支援教室 1 5 3 5 4 2

言 語 9 15 14 8 1

5 13

難 聴 1 1 1 3 6

1 22

本 町 田 東小 学校

特別支援教室 1 1 3 2 1

2 23

藤 の 台 小 学 校 特別支援教室 2 4 4 5 6

4 38

町 田 第 五小 学校 特別支援教室 6 2 3 3 7

5 19

町 田 第 四小 学校 特別支援教室 2 7 2 9 14

2 27

町 田 第 三小 学校 特別支援教室 3 6 2 1 2

1 43

町 田 第 二小 学校 特別支援教室 3 11 3 6 2

５年 ６年 計

町 田 第 一小 学校 特別支援教室 4 12 18 5 3

種別
児 童 数

学級数
１年 ２年 ３年 ４年

鶴 川 第 一小 学校 特別支援教室 3 3 2 7 5 20

鶴 川 第 二小 学校 特別支援教室 2 2 6 2 1 1 14

鶴 川 第 四小 学校 特別支援教室 3 5 2 7 1 1 19

金 井 小 学 校 特別支援教室 5 3 2 4 2 3 19

大 蔵 小 学 校 特別支援教室 3 11 12 6 3 4 39

三 輪 小 学 校 特別支援教室 5 2 4 1 2 4 18

忠 生 小 学 校 特別支援教室 1 4 2 6 3 2 18

小 山 田 小 学 校 特別支援教室 2 4 1 1 8

難 聴 3

1

6

2 6

小 山 田 南小 学校 特別支援教室 4 6 11 4

山 崎 小 学 校

小 山 小 学 校 特別支援教室 3 6 5

6 7

図 師 小 学 校 特別支援教室

七 国 山 小 学 校

特別支援教室 5 5 2 4

32

8

4 3

3

21

相 原 小 学 校 特別支援教室 4 6 4 1

11

小 山 ヶ 丘 小 学 校

大 戸 小 学 校 特別支援教室 3 2 2 8

15

1

弱 視 1 1 1 3 6

南 大 谷 小 学 校 特別支援教室 8 9 5 4 3 4 33

町 田 第 六小 学校 特別支援教室 7 3 2 3 15

本 町 田 小 学 校 特別支援教室 5 4 4 2 3 18

南 第 二 小 学 校 特別支援教室 1 4 5 7 1 4 22

南 第 四 小 学 校 特別支援教室 5 8 5 4 6 31

つ く し 野 小 学 校 特別支援教室 1 4 5 4 3 2 19

小 川 小 学 校 特別支援教室 5 5 11 10 5 1 37

成 瀬 台 小 学 校 特別支援教室 10 5 4 4 6 1 30

鶴 間 小 学 校 特別支援教室 5 11 9 3 4 32

高 ヶ 坂 小 学 校 特別支援教室 5 6 7 5 2 8 33

成 瀬 中 央小 学校

南つくし野小学校 特別支援教室 11 7 13 10 6

41

3 50

木 曽 境 川小 学校 特別支援教室 5 3 5 3 3 19

特別支援教室 4 9 8 19
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2024年 5月 1日 生徒数/学級数（通級指導学級等） 

※１・・種別欄の「特別支援教室」は、情緒障がい等のある児童・生徒を対象とし、各学校に指導を行うための教室を設

置し、教員が児童・生徒の在籍校を巡回して指導を行うものです。町田市では、2021 年度に全ての小・中学校に設置が

完了しました。なお、特別支援教室については、学級数としてのカウントを行わないため、学級数に斜線を引いています。 

※２・・通級指導学級等の在籍児童・生徒は、平常は通常の学級で勉強し、特定の時間だけ、通級指導学級等で指導を受

けているため、学級編制上は通常の学級の人数としてカウントされます。 
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計 129 118 151

17

武 蔵 岡 中 学 校 特別支援教室 3 4

47

堺 中 学 校 特別支援教室 3 6 8

18

小 山 中 学 校 特別支援教室 11 21 15

20

小 山 田 中 学 校 特別支援教室 5 3 10

16

木 曽 中 学 校 特別支援教室 5 6 9

23

山 崎 中 学 校 特別支援教室 8 2 6

14

忠 生 中 学 校 特別支援教室 8 9 6

13

金 井 中 学 校 特別支援教室 7 3 4

11

真 光 寺 中 学 校 特別支援教室 3 2 8

20

薬 師 中 学 校 特別支援教室 2 2 7

16

鶴 川 第 二中 学校 特別支援教室 7 5 8

18

鶴 川 中 学 校 特別支援教室 4 9 3

15

南 成 瀬 中 学 校 特別支援教室 5 8 5

19

成 瀬 台 中 学 校 特別支援教室 10 1 4

46

つ く し 野 中 学 校 特別支援教室 4 6 9

20

南 中 学 校 特別支援教室 13 13 20

22

南 大 谷 中 学 校 特別支援教室 6 4 10

町 田 第 三中 学校 特別支援教室 8 7 7

1
特別支援教室 5 3 2 10

町 田 第 二中 学校
難 聴 3 1 3 7

町 田 第 一中 学校 特別支援教室 9 7 3 19

４年 ５年 ６年 計
種別

生 徒 数
学級数

１年 ２年 ３年
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児童・生徒数・学級数の推移（通常の学級） 

年度 

小  学  校 中  学  校 合 計 

学校数 学級数 児童数 学校数 学級数 生徒数 学校数 学級数 児童・生徒数 

1989 44 721 24,855 20 370 14,763 64 1,091 39,618 

1990 44 719 24,162 20 355 13,520 64 1,074 37,682 

1991 44 711 23,376 20 350 12,912 64 1,061 36,288 

1992 44 698 22,699 20 333 12,221 64 1,031 34,920 

1993 44 681 22,171 20 313 11,512 64 994 33,683 

1994 44 672 21,605 20 303 11,047 64 975 32,652 

1995 44 655 20,968 20 291 10,554 64 946 31,522 

1996 44 638 20,104 20 291 10,420 64 929 30,524 

1997 44 613 19,444 20 281 10,110 64 894 29,554 

1998 44 613 19,062 20 275 9,892 64 888 28,954 

1999 44 604 18,747 20 262 9,471 64 866 28,218 

2000 44 600 18,675 20 257 9,182 64 857 27,857 

2001 43 603 18,831 20 252 8,893 63 855 27,724 

2002 41 616 19,411 20 247 8,725 61 863 28,136 

2003 39 628 20,013 20 241 8,453 59 869 28,466 

2004 39 639 20,582 20 240 8,287 59 879 28,869 

2005 40 656 21,418 20 236 8,215 60 892 29,633 

2006 40 669 21,973 20 242 8,393 60 911 30,366 

2007 40 686 22,572 20 244 8,660 60 930 31,232 

2008 40 696 23,111 20 255 9,091 60 951 32,202 

2009 41 710 23,398 20 259 9,235 61 969 32,633 

2010 42 715 23,687 20 265 9,444 62 980 33,131 

2011 42 720 23,554 19 272 9,732 61 992 33,286 

2012 42 735 23,407 20 281 10,076 62 1,016 33,483 

2013 42 726 23,259 20 291 10,398 62 1,017 33,656 

2014 42 724 23,020 20 294 10,576 62 1,018 33,596 

2015 42 712 22,740 20 301 10,696 62 1,013 33,436 

2016 42 714 22,476 20 301 10,700 62 1,015 33,176 

2017 42 708 22,347 20 293 10,395 62 1,001 32,742 

2018 42 695 21,957 20 290 10,263 62 985 32,220 

2019 42 684 21,538 20 286 10,078 62 970 31,616 

2020 42 674 21,064 20 289 10,103 62 963 31,167 

2021 42 661 20,727 20 289 10,036 62 950 30,763 

2022 42 671 20,451 20 285 9,999 62 956 30,450 

2023 42 666 19,957 20 285 9,883 62 951 29,840 

2024 42 668 19,664 20 280 9,708 62 948 29,374 

（各年 5月 1 日現在）
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児童・生徒数・学級数の推移（特別支援学級） 
 

 

 

年度 

小  学  校 中  学  校 合       計 

学級数 児童数 学級数 生徒数 学級数 児童・生徒数 

1989 29 116 14 87 43 203 

1990 30 113 13 67 43 180 

1991 30 120 13 63 43 183 

1992 30 123 14 61 44 184 

1993 31 130 12 62 43 192 

1994 35 123 12 62 47 185 

1995 36 119 16 66 52 185 

1996 36 139 16 68 52 207 

1997 38 145 15 64 53 209 

1998 36 152 15 67 51 219 

1999 37 146 17 77 54 223 

2000 38 160 21 86 59 246 

2001 39 160 20 93 59 253 

2002 31 167 15 85 46 252 

2003 36 199 15 81 51 280 

2004 37 222 16 98 53 320 

2005 41 246 17 104 58 350 

2006 44 268 22 125 66 393 

2007 51 299 20 120 71 419 

2008 48 302 23 148 71 450 

2009 48 312 27 179 75 491 

2010 51 320 30 209 81 529 

2011 51 314 34 221 85 535 

2012 51 318 31 205 82 523 

2013 52 331 30 197 82 528 

2014 

2015 

2016 

2017 

2018 

2019 

2020 

2021 

2022 

53 

55 

65 

67 

64 

70 

73 

77 

75 

332 

347 

402 

434 

451 

489 

509 

517 

508 

29 

30 

29 

32 

31 

32 

35 

35 

37 

184 

192 

202 

213 

212 

219 

237 

232 

253 

82 

85 

94 

99 

95 

102 

108 

112 

112 

516 

539 

604 

647 

663 

708 

746 

749 

761 

2023 76 527 36 245 112 772 

2024 82 556 40 265 122 821 

（各年 5月 1 日現在） 
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（４）通学区域 
小・中学校では、住所により通学する学校（指定校）が定められています。これは、市内に小学

校または中学校が２校以上あるときには、就学すべき学校を指定しなければならないとする学校教

育法施行令第５条第２項の規定を根拠としています。この指定された学校に通学すべき地域を通学

区域といいます。 

 

（５）通学区域緩和制度 
 通学区域緩和制度（2013年度から名称変更）は、入学に際し、保護者やお子さんが通学区域によ

り指定された学校（指定校）以外の小・中学校への入学を希望できる制度です。希望できる対象学

年は、翌年度に入学する新小学１年生、新中学１年生で、２年生以上の児童・生徒は対象になりま

せん。 

町田市では 2004年４月入学者から、通学区域緩和制度の前身である学校選択制度を実施していま

したが、2011年７月に「町田市立学校選択制度等検討委員会」を発足し、制度の在り方について再

検討を行いました。 

その結果、児童の通学上の安全を確保するために、小学校については、入学希望校を居住地域に

関わらず自由に選択できる自由選択制から、指定校の隣接校とする隣接区域選択制への変更等を行

い、名称を現在の「通学区域緩和制度」に改め、2013年度入学者から運用を開始しています。 

2025年 4月入学者の申請からは、学区外通学の希望者がより制度を利用しやすくするために、申

請期限を第一次申請期限に加え、第一次申請期限までに申請数が受入枠に達しない場合は、第二次

申請期限まで期限を延長できるようにしました。 

2004年度の制度発足以来、多くの児童・生徒がこの制度により希望の小・中学校に入学していま

す。 

  

入学児童・生徒数と通学区域緩和制度（旧学校選択制度）利用者数 (人) （各年度入学時点） 

 

 

       年度 
区分 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

新小学 
1 年生 

入学児童数 3,263 3,263 3,349 3,105 3,085 

うち制度利用者
数 

233 218 206 224 210 

新中学 
1 年生 

入学生徒数 3,367 3,255 3,314 3,250 3,073 

うち制度利用者
数 

147 141 170 109 165 
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2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

小学校 7.1 6.7 6.2 7.2 6.8

中学校 4.4 4.3 5.1 3.4 5.4

7.1 
6.7 

6.2 

7.2 
6.8 

4.4 4.3 
5.1 

3.4 

5.4 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

（
%
）

通学区域緩和制度利用率の推移
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子どもたちの学校生活や学習活動をより充実させるため、学校施設や学校図書館などの教育環

境の整備を進めています。 

  

（１）学校施設 

① 学校施設一覧                        （2024 年 5 月 1 日現在） 

小学校 

体育館 25ｍプール 
校地面積 
（㎡） 

校舎面積（㎡） 教室数 

建築年月 
面積 
(㎡) 

建築年月 
幅 

（ｍ） 
鉄筋 鉄骨外 合計 普通 特別 

町田第一小学校 平 14. 9 1,259 平 14. 9 10 11,698 4,958 645 5,603 28 14 

町田第二小学校 昭 48. 3 668 昭 44. 7 11 10,312 4,330 74 4,404 15 13 

町田第三小学校 昭 49.11 684 昭 46. 7 12 13,892 4,823 406 5,229 15 15 

町田第四小学校 昭 49. 6 691 昭 44. 7 13 15,677 5,490 85 5,575 17 21 

町田第五小学校 昭 48. 3 681 昭 44. 7 9 12,426 5,314 26 5,340 21 15 

町田第六小学校 昭 47. 3 701 昭 44. 7 10 15,702 5,559 151 5,710 15 16 

南大谷小学校 昭 51. 9 706 昭 49. 7 10 14,099 5,258 192 5,450 22 12 

藤の台小学校 昭 49.11 726 昭 48. 7 10 13,322 5,835 92 5,927 19 17 

本町田東小学校 昭 49. 5 736 昭 46. 7 10 16,771 5,687 17 5,704 8 23 

※1本町田小学校 (昭 53. 6) 659 (昭 52. 6) 10 17,509 5,746 172 5,918 21 15 

南第一小学校 昭 46. 2 675 昭 57. 3 10 13,650 5,708 59 5,767 22 11 

南第二小学校 昭 53. 7 743 昭 54. 3 10 16,500 5,713 62 5,775 15 14 

南第三小学校 昭 49. 9 723 昭 52. 6 10 11,531 4,964 68 5,032 12 20 

南第四小学校 昭 48.10 678 昭 44. 7 10 15,825 5,323 299 5,622 23 14 

つくし野小学校 昭 48. 3 668 昭 46. 7 10 15,197 4,156 106 4,262 13 12 

小川小学校 昭 52. 8 703 昭 50. 7 10 16,076 5,776 51 5,827 14 20 

成瀬台小学校 昭 52. 7 703 昭 50. 6 10 16,513 6,483 85 6,568 19 20 

鶴間小学校 昭 53. 7 710 昭 52. 6 10 19,916 5,115 361 5,476 21 11 

高ケ坂小学校 昭 54. 5 683 昭 53. 6 10 18,639 3,656 948 4,604 12 11 

成瀬中央小学校 昭 55. 3 682 昭 54. 6 10 16,509 4,720 169 4,889 13 9 

南成瀬小学校 昭 55. 5 780 昭 55. 6 10 16,228 6,139 13 6,152 12 23 

南つくし野小学校 昭 55. 3 694 昭 55. 5 10 14,653 6,166 226 6,392 30 11 

鶴川第一小学校 平 31. 3 1198 昭 44. 8 10 19,362 7,450 0 7,450 25 18 

鶴川第二小学校 昭 48. 2 668 昭 41. 6 10 21,571 5,442 1,111 6,553 21 18 

鶴川第三小学校 昭 49.11 724 昭 44. 8 10 19,828 6,846 27 6,873 15 33 

鶴川第四小学校 昭 49.12 724 昭 46. 7 10 19,829 6,634 91 6,725 23 19 

金井小学校 昭 53. 5 708 昭 53. 7 10 16,072 5,361 71 5,432 20 11 

大蔵小学校 昭 55. 3 695 昭 55. 7 10 19,223 5,394 1,119 6,513 20 18 

三輪小学校 昭 57. 7 725 昭 57. 7 10 13,812 4,364 662 5,026 17 13 

２．教育環境 
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小学校 

体育館 25ｍプール 
校地面積 
（㎡） 

校舎面積（㎡） 教室数 

建築年月 
面積 
(㎡) 

建築年月 
幅 

（ｍ） 
鉄筋 鉄骨外 合計 普通 特別 

※2忠生小学校 昭 47. 3 668 昭 45. 9 10 14,228 5,234 1,330 6,564 20 21 

小山田小学校 昭 55.11 888 昭 55.10 10 18,617 4,157 782 4,939 10 13 

忠生第三小学校 昭 51. 6 689 昭 44. 7 10 13,138 5,586 82 5,668 20 18 

山崎小学校 昭 55. 3 732 昭 55. 6 10 16,299 5,236 141 5,377 12 14 

小山田南小学校 昭 59. 3 710 昭 59. 5 10 17,833 6,321 670 6,991 21 18 

※1木曽境川小学校 (昭 53. 5) 681 (昭 52. 6) 10 16,735 5,501 225 5,726 18 16 

※1七国山小学校 (昭 51. 3) 653 (昭 51. 6) 10 22,772 4,914 1,294 6,208 24 14 

図師小学校 平 21. 3 1,161 平 21. 3 11.4 20,542 7,043 0 7,043 19 21 

小山小学校 昭 51. 9 714 昭 53. 6 10 20,716 6,433 301 6,734 24 19 

小山ヶ丘小学校 平 17. 3 1,045 平 17. 3 10 15,743 8,402 0 8,402 28 19 

小山中央小学校 平 22. 2 1,101 平 22. 2 11.2 29,125 8,236 756 8,992 20 21 

相原小学校 昭 48. 3 668 昭 61. 5 10 13,246 5,965 33 5,998 14 20 

※3大戸小学校 昭 58. 4 753 昭 58. 5 10 26,738 5,436 0 5,436 9 19 

※1 学校適正規模適正配置事業による統合校です。（ ）内は、統合年月ではなく、旧施設が完成した年月です。

※2 忠生第一小学校は、2011年 9 月 1 日から、校名を忠生小学校に変更しました。

※3 大戸小学校は小中一貫校（大戸小学校と武蔵岡中学校をあわせて「ゆくのき学園」）として整備したため、大戸小

学校の教室数には中学校で使用している教室も含みます。 

（2024 年 5 月 1 日現在） 

中学校 

体育館 25m プール 校地 

面積

（㎡） 

校舎面積(㎡) 教室数 

建築年月 
面積

(㎡) 
建築年月 

幅 

（m） 
鉄筋 

鉄骨

外 
合計 普通 特別 

町田第一中学校 平 4. 8 1,366 平 4. 8 11 15,112 11,830 106 11,936 28 29 

町田第二中学校 昭 57. 3 976 昭 43. 8 11 17,684 6,562 208 6,770 12 27 

町田第三中学校 昭 47. 3 702 昭 44.12 11 14,196 5,470 78 5,548 15 21 

南大谷中学校 昭 51. 7 944 昭 50. 6 11 19,026 6,263 75 6,338 13 21 

南中学校 平 11. 2 1,924 平 11. 2 11 24,928 7,099 94 7,193 23 23 

つくし野中学校 昭 51. 6 983 昭 51. 7 11 16,527 7,676 141 7,817 26 22 

成瀬台中学校 昭 54. 5 992 昭 54. 6 11 16,502 8,231 143 8,374 14 29 

南成瀬中学校 昭 57. 3 1,084 昭 57. 3 11 19,962 6,667 0 6,667 15 24 

鶴川中学校 平 14. 1 1,293 平 14. 1 11 19,656 10,821 82 10,903 18 26 

鶴川第二中学校 昭 48.10 772 昭 48. 8 11 16,520 7,490 146 7,636 20 20 

薬師中学校 昭 47. 3 710 昭 46. 7 11 20,048 6,539 83 6,622 12 23 

真光寺中学校 昭 55. 5 947 昭 55. 6 11 17,940 6,179 148 6,327 7 20 

金井中学校 昭 59. 5 1,048 昭 59. 5 11 20,323 5,385 213 5,598 13 17 
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② 学校施設の整備 

小・中学校の耐震補強工事が 2010 年度に完了し、学校施設の耐震化率は 100％になりました。

2011年度以降は、学習環境の改善を目的として、トイレ改修や航空機騒音軽減のための施設の防

音化、普通教室や特別教室への空調機設置を進めるとともに、防災機能の強化を目的として、体

育館等の高所に設置された設備等の落下防止を進めてきました。2019年度からは、児童・生徒の

熱中症対策と教育環境の改善及び避難施設の環境整備を図るため、体育館に空調設備を設置する

とともに、避難施設の機能向上を図るため、非常用発電設備等の設置や体育館アリーナ照明の LED

化を進め、2021年度に小中学校全 62校への設置が完了しました。 

改築事業では、2019年度に鶴川第一小学校、2021年度に町田第一中学校（校舎）で事業が完了

し、2022年度からは新たな学校づくり推進計画及び町田市立学校個別施設計画学校整備計画編に

基づき、学校統合や老朽化した校舎等の建替えに向けた準備を進めています。 

改修事業では、施設の老朽化対策を目的に、2019 年度から 2022 年度にかけて、校舎外壁や屋

上防水等の校舎外回りを中心とした中規模改修工事を小・中学校 2 学校で実施しました。また、

2021年度から 2カ年にわたり、施設の防音化対策の一環として中学校１校で老朽化した空調設備

の更新工事を行いました。 

加えて、「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数標準に関する法律」の一部改正によ

り 40人学級から 35人学級への対応が必要となったため、これまでに小学校２校で校舎の増築工

事を実施しました。 

 

2023年度 主な整備実績 

工事内容 小学校 中学校 

空調更新工事 小山ヶ丘小学校  忠生中学校 

校舎増築工事  南つくし野小学校  

 

 

  

中学校 

体育館 25m プール 校地 

面積

（㎡） 

校舎面積(㎡) 教室数 

建築年月 
面積

(㎡) 
建築年月 

幅 

（m） 
鉄筋 

鉄骨

外 
合計 普通 特別 

忠生中学校 平 5. 8 2,206 平 5. 8 11 22,021 7,966 86 8,052 24 22 

山崎中学校 昭 54. 5 1,005 昭 54. 6 11 22,042 6,813 160 6,973 14 20 

木曽中学校 昭 58. 3 1,031 昭 58. 5 11 21,613 6,455 0 6,455 10 20 

小山田中学校 昭 59. 3 1,085 昭 59. 3 11 21,274 5,312 949 6,261 13 21 

小山中学校 平 24.2  1,231 平 24. 2 13 26,148 9,361 0 9,361 22 25 

堺中学校 平 20. 2 1,234 平 20. 2 11 14,907 7,600 66 7,666 21 18 

武蔵岡中学校 昭 58. 5 904 昭 58. 5 11 29,574 3,842 0 3,842 0 11 
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③ 学校施設増改築のあゆみ         ※建築面積とは保有面積のことであり、数値は建築時のものです。 
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（２）学校図書館 

学校図書館は、自由な読書活動の場として、学びの場として、子どもの成長を支える重要な拠点で

す。学校図書館をよりよいものとし、子どもたちの読書環境を充実させることで、豊かな知性や

感性を養い「生きる力」をはぐくんでいきます。 

 

① 町田市の取組 

・学校図書指導員の配置 

学校図書館の充実を図るため、全校に学校図書指導員（2013 年度に学校図書ボランティアから名

称変更）を配置しています。学校図書指導員は、蔵書管理、図書館の環境整備、教育指導支援（読み

聞かせ、ブックトーク、委員会支援、調べ学習支援など）等を行っています。 

 

・教員等の研修の充実 

2023年度は、学校図書館の充実に向けた知識を深めるための研修を年３回実施しました。対象は、

司書教諭、学校図書館担当教諭及び学校図書指導員です。市立図書館との連携方法、本の修理方法、

図書貸し出し支援に使うソフトの解説、講師を招いて、読み聞かせをテーマとした研修などを通じて、

学校図書館で役立つ知識を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

・市立図書館との連携 

児童・生徒や学校の多様なニーズに応えるため、市立図書館では学校図書館支援貸出を実施し、市

立図書館に所蔵している資料を貸し出して、学校図書館をサポートしています。 

また、児童・生徒が図書館に行って調べ学習をしたり、市立図書館職員を学校に招き、授業で読み

聞かせやブックトークをしたり、市立図書館の豊富な蔵書や知識・技能を有効活用しています。 

ワークショップの様子 

小学校の学校図書館 

中学校の学校図書館 
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② 学校図書館蔵書状況

文部科学省は、学校図書館の蔵書の充実を図るため、1993年に学校図書館図書標準を策定し、学級

数に応じて整備すべき蔵書数を定めました。 

教育委員会では、2013 年度に「町田市立学校図書館蔵書整備計画作成指針」を策定し、各校で学

校図書館図書標準の蔵書数を満たすよう計画的に蔵書の整備を進めています。2020 年度末には全

ての小・中学校で学校図書館図書標準の蔵書数を達成しました。2023 年度末もこの状態を継続し

ています。 

今後も学校図書館の蔵書数を計画的に整備するとともに、「読書センター」及び「学習・情報セン

ター」としての機能を充実させます。

42



（１）小・中学校間の連携 

町田市では、学力向上の取組みや心身の発達に応じたきめ細やかな指導を行うため、小・中学校

間の連携を推進し、小中学校の９年間を見通した教育活動の連続性を確保しています。 

 

① 小中一貫（連携）教育推進地区の指定 

町田市では、2013年に小・中学校全 62校を対象に、各中学校と、その中学校が進学先となる小 

学校をあわせたブロックである「小中一貫（連携）教育推進地区」を指定しました。この地区内の

小・中学校が連携し、９年間を見通した、生活指導や学力向上の取組や、教員及び児童・生徒の交

流などを行っています。 

 

小中一貫（連携）教育推進地区一覧 

地区 中学校 小学校 

1 町田第一中学校 町田第一小学校 町田第三小学校 町田第四小学校  

2 町田第二中学校 町田第二小学校 町田第六小学校 高ヶ坂小学校  

3 町田第三中学校 本町田小学校 忠生第三小学校   

4 南大谷中学校 町田第五小学校 南大谷小学校   

5 南中学校 南第一小学校 南第三小学校 南第四小学校  

6 つくし野中学校 つくし野小学校 小川小学校 鶴間小学校 南つくし野小学校 

7 成瀬台中学校 成瀬台小学校 成瀬中央小学校   

8 南成瀬中学校 南第二小学校 南成瀬小学校   

9 鶴川中学校 鶴川第一小学校 大蔵小学校   

10 鶴川第二中学校 鶴川第二小学校 鶴川第三小学校 三輪小学校  

11 薬師中学校 藤の台小学校 本町田東小学校   

12 真光寺中学校 鶴川第四小学校    

13 金井中学校 金井小学校    

14 忠生中学校 忠生小学校 山崎小学校 図師小学校  

15 山崎中学校 七国山小学校    

16 木曽中学校 木曽境川小学校    

17 小山田中学校 小山田小学校 小山田南小学校   

18 小山中学校 小山小学校 小山中央小学校   

19 堺中学校 小山ヶ丘小学校 相原小学校   

20 武蔵岡中学校 大戸小学校    

  

３．町田市の特色ある取組 
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② 小中一貫町田っ子カリキュラム 

小中学校の９年間を見通した教育を推進するため、「道徳・規範教育」、「健康教育（食育）」、「キ

ャリア教育」の領域について「小中一貫町田っ子カリキュラム」を作成し、どの小・中学校でも効

果的な学習ができるよう取り組んでいます。 

 

小中一貫町田っ子カリキュラム（道徳・規範教育・キャリア教育・健康教育（食育））の内容 

 基礎期 

（小学校１・２年

３・４年） 

充実期 

（小学校５・６年、

中学校１年） 

発展期 

（中学校２・３年） 

小中一貫町田っ子カリキュラム

「道徳・規範教育」 

ルール定着期 基礎的な教養期 実践・発展期 

小中一貫町田っ子カリキュラム

「キャリア教育」 

働く大人の姿に触れ

る学習期 

働く意味･意義を考え

る学習期 

適性や進路を考える

学習期 

小中一貫町田っ子カリキュラム

「健康教育（食育）」 

基礎となる体験の充

実期 

体験の充実と知識の

習得期 

学んだことの実践期 

 

③ 「えいごのまちだ」事業 

「えいごのまちだ」事業では、子どもたちが英語に慣れ親しみ、英語に触れることのできる環境

を整え、英語によるコミュニケーションを積極的に図る態度やコミュニケーション能力の育成を目

指しています。教員の英語の授業を支援する「Machida English Promotion Staff（MEPS）」や外

国語指導助手 ALT の配置、全小学校において５年生ではスヌーピーミュージアムとまちライブラ

リーで英語に親しむ校外学習を、小学校及び中学校２１校でイングリッシュフェスタを、そして希

望者には「放課後英語教室」を実施しています。また、希望校には２年生でブリティッシュヒルズ

への宿泊学習を実施しています。英語の４技能検定 GTEC（ジーテック）の全中学校での実施など、

町田ならではの英語教育を推進しています。 

併せて、習得した知識及び技能を活用して、考えや気持ちを伝え合う体験を通して、主体的に外国

語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う言語活動中心の授業改善の推進にも取

り組んでいます。 

 

 

（２）学力向上 

町田市では、小・中学校に通う児童・生徒の学力状況を分析し、その実態に沿った学力向上策を

検討・提案する組織として、2013年度から「町田市学力向上推進委員会」を設置し、全市的に学力

向上策に取り組んでいます。また、同一地域の小・中学校が連携して、地域ごとの学力上の課題を

解決するための学力向上策にも継続して取り組んでいます。 
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2015年３月 「町田市学力向上推進プラン（第１次）」の策定 

５月 「第 1 回 町田市学力向上推進フォーラム」の実施 

⇒教職員、保護者、学校関係者、一般市民へ「町田市学力向上推進プラン（第１次）」 

の周知    

⇒学力向上に向けた取組及び成果の報告 

2017年５月 「町田市学力向上推進プラン（第２次）」の策定 

「第２回 町田市学力向上推進フォーラム」の実施 

⇒一般市民へ「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた町田市の学力の取組に 

ついて説明 

2019年１月 

 

「第３回町田市学力向上推進フォーラム」の実施 

⇒教職員、保護者へ学力向上に向けた取組及び成果の報告 

３月 

 

 

「町田市学力向上推進プラン（第３次）」の策定 

⇒「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた「授業をデザインする８つの取組」 

の設定 

2020年４月 「家庭学習推進の手引き」の改訂 

⇒小学校の教職員、保護者、児童に配布 

2021年４月 「指導力向上リーフレット」「町田市スタンダード授業観察シート」の作成 

⇒授業改善を図るため小中学校の教職員に配布 

５月 「『主体的・対話的で深い学び』の視点に立った授業実践集」「町田市スタンダード

授業改善シート」の作成 

⇒授業改善に向けての参考資料及び学校や個人の授業力に関する実態把握として活用

するため小中学校の教職員に配布 

６月 「町田市スタンダード授業改善シート」を活用した調査結果の周知 

⇒2021年３月に市内小中学校教員を対象に実施 

⇒各学校の授業改善推進プランに活用 

2022年３月 「町田市学力向上推進プラン（第４次）」の策定 

⇒学力調査や授業の実態等から分析した町田市の学力と実態と、町田市の取組 

４月 「町田市スタンダード授業改善シート」及び「『主体的・対話的で深い学び』の視点

に立った授業実践集」の周知 

５月 2022年３月実施「町田市スタンダード授業改善シート」を活用した調査について、調

査結果の周知 

2023年４月 ・2023年１月実施「町田市スタンダード授業改善シート」を活用した調査について、

調査結果の周知 

・「町田市スタンダード授業改善シート」及び「『主体的・対話的で深い学び』の視

点に立った授業実践集」の周知 

2024年５月 2024年３月実施「町田市スタンダード授業改善シート」を活用した調査について、調

査結果の周知 
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① 町田市学力向上推進委員会及び学力向上検討委員会の設置  

2013年度～ 

2018年度 

「町田市学力向上推進委員会」を設置 

⇒小・中学校校長会の代表や教育委員会の職員で構成 

⇒学識経験者を顧問に迎え、小・中学校に通う児童・生徒の学力向上に向け学力向上 

策の検討・提案 

2019年度 「学力向上検討委員会」を設置 

⇒「指導力向上リーフレット」及び「町田市スタンダード授業観察シート」、「家庭 

学習等のすすめ（中学校版）」の検討・提案 

2020年度 「学力向上検討委員会」を設置 

⇒「『主体的・対話的で深い学び』の視点に立った授業実践集」及び「町田市スタ 

ンダード授業改善シート」を検討・作成 

2021年度 「学力向上検討委員会」を設置 

⇒「町田市学力向上推進プラン（第４次）」及び「学力向上 MNE チャンネル」の検

討・作成 

2022年度 「学力向上検討委員会」を設置 

⇒「学力向上 MNEチャンネル」の検討・作成 

2023年度 「学力向上検討委員会」を設置 

⇒「学力向上 MNEチャンネル」の更新（「『主体的・対話的で深い学び』の視点に立

った授業実践」及び「個別最適な学びを実現する授業実践」を検討・作成） 

 

② 研究指定校（指定期間：２年間） 

 研究指定校は、教育委員会から受けた学校が、学力向上、体力向上、特別の教科道徳、その他の

教育課題に関わる実践的な研究を２年間行い、２年次に行う研究指定校研究発表会で、その成果を

広く市内小・中学校に発表します。 

2022年度 2023年度 

・七国山小学校：豊かな心の育成（hyper-QUの取組を含む） 

・忠生小学校：豊かな心の育成（hyper-QUの取組を含む） 

・大蔵小学校：豊かな心の育成（多層指導モデル MIMを活用した研究を含む） 

・南第一小学校：キャリア教育に関する研究 

2023年度 2024年度 

・町田第六小学校：学力向上に関する研究 

・小中一貫ゆくのき学園：キャリア教育に関する研究 

2024年度 2025年度 

・金井小学校：学び続ける力の向上 

・堺中学校：学び続ける力の向上 

・町田第一小学校：教育プランに係る研究 

・町田第二中学校：魅力ある学校づくり 
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③ 未来の学び指定校（指定期間：１年間または 2年間） 

学習に関連した教育データ（学習ドリルソフトの達成度情報や授業の振り返りに関する情報）を

継続的に収集・視覚化していくことで、教員や児童・生徒が実情を把握・分析したり、授業改善や

児童・生徒の学び続ける力の向上につなげたりする研究活動を行っています。研究の成果として、

電子データによる普及を行い、成果を還元することで、町田市における教育データ利活用の改善に

つなげます。 

2024年度 

・大蔵小学校：アセスメントを活用した授業改善 

2024年度 2025年度 

・高ヶ坂小学校：教育データの利活用 

・町田第三中学校：教育データの利活用 

 

 

 

（３）体力向上 
町田市では、児童・生徒の体力の向上に向けて、次の取組を実施しています。 
① 学校の取組 

○「体育科」「保健体育科」の授業改善 

    以下の取組を通して、運動が苦手な子どもも体を動かす楽しさを味わい、自分の体のこと

をきちんと理解できる授業づくりを目指し、全小中学校で取組を工夫しています。 

   ・意欲や技能を高める「ウォーミングアップ」の工夫 

   ・９年間を見通した「体つくり運動」の充実 

   ・ゴール型ゲーム「町田ボール」の実践（小学校） 

   ・主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善 

  ○授業以外の工夫 

    朝の時間や休み時間、部活動等を利用して、体を楽しく動かす活動の推進や場の工夫を行

います。子どもたちが運動・スポーツに親しめるような環境づくりを通して、運動の楽しさ

を授業以外の活動でも体感してもらい、運動の日常化を図ります。 

  ○健康教育の推進 

子どもたちが、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し改善していく資質や能力を育成する

保健教育を進めていきます。また、子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身

に付け、生涯にわたって健やかな心身と豊かな人間性を育んでいくための基礎を身に付けられ

るようにします。 

   ・保健教育の推進 

     運動領域と保健領域を関連させた指導、各教科等の特質を生かした横断的な指導など 

   ・食育の推進 

     町田市立小・中学校朝食レシピコンテストの実施など  
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② 町田市小学校連合体育大会 

体力の向上や豊かなスポーツライフの実現を図ることを目的として、2019 年度は、2020 年度から小

学校連合体育大会の全校実施に向けた、プレ大会（14 校参加）を実施いたしました。なお、2020 年度

は、新型コロナウイルス感染症拡大防止に鑑み、小学校 20 校で実施いたしました。2023 年度は、小学

校全 42校で実施をしました。 

 

2023年度 町田市小学校連合体育大会実施状況 

開催日 場所 参加校 参加者 

10月 12日 

10月 13日 
町田 GION スタジアム 市立小学校 各小学校の６年生 

 
 

③ 町田市中学校連合体育大会 

 生徒にスポーツ実践の機会を与え、体力、技能の向上や、心身ともに健康な生徒の育成を目指

し、スポーツ交流を通じて各学校間の親睦を図ることを目的として、町田市中学校連合体育大会

を開催しています。2023年度は、中学校全 20校で実施をしました。 

 

2023年度 町田市中学校連合体育大会実施状況 

開催日 場所 参加校 参加者 

10月 31日 町田 GION スタジアム 市立中学校 各中学校の選抜選手 

 

④ 体力向上パワーアップ DAY 

 子どもたちが生涯を通じて運動に親しむきっかけを作るため、町田市を６地区に分けて、地区ご

とに「体力向上パワーアップ DAY」を開催しています。 

※2023年度は、下記のとおり実施しました。 

○実施地区  第3地区（鶴川第一小学校、鶴川第二小学校、鶴川第三小学校、鶴川第四小学校、 

大蔵小学校、金井小学校、三輪小学校） 

○日  時  2023年11月11日（土） 

○会  場  大蔵小学校 校庭 

○内  容  様々な運動体験（FC町田ゼルビアとのボール遊び） 

 

※2024年度は、下記のとおり実施する予定です。 

 ○実施地区  第 4地区（町田第一小学校、町田第二小学校、町田第三小学校、 

町田第四小学校、町田第五小学校、藤の台小学校、本町田東小学校） 

 ○日  時  2024年 10月 26日（土） 

 ○会  場  町田第一小学校 

 ○内  容  様々な運動体験（FC町田ゼルビアとのボール遊び） 

 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 

第１地区 中止 中止 第２地区 第３地区 第４地区 第５地区 第６地区 
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（４）防災教育 

小・中学校では、月１回の避難訓練日を教育課程に位置付け、学校生活のあらゆる時間帯での地

震・火災等を想定して避難の方法や行動の仕方を確実に身に付けさせるための訓練を行っています。 

また、９月１日の「防災の日」には、小学校では保護者への引き渡し訓練、中学校では下校計画

に基づいて帰路の安全を確認の上、帰宅方面別に集団下校等を行っています。 

 授業においては、防災教育デジタル教材「防災ノート～災害と安全～」（東京都教育委員会作成）

などを活用した防災教育を行っています。また、安全教育プログラムに基づき危険を予測し回避す

る能力の育成や、緊急地震速報発令時の対応、首都直下地震等の様々な災害に対する備えや対応な

どについても学習しています。 

2021年度からは、学校安全計画を作成し、安全指導と安全教育を系統的に進めています。 

 

（５）エデュケーション・アシスタントの配置 

 小学校に入学したばかりの新１年生がスムーズに学校生活に慣れることができるように、学級担

任の補助者としてエデュケーション・アシスタントを配置しています。登下校の指導、学校での約

束事や学習規律の徹底、清掃・給食・安全指導補助など、学級担任と打ち合わせを行いながら必要

な指導の補助を行います。 

 また、４月から５月までの２ヶ月間は、同様の業務を短期で実施する生活指導補助者を追加で配

置しています。 

 

（６）科学教育センター 

児童・生徒の科学的態度・能力・技術の向上や創造力の育成を目的に、小学５年生、中学２年生か 

ら希望を募り、主に土曜日に研究活動を行っています。 

運営は小・中学校の校長会が行い、理科専門の教員や外部指導者が実験等の指導をしています。 

2023年度に実施した講座の回数は、小学校科学教育センターは全 11回、中学校科学教育センター

は、全 10回でした。 

なお、2023年度に参加した児童・生徒の人数は、小学生 47名、中学生 33名でした。 

 

2023年度 第 64回町田市小学校科学教育センター開催実績（47名参加） 

No. 日程 内容 会場 

第 1回 4月 22日 開講式・オリエンテーション 教育センター 

第 2回 5月 13日 

Ａ組：自由研究①（60分） 

    ⇒基礎研究①（60分） 

Ｂ組：基礎研究①（60分） 

    ⇒自由研究①（60分） 

科学講座 講師 中村 雄一 先生 

教育センター 

49



No. 日程 内容 会場 

第 3・4回 6月 24日 

川の生き物観察 

フィールドワーク（午前） 

 ⇒ 採集生物観察（午後） 

講師 篠田 康昌 先生 

ネイチャーファク 

トリー東京町田 

第 5回 7月 29 日 Ａ組：基礎研究②（６０分） 

⇒自由研究③（６０分） 

Ｂ組：自由研究③（６０分） 

⇒基礎研究②（６０分） 

オリンパス「光の不思議」 

教育センター 

第 6回 8月 26日 

Ａ組：自由研究③（６０分） 

⇒基礎研究③（６０分） 

Ｂ組：基礎研究③（６０分） 

⇒自由研究③（６０分） 

東京高専「まがきの研究」 

教育センター 

第 7回 9月 23 日 Ａ組・Ｂ組 基礎研究④（１２０分） 

サレジオ高専 「STEAM 教育体験」 

サレジオ工業高等専

門学校 

第 8回 10月 21日 Ａ組：基礎研究⑤（６０分） 

⇒自由研究④（６０分） 

Ｂ組：自由研究④（６０分） 

⇒基礎研究⑤（６０分） 

リビングロボット 

「歩くメカトロウィーゴ」 

（プログラミング学習） 

教育センター 

第 9回 11月 11日 自由研究⑤（120 分） 教育センター 

第 10回 12月 2 日 自由研究発表会（各組毎）（120 分） 教育センター 

第 11回 3月 2 日 閉講式 教育センター 

 

 

  

中学校科学教育センターの実施風景 
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2023年度 第 61回町田市中学校科学教育センター開催実績（33名参加） 

No. 日程 内容 会場 

第 1・2回 7月 22 日 
開講式 

運動の実験等 

ゆくのき学園 

武蔵岡中学校 

第 3回 8月 3 日 
体を守るシステム免疫について 

：協和キリン 

町田第一中学校 

第 4回 8月 24 日 

水素エネルギーと燃料電池 

：水素エネルギー協会・横浜国立大

学  

教育センター 

 

第 5回 8月 26 日 恩田川の水質調査 南大谷中学校 

第 6回 9月 30 日 ツメガエルの解剖実験 南中学校 

第 7回 10月 21日 超低温の世界 南成瀬中学校 

第 8回 11月 18日 金属メッキ・炎色反応 鶴川中学校 

第 9回 12月 2 日 光の性質 つくし野中学校 

第 10回 12月 16日 閉講式 教育センター 

 

 

（７）児童・生徒の文化活動 

児童・生徒は学習活動や部活動等の時間における文化活動を通して、日々自己を磨き、高める活

動を行っています。そして、その成果を遺憾なく発揮し、活躍しています。 

 

① 連合行事の開催 

 児童・生徒が日頃の活動成果を発表する場として次のような連合行事を開催しました。 

 

連合行事（2023年度の実施内容） 

行 事 名 実施日 場  所 

小学校 音楽会 
11月 29～12月１

日 
町田市民ホール 

中学校 

音楽会（吹奏楽） ７月 24日 町田市民ホール 

音楽会（合唱） 11月７日 町田市民ホール 

演劇発表会 11月４日 和光大学ポプリホール鶴川 

 

② 町田市公立小・中学校作品展 

 毎年１月～２月に国際版画美術館で、日頃の学習活動の成果を発表しています。小学校について

は書写と図画工作、中学校については美術作品を展示しています。 
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（８）ＩＣＴ教育 

「ICT」とは、略称で、情報通信技術を意味します。 

町田市では、町田市５ヵ年計画 22−26 の中で、『ICT 教育の充実』を重点事業に掲げています。

2023 年度は、GIGA スクール構想に基づき整備した一人一台のタブレット端末を中心に、デジタル

教科書や学習支援コンテンツ等を活用し、ICT教育を推進してきました。 

教育における ICTの活用は、児童・生徒の学習への興味・関心を高め、分かりやすい授業や新学

習指導要領で重要視されている「主体的・対話的で深い学び」を実現する上で効果的であり、確か

な学力の育成につながるものです。また、ICT を活用することによって、一人一人の児童・生徒の

能力や特性に応じた「個別最適化」された学びや、児童・生徒が教え合い学び合う中で考えを広げ

深めていく「協働的な学び」を実現します。 

 

2017年度 

2018年度 

町田市 ICT 活用教育推進モデル校（小山ヶ丘小学校・堺中学校） 

⇒ICT機器の導入・ICTを活用した授業実践 

2019年度 町田発未来型教育実証モデル校（町田第五小学校・小山ヶ丘小学校・堺中学校） 

⇒「G Suite for Educationを活用した授業モデルの構築」・「AIによる個別最

適化された学習支援モデルの構築」に向けた取組を実施 

全小・中学校に児童・生徒用のタブレット（Chromebook：Google 社が開発したク

ローム OSを搭載したパソコン）を１校に 40台配備 

町田市 ICT 教育フォーラムを開催し、取組を発表 

2020年度 ・文部科学省の示す GIGAスクール構想に基づき、児童・生徒一人一台のタブレ 

ット端末と高速大容量通信ネットワークを整備 

・教科用デジタル教材（指導者用）の導入【小学校（英語）】 

 ⇒学習内容を視覚化し、意欲的に学ぶ学習環境づくりにつなげる。 

2021年度 ・ICT活用研修を年１２回実施 

 ⇒教員の ICT活用のスキルアップのため、都や企業の企画する研修について 

も各学校で積極的に活用 

・教科用デジタル教材（指導者用）の導入 

【小学校（算数・英語）、中学校（数学・英語）】 

・教科用デジタル教材（学習者用）の導入 

【小学校（算数）、中学校（数学または英語）】 

・小・中学校全学年でクラウド型小中一貫学習支援コンテンツの導入 

⇒学習の履歴として蓄積された記録を分析することにより、児童・生徒は自己のつ 

まずきを把握しながら学習することができる。教員は児童・生徒の状況を把握し 

て個に応じた指導を工夫することができ、個別最適化された学びの実現につなが 

る。 

（次ページへ続く） 
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2021年度 

（続き） 

・ICT授業支援員による教員への支援を実施 

⇒「Google Workspace for Education」及び「小・中学校全学年でクラウド型小中一

貫学習支援コンテンツ」の利用促進を図るため、ICT授業支援員を配備し、教員が効果

的に ICT機器を活用できるよう支援体制を整えた 

2022年度 ・ICT活用研修を年 10回実施 

・教科用デジタル教材（指導者用）の導入 

【小学校（算数・英語）、中学校（数学・英語）】 

・教科用デジタル教材（学習者用）の導入 

【小学校（算数・理科・英語）、中学校（数学・理科・英語）】 

・小・中学校全学年でクラウド型小中一貫学習支援コンテンツの導入 

・ICT授業支援員による教員への支援を実施 

・2017年度に整備したタブレット端末を新機種に更改 

2023年度 ・ICT活用研修を年 10回実施 

・教科用デジタル教材（指導者用）の導入 

【小学校（算数・英語）、中学校（数学・英語）】 

・教科用デジタル教材（学習者用）の導入 

【小学校（算数・英語）、中学校（数学・英語）】 

・小・中学校全学年でクラウド型小中一貫学習支援コンテンツの更改 

・ICT授業支援員による教員への支援を実施 

・ポータルサイト「MNEポータル」の整備、拡充 
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 学校の教育力の向上を図るため、次のとおり、教員を対象とした研修の実施や、教員・学校の研

究活動の支援を行っています。 

 

（１）研修  
国は、法令において、教員に対しては、絶えず自己研さんに励む責務を、行政に対しては、教員

の研修の機会を付与する責務を課しています。町田市では、基本的な指導力及び専門的な指導力の

向上を図るため、各種の研修を行っています。 

また、毎年各学校から希望を募って、国や都の研修事業に研修生の派遣を行っています。 

 

2023年度 教育委員会実施研修一覧 

No. 研修名 回数 研修の目的 

１ 校長研修 1 

学校教育における諸課題を多角的に認識するとともに、そ
の解決に必要な教職員の意識改革と管理職のリーダーシ
ップの在り方や新しい学校づくりを目指した学校経営の
在り方を探る。 

２ 副校長研修 1 副校長としての実務能力を高め、資質・能力の向上を図る。 

３ 教務主任研修 4 
主幹及び教務主任としての資質・能力の向上と教育課題へ
の対応能力をはぐくむ。 

４ 生活指導主任研修 6 
主幹及び生活指導主任としての資質・能力の向上と校内に
おける調整能力をはぐくむ。 

５ 研究主任研修 3 
研究主任や研究担当としての資質・能力の向上を図り、校
内研究の推進能力を身に付ける。 

６ 新任主幹教諭研修 1 
主幹教諭としての役割を理解するとともに資質・能力の向
上を図る。 

７ 
中堅教諭等資質向上
研修Ⅰ 

12 中堅教員としての資質・能力の向上を図る。 

８ 
若手教員育成研修 
【３年次】 

2 
２年次における研修内容を定着させるとともに、外部との
連携・折衝力、学校経営力・組織貢献力について、講義や演
習を通して学ぶ。 

９ 
若手教員育成研修 
【２年次】 

3 
１年次における研修内容を定着させるとともに、学習指導
力、生活指導力・進路指導力を中心に、講義や演習を通して
学ぶ。 

10 
若手教員育成研修 
【１年次】 

16 
新任教諭に対し、幅広い知見をもたせて児童・生徒及び保
護者の期待に応えることができるようにするとともに、実
践的指導力を培い、教員として資質・能力の向上を図る。 

11 人権教育研修 1 
各校での人権教育推進に向け、人権に関する諸課題につい
て研修を深める。 

12 
学校図書館担当者
（司書教諭・図書指
導員）研修 

3 
司書教諭及び図書指導員の職務についての理解を深め、学
校図書館の充実に資する。 

４．研修・研究 
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13 
特別支援教育に関す
る研修 

38 
特別支援教育を推進するため、コーディネーター、学級主
任、学級担任の資質・能力の向上を図る。 

14 熱中症予防対応研修 1 
熱中症予防についての知識と具体的な対応策を理解す
る。 

15 
安全な水泳指導のた
めの講習会 

１ 

水泳指導の基本的な考え方や進め方について周知すると
ともに、小・中学校における安全管理、教職員及びプール
指導員等の指導力向上及び事故防止の徹底を図る。 
※水泳指導責任者が各校において伝達講習会を行い、報告
書を提出する。

16 体力向上担当者研修 2 
実技研修や公開授業参観を通して、体力向上に関する理解
を深め、実践力を養う。 

17 
学校リーダー育成プ
ログラム 「学校マ
ネジメント講座」

4 

学校運営の中核を担う教員、または今後、学校経営を担う
ことができる教員に学校経営に参画する意欲を喚起する
とともに、学校マネジメント能力の向上を図り、教育管理
職候補者のキャリア形成を図る。 

18 
教育行政研修に係る
実地研修 

6 
指導主事の職務を実際に体験することにより、その重要性
を理解し、指導主事の職務を担うための基礎的な資質・能
力を育成する。 

19 
特別支援教育コーデ
ィネーター研修 

5 
講義や演習、実践報告等を通して、特別支援教育の概要及
び本市の現状などを踏まえた上で、コーディネーターの役
割や各学校での校内支援体制の在り方等について学ぶ。 

20 ゲートキーパー研修 1 
悩んでいる人に寄り添い、関わりを通して「孤立・孤独」
を防ぎ、支援することができる意識の高揚を図る。 

21 
小学校外国語・公開
授業参観研修 

4 
同校種及び異校種の外国語の授業を参観し、協議すること
で、それぞれの指導方法について学び、指導力向上を目指
す。 

22 hyper-QU活用研修 4 
hyper-QUの診断結果を活用し、児童・生徒一人一人の状態
や学級全体の課題を把握し、対応を検討する方法について
学び、いじめ等の未然防止や不登校の予防に資する。 

23 ICT活用研修 10 教員の ICT活用能力の向上を図る。 

2023年度 研修生派遣先一覧 

No. 研修名 派遣人数 

１ 東京教師道場（1・2年次） 17 

２ 東京都教育研究員 1 

３ 教職大学院派遣研修 2 
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（２）研究 
小・中学校では、教員の資質向上及び各学校の課題解決のため、自主的に研究主題を設定して校内

研究を進めています。 

教育委員会では、学校からの希望により文部科学省や東京都の研究指定事業に推薦し、研究指定を

受けることもあります。 

その他の研究活動として、小・中学校の教員が各教科・領域の研究を行う教育研究会があります。 

2023・2024年度 研究校一覧（文部科学省指定校・東京都指定校） 

※町田市研究指定校については「３．町田市の特色ある取組」をご覧ください）
※2024年度については、文部科学省研究指定校はございません。

学力格差解消推進校 

2021 年度～2023 年度 

本町田小学校 

学力格差解消加配により配置された教員（学力向上担当教師）を中心に、関係諸機関との連携

等も行いながら、学力向上への学校の取組を活性化させ、他の教員の意識を一層醸成すること

を目的として指定を受けた学校。

人権尊重教育推進校 

2023 年度 2024 年度 

鶴川第三小学校（１年次） 

鶴川中学校（２年次） 

鶴川第三小学校（２年次） 

忠生中学校（１年次） 

東京都人権施策推進指針及び都教育委員会の教育目標、基本方針に基づき、人権尊重の理念を

広く社会に定着させ、あらゆる偏見や差別の解消を目指すとともに、人権教育を一層充実させ

るために指定を受けた学校。

授業改善推進拠点校 

2021 年度～2023 年度 

鶴川第二小学校 

 児童・生徒の学力向上を図るため、「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果を全国

学力・学習状況調査の結果等と関連付け、学びに向かう力等に着目しながら分析し、指導と評

価の一体化による授業改善を組織的に推進する取組を実践的に研究・開発し、その成果を全都

に普及・啓発する学校。
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小学校教科担任制等推進校 

2021 年度～2023 年度 2024 年度～2025 年度 

南大谷小学校 南第四小学校・鶴間小学校 

  児童の意識及び教員の取組状況を把握し、東京都における小学校教科担任制等の推進・充実

に資する学校。

地域人材・資源活用推進校 

2023 年度 

木曽境川小学校 

 地域の人的、物的資源を活用し、子どもたちの活動の場を形成するとともに、子どもたちに多

様な教育活動が展開できるよう、地域と学校との連携を推進・充実に資する学校。 

体育健康教育推進校 

2022 年度・2023 年度 

金井小学校 

 児童・生徒の体力向上を図るため、「全国体力調査」及び「東京都体力調査」の結果を分析

し、体育科だけでなく学校の教育活動全体を通して、体育健康教育の推進・充実に資する学

校。 
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 障がいがあり、特別な支援を必要とする児童・生徒について、一人一人の教育的ニーズに応じ

た指導を行っています。 

児童・生徒は、特別支援学級に籍を置いて、その障がいや発達に応じた指導を受けながら、一

部の教科や給食などは通常の学級で交流学習をする、また、通常の学級で学びながら、ある一定

の時間は巡回制の学級で教師の訪問指導を受けるなど、様々な形での指導を受けています。 

障がいのある児童・生徒は、障がいのない児童・生徒と共に学ぶことで、学習への意欲や社会

性などをはぐくみます。障がいのない児童・生徒もまた、同じ社会の一員として認め合い、育ち

合うことの意味について理解し、思いやりの心を身に付けていきます。 

（１）就学・進学相談

 障がいのある児童・生徒が、その程度や発達に応じた教育が受けられるように、就学・進学相談

を行っています。 

小学校や中学校への入学にあたっては、児童・生徒の観察や診察、保護者との面接の結果等から、

どのような教育が望ましいか、「町田市障がい児就学相談委員会」が所見を出し、保護者の方と就

学・進学先について考えていきます。「町田市障がい児就学相談委員会」は、専門的、総合的立場か

ら判断する機関として設置されており、学校、教育関係、福祉・保育関係、医療関係等の専門家に

より構成されています。 

また、入学後、その障がいや発達の状況に変化が生じたときや、現在の学級に適応が困難となっ

たときにも、保護者から随時相談を受け付けています。 

就学・進学相談 利用者数 (人) 

（２）特別支援学級

 障がいがあることにより、特別な支援を必要とする児童・生徒の教育の場として、一部の小・中

学校に特別支援学級を設けています。特別支援学級では、児童・生徒の障がいや習熟度に応じた学

習活動を行います。 

小・中学校の特別支援学級は、1959年に町田第二小学校、1961年に町田第一中学校に知的障がい学

級を開設したのにはじまり、2024年５月１日現在では、全小・中学校に特別支援学級（知的障がい、

自閉症・情緒障がい、肢体不自由、弱視、難聴、言語障がい、特別支援教室の７種別の学級）を設

置しています。 

これらの特別支援学級には、障がいの種別により、固定制、巡回制の２つの指導形態があります。 

固定制は、通常の学級での学習では十分にその効果を上げることが困難な児童・生徒のために、

年度
区分 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

就学相談 256 285 319 347 327 

進学相談 216 244 319 250 264 

５．特別支援教育 
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障がいや発達の状況にふさわしい指導計画を作成し、指導を行う形態です。 

 巡回制は、教員が一部特別な指導を必要とする児童・生徒の在籍校を巡回して指導する形態です。 

知的障がい、自閉症・情緒障がい、肢体不自由の固定制学級では、校内の通常の学級との授業や

学校行事での交流、他校の特別支援学級や特別支援学校との連合行事も盛んに行われています。 

 

〇 知的障がい学級〈固定制〉 

知的な発達に遅れがある児童・生徒を対象とした固定制の学級です。 

この学級では、児童・生徒の障がいや発達に合わせて、個別学習やグループ学習により、基礎 

的な能力を身に付ける学習や身辺自立の練習など、きめ細かい指導をしています。 

 また、卒業後のことも考えて、社会適応のための学習や自立活動も行っています。 

 

〇 自閉症・情緒障がい学級〈固定制〉 

知的な発達に遅れを伴わない自閉症・情緒障がいがある児童を対象とした固定制の学級です。 

この学級では、児童の障がいや発達に合わせて、個別学習やグループ学習により、言語の理解と

使用や、場面に応じた適切な行動などができるように、きめ細かい指導をしています。 

 

〇 肢体不自由学級〈固定制〉 

脳性マヒや進行性筋萎縮症などにより身体に不自由がある児童・生徒を対象とした固定制の学級 

です。 

 この学級では教科学習のほか、理学療法士、作業療法士による自立活動も行っています。 

 

〇 弱視学級〈巡回制〉 

 治療をしても、メガネをかけても十分な視力を得ることができない児童を対象とした学級です。 

児童は平常、通常の学級で勉強していますが、週１～２回程度、弱視学級の先生の指導を受けて、 

拡大鏡やレンズを使用した物の見方など、視覚をとおして物事を理解するための視知覚向上練習や、 

運動能力及び表現力を向上させるための練習などを行っています。 

 

〇 難聴学級〈巡回制〉 

 補聴器を使用しても話し声を聞きとることが困難な児童・生徒を対象とした学級です。 

 児童・生徒は平常、通常の学級で勉強していますが、週１～２回程度、難聴学級の先生から、補 

聴器を使用しての聴能練習、発音の指導やグループ指導を受けています。 

 

〇 言語障がい学級〈巡回制〉 

 口蓋裂（こうがいれつ）、吃音（きつおん）などにより、発音や話し方に課題のある児童を対象と 

した学級です。 

児童は平常、通常の学級で勉強していますが、週１～２回程度、言語障がい学級の先生から、こ

とばや発音の指導等を受けています。 
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〇 特別支援教室（サポートルーム）〈巡回制〉 

情緒の不安定や社会性の未発達のため、対人関係や集団への適応に困難を示す、文字や計算など

特定の分野に発達の偏りがあるなどの児童・生徒を対象とした教室です。児童・生徒はコミュニケ

ーション能力を伸ばす、社会性を養うなどの指導を個別又はグループで受けています。 

児童・生徒は平常、通常の学級で勉強していますが、週１回、特別支援教室の先生から指導を受

けています。 

 

2024年度 特別支援学級 

《小学校》             （2024 年 5 月 1 日現在） 

区  分 学級数 人数 学 校 名 

知的障がい学級《固定制》 62 414 

町田第一小学校       町田第二小学校 町田第五小学校 

南大谷小学校 

南第二小学校 

鶴川第二小学校 

藤の台小学校 

南第四小学校 

鶴川第四小学校 

本町田小学校 

南つくし野小学校 

金井小学校 

忠生小学校 小山田南小学校 木曽境川小学校 

七国山小学校 

小山中央小学校 

小山小学校 

相原小学校 

小山ヶ丘小学校 

 

自閉症・情緒障がい学級

《固定制》 
18 129 

町田第一小学校

鶴川第四小学校 

本町田小学校 

忠生小学校 

南第四小学校 

小山中央小学校 

肢体不自由学級《固定制》 2 13 町田第六小学校   

弱視学級《巡回制》 1 6 本町田東小学校   

難聴学級《巡回制》 2 12 本町田東小学校 山崎小学校  

言語障がい学級《巡回制》 6 94 本町田東小学校 成瀬中央小学校  

特別支援教室《巡回制》  1132 全校   

《中学校》                            （2024年 5月 1日現在） 

 

区  分 学級数 人数 学 校 名 

知的障がい学級《固定制》 35 234 

町田第一中学校 南大谷中学校 南中学校 

つくし野中学校 成瀬台中学校 鶴川中学校 

薬師中学校 

小山中学校 

忠生中学校 

堺中学校 

山崎中学校 

 

自閉症・情緒障がい学級

《固定制》 
4 27 町田第三中学校   

肢体不自由学級《固定制》 1 4 町田第一中学校   

難聴学級《巡回制》 1 7 町田第二中学校   

特別支援教室《巡回制》  391 全校 
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（３）人的支援制度

特別支援学級に在籍する児童･生徒だけでなく、通常の学級に在籍する LD（学習障がい）、ADHD

（注意欠如・多動性障がい）、高機能自閉症等の児童・生徒も含め、特別な支援を必要とする児童･

生徒の学校生活、また学校の教育活動をサポートするため、次の人的支援を行っています。 

○ 特別支援教育支援員

学校に配置し、教員の補助者として、特別な支援が必要な児童・生徒の介助や安全への配慮を行

い、児童・生徒の学校生活、学校の教育活動を支援しています。 

○ 特別支援教育専門家チーム

学校からの求めに応じ、大学教授などの特別支援に関する専門員（11 名）が、学校に出向き、事

例相談や校内研修での特別支援教育に関する講義などを行っています。 

事例相談では学校に対し、特定の特別な支援を必要とする児童・生徒について、発達障がいの状

況や課題に関して見解を示し、必要な支援・配慮等を踏まえた学習指導や生活指導の具体策、保護

者への支援にかかる方策、学校の組織的取組に関する改善策などについて指導・助言を行っていま

す。 

○ 特別支援教育巡回相談員

通常の学級における特別な支援を要する児童・生徒に関する各校の実態を把握し、児童・生徒へ

の指導や、管理職、特別支援教育コーディネーター、担任等への助言を行います。 

また、特別な支援を要する児童・生徒への指導について、専門家チーム、関係諸機関への連絡・

相談を円滑に行えるようにします。 

○ 特別支援教育専任相談員

特別な支援が必要な児童・生徒への指導方法や対応についての助言を

行います。また、特別支援学級、特別支援教室の指導内容や方法につい

て教員研修会や学校訪問等を通して必要な助言を行います。 
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（４）連合行事

 特別支援学級の児童・生徒は普段、少人数で指導を受けていますが、より大きな集団の中で交流

することも必要です。そこで、いくつかの学級が連合して、宿泊学習、遠足、合同学習会等を実施

しています。2023年度は、町田市中学校連合マラソン大会、スポーツ交流会を実施しました。 

また、町田第一中学校、南中学校、つくし野中学校、成瀬台中学校が実施している連合行事、中

学校 4 校連合学習発表会を実施いたしました。 

2023年度 実績 

行事名 実施日 場 所 備 考 

町田の丘学園 

交流会 
（中止） 町田の丘学園体育館 

中学校の特別支援学級と町田の丘学

園中学部の生徒が一堂に会し、交流

しています。 

町田市中学校 

連合マラソン大会 
11月 2日 

町田 GIONスタジアム

（町田市立陸上競技

場） 

中学校の特別支援学級と町田の丘学

園中学部の生徒が、障がいの程度に

応じて参加しています。 

スポーツ交流会 2月 2日 町田市立総合体育館 
中学校の特別支援学級の生徒が一堂

に会し、スポーツで交流しています。 

※町田の丘学園交流会は、町田の丘学園の校舎移転に伴う準備作業のために、実施を見合わせまし

た。 

（５）副籍制度

都立特別支援学校の小・中学部に在籍する児童・生徒が、居住する地域の小・中学校（地域指定

校）に副次的な籍（副籍）をもち、交流を通じて、居住する地域とのつながりの維持・継続を図る

制度です。 

副籍制度によって、地域指定校の学校行事や授業等への参加などの直接的な交流や、学校便りや

学級便りの交換などの間接的な交流が行われています。交流の内容は、保護者の希望をもとに、都

立特別支援学校と地域指定校との間で相談して決定します。 

（６）特別支援教育推進モデル校

特別支援教育推進モデル校は町田市の特別支援教育を推進することを目的に２年間研究に取り

組みます。町田市の特別支援教育の質的向上に寄与していきます。 

2023年度 2024年度 

町田第二小学校（２年目） 南成瀬中学校（２年目） 

南成瀬中学校（１年目） 町田第一中学校（１年目） 
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すべての児童・生徒が家庭、学校、地域でいきいきと活動し、人間性豊かに成長するよう、不登

校などの教育上の課題について、児童・生徒、保護者、学校等に対し、様々な支援・相談を行って

います。 

 

（１）教育相談 

児童・生徒の様々な教育上の課題について、心理専門の相談員が児童・生徒、保護者、学校関係

者の相談に応じています。主な相談内容は、不登校、集団不適応、友人関係、発達の課題、学習に

関すること、生活面に関することなどですが、その他子どもの教育に関する相談に応じています。 

また、2013年度から小・中学校全校に配置されたスクールカウンセラーが、家族や友人関係、学

習や進学等の様々な悩みに関して、児童・生徒の相談に応じたり、児童・生徒の教育上の問題につ

いて保護者の相談に応じたりしています。 

その他、学校だけでは支援が難しい課題を抱える児童・生徒に対して、スクールソーシャルワー

カーが、社会福祉の専門的知識・技術を活用し、児童相談所、福祉事務所等の様々な関係機関と連

携して、問題の解決に向けた支援を行っています。 

 

心理専門の相談員による教育相談 

区 分 相談日時 場所 担当 電話番号 

来所相談 

月～金曜日及び第１・第３土曜日 

 午前９時～正午 

午後１時～午後５時 

※祝日・年末年始除く ※予約制 

教育センター 

教育 

相談員 

(心理) 

042–792-6546 

（予約受付は 

午前８時 30 分 

から対応） 

電話による 

教育相談 

月・水・金曜日 

 午前９時～正午 

 午後１時～午後４時 

※祝日・年末年始除く 

教育センター 

教育 

相談員 

(心理) 

042-792-6548 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．教育相談等 
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2023年度 相談件数 

相談内容 
来所相談 電話 

相談 

合計 

（件） 就学前 小学生 中学生 高校生 その他 

不登校 1 111 107 35 0 155 409 

友人関係 0 0 0 0 0 4 4 

いじめ問題 0 0 0 0 0 3 3 

発達障がい等 4 211 42 4 0 201 462 

非行・不良行為 0 3 2 0 0 9 14 

暴力行為 0 3 1 0 0 2 6 

心身の健康・保健 0 5 4 1 0 26 36 

家庭環境 0 0 0 0 0 1 1 

児童虐待 0 1 1 0 0 11 13 

学業・進路 0 4 6 0 0 20 30 

教職員との関係 0 1 0 0 0 11 12 

学校環境 0 0 0 0 0 3 3 

学校・家庭以外の問題 0 0 0 0 0 0 0 

その他 0 0 0 0 0 7 7 

合計 5 339 163 40 0 453 1000 
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（２）不登校児童・生徒支援 

小・中学校に在籍する児童・生徒の中には、心理的な要因などにより不登校又は不登校の傾向に

ある児童・生徒がいます。教育委員会では、学校をお休みしている児童・生徒の学びの場として、

教育センター内に教育支援センターを設置し、小学生用のけやき教室、中学生用のくすのき教室を

運営しています。 

なお、くすのき教室では 2021年度から、けやき教室では 2022年度から、多様性のある指導を行

うため指導の一部を委託化しました。2024年度からは、学習指導については全面的に委託化してい

ます。 

開設日は月曜日から金曜日で、実施教科は小学校・中学校の教科に準拠しています。教室では、

社会性・協調性を育むための体験的活動や学習内容の補充、生活リズムの調整などを行っています。

くすのき教室においては、進路相談や入試対策なども行います。 

また、教育相談担当所属の心理職を配置することで、安定して通室できるよう支援しています。 

 

 

年 度 人数（人）  年 度 人数（人） 

2019年度 11  2019年度 17 

2020年度 13  2020年度 17 

2021年度 23  2021年度 72 

2022年度 31  2022年度 138 

2023年度 40  2023年度 139 

 

 

 

 

 

 

 

 

けやき教室 くすのき教室 

けやき教室通室児童数 くすのき教室通室生徒数 
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年間 30日以上欠席児童・生徒数の推移（過去 5年間）
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家庭・地域・学校が連携・協働し、地域の資源などを生かした教育活動を推進するために、様々

な取組を行っています。 

 

（１）コミュニティ・スクール / 学校運営協議会・地域学校協働本部 
町田市立小・中学校では、地域とともに、子どもたちの豊かな教育活動を目指して、2021年度か

らコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）へ移行し、2023年度からは地域学校協働本部を

全校に設置しました。 

学校運営協議会は学校運営や学校運営に必要な支援に関する協議を行うため、市立小中学校に設

置する合議体のことをいい、校長が作成した学校経営方針・学校経営計画等の基本方針を承認する

等の権限を持ちます。学校運営協議会の委員は、地域住民や保護者、学校で活動するボランティア

をコーディネートするボランティアコーディネーター（後述）、まちとも関係者等を中心に構成さ

れています。 

地域学校協働本部は、副校長や地域連携担当教員、ボランティアコーディネーターが中心となり、

学校運営協議会で承認された計画に基づいて地域学校協働活動を実施していくネットワークのこ

とをいい、町田市コミュニティ・スクールでは学校運営協議会と地域学校協働本部が大きな柱とな

っています。 

 

 

（２）学校支援ボランティア   

① 学校支援センター 

家庭・地域・学校が協力して子どもを育てていく“しくみ”をつくるため、町田市学校支援セン

ターを設置し、地域連携に取り組んでいます。 

学校支援センターでは、学校支援ボランティア活動の総合窓口として、地域ボランティアの学

校支援活動を推進するとともに、各校に配置されているボランティアコーディネーターの活動支

援及び活動の活性化を図るための研修・ミーティングを実施しています。 

また、学校支援センターが事務局となり、各校のボランティアコーディネーター、市内連携団

体の代表、学校長の代表が情報交換をする場として「学校支援連絡会」を開催しています。 

 

② ボランティアコーディネーター 

学校と地域ボランティアとのかけ橋となるボランティアコーディネーターは、学校のニーズに応

じ、必要な学校支援ボランティア人材の手配及び調整、市内連携団体をはじめとした外部団体との

連絡調整などを行います。  

７．家庭・地域と連携した学校づくり 
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③ 地区統括ボランティアコーディネーター 

 地域で子どもの成長を支えるため、学校を核として地域人材を活用し、地域の教育力の強化を目

指しています。そのために、市内の小・中学校を 10 地区に分け、各地区のボランティアコーディ

ネーター等との連絡・相談や地区内の情報共有を目的とした地区ミーティングの開催などを担う地

区統括ボランティアコーディネーターを配置しております。 

 地区統括ボランティアコーディネーターの配置により、人材情報や活動内容の情報共有を進め、

地区内の学校の連携強化と地域学校協働活動の推進を図ります。 

 

④ 学校支援ボランティア 

学校支援ボランティアとは、学校の教育活動に地域の教育力を活かすため、ボランティアとし 

て学校をサポートする保護者、地域の方々、学生、団体及び企業などのことです。このボランティ

アの力を教育活動に積極的に生かして「地域とともに子どもを育てる」取組を実施しています。 

学校支援ボランティアは、国語、算数・数学などの教科や、道徳、総合的な学習、特別活動等で

の学習活動、さらに、食育、環境学習、キャリア教育、放課後学習をはじめ、委員会・クラブ・部

活動指導、農業体験等の体験活動、学校花壇の整備、登下校安全指導といった、学校ニーズに対応

した幅広い分野で学校の教育に携わっています。 

2023年度の学校支援ボランティア活動者数は 11,701人で、新型コロナウイルス感染症拡大防止

対策による活動機会が減少した 2020年度から、若干増加し一定の水準を維持しています。 

  

学校支援ボランティア活動者数の推移（過去５年間） 
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保護者の経済的負担を軽減し、教育の振興を図るため、各種の支援を行っています。 

 

（１）就学援助 
就学援助制度は、経済的理由により就学困難な家庭の子どもたちも等しく教育が受けられるよう

援助を行うものです。対象は、小・中学校に在籍している児童・生徒の保護者で、生活保護受給世

帯（要保護者）及びこれに準ずる程度に生活に困っている世帯（準要保護者）です。 

 

2023年度 支給費目別支給額実績 

支給費目 

対   象 

備  考 
要※ 準※ 学年 人数（人） 

支給額 
（千円） 

学 用 品 
通学用品費 × ○ 

小全学年 2,252 29,235 
児童・生徒が通常必要とする学用品及
び通学用品の購入費 

中全学年 1,307 30,670 

入学準備金 × ○ 
小 1 年 80 4,324 

小・中学校に入学する児童・生徒が入学
時に必要とする学用品及び通学用品の
購入費（23 年度は支給単価改定による
差額相当額の支給を実施） 

中 1 年 403 4,389 

入学準備金 
入学前支給 

× ○ 
就学予定者 273 14,758 

小 6 年 386 24,318 

修学旅行費 ○ ○ 
小 6 年 407 12,750 児童・生徒が修学旅行に参加するため

直接必要な交通費、宿泊費、見学料、記
念写真代、医薬品代、旅行傷害保険料な
どの経費 中 3 年 433 24,949 

校外活動費 ○ ○ 
小全学年 2,004 5,713 児童・生徒が遠足、社会科見学等に参

加するため直接必要な交通費、見学料
などの経費 中全学年 923 2,709 

移動教室費 ○ ○ 
小 5 年 423 7,478 小学５年生、中学１・２年生の宿泊を

伴うもので、援助対象は修学旅行と同
じ経費 中 1･2 年 472 21,491 

通学費 ○ ○ 

小全学年 50 779 
通学距離が概ね小学校 1.5 ㎞、中学校
２㎞以上で、公共の交通機関を利用し
て通学している児童・生徒の保護者に
交通費の実費（定期代を上限）を補助し
ます。ただし、特別支援学級在籍の児
童・生徒については、距離は問いません
（指定校変更者、区域外就学者、通学区
域緩和制度利用者を除きます）。 

中全学年 34 1,590 

給食費 × ○ 

小全学年 2,212 95,006 児童・生徒の給食費として保護者が負
担した金額（町田市立小学校及び武蔵
岡中は学務課から保健給食課に直接支
払い） 

中全学年 
喫食者のみ 354 11,748 

医療費 ○ ○ 
小全学年 8 25 児童・生徒が結膜炎、中耳炎、う歯など

学校保健安全法施行令第８条に規定す
る疾病の治療に要する経費 中全学年 5 10 

体育実技 
用 具 費 

× ○ 中全学年 213 339 中学校の体育の授業で使用する柔道
着、または剣道用具の購入費 

卒業 
アルバム費 

○ ○ 
小 6 年 428 4,588 

児童・生徒の卒業アルバム購入費（上限
金額あり） 

中 3 年 455 3,329 

８．教育のための支援 
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オンライン
学習通信費 × ○ 

小全学年 1,736 23,203 
児童・生徒の家庭におけるオンライン
学習通信費（1 世帯あたり） 

中全学年 717 9,708 

※要・・・要保護者 準・・・準要保護 

要保護・準要保護児童・生徒の推移と援助総額（過去５年間） 

（２）通学費補助制度
通学距離が概ね小学校 1.5 ㎞、中学校 2 ㎞以上で、公共の交通機関を利用して通学している児

童・生徒の保護者に交通費の一部を補助します（指定校変更者、区域外就学者、通学区域緩和制度

利用者を除きます）。

なお、１か月の定期代の 1/2だった補助率を、2013 年度から 2/3に引き上げました。 

年度 
５月 1日現在在籍 

児 童 ・ 生 徒 数（人） 

認  定  者  数（人） 
受 給 率 援 助 総 額（千円） 

要 保 護 準要保護 

2019 
小学校 22,027 329 2,519 12.9% 209,313 

中学校 10,297 188 1,468 16.1% 109,748 

2020 
小学校 21,573 315 2,401 12.6% 185,645 

中学校 10,340 182 1,476 16.0% 60,582 

2021 
小学校 21,244 288 2,385 12.6% 232,810 

中学生 10,268 203 1,450 16.1% 120,978 

2022 
小学校 20,958 278 2,340 12.5% 234,980 

中学生 10,252 172 1,447 15.8% 121,519 

2023 
小学校 20,484 244 2,252 12.2% 222,182 

中学生 10,129 161 1,308 14.5% 110,937 
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（３）校外学習への補助事業
校外学習で使用するバス借上料や修学旅行の交通費を補助しています。

区分 対象 補助内容 

集団宿泊行事 小学６年生 日光林間学校のバス借上料を補助しています。 

修学旅行 中学３年生 修学旅行の交通費を補助しています。 

移動英語教室 
中学１年生 
中学２年生 

移動英語教室のバス借上料を補助しています。 
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（４）特別支援学級の就学奨励
小・中学校の特別支援学級に在籍している児童・生徒の保護者の経済的負担を軽減し、特別支援

教育の振興を図るため援助を行っています。保護者の経済状況により、支給費目が異なります。

2023年度 支給費目別支給額実績 

  支給費目 

小学校   中学校 

  備  考 人数

（人） 

支給額 

（千円） 

人数

（人） 

支給額 

（千円） 

学 用 品 
通学用品費 262 3,506 117 2,812 

児童・生徒が通常必要とする学用品

及び通学用品の購入費 

入学準備金 
（小 1 年、中 1 年） 21 1,073 33 1,952 

小・中学校に入学する児童・生徒が

入学時に必要とする学用品及び通

学用品の購入費 

修学旅行費 
(小 6 年、中 3 年) 44 1,384 23 1,361 

児童・生徒が修学旅行に参加する
ため直接必要な交通費、宿泊費、見
学料、記念写真代、医薬品代、旅行
傷害保険料などの経費 

校外活動費 243 907 92 318 
児童・生徒が遠足、社会科見学等に
参加するため直接必要な交通費、
見学料などの経費 

移動教室費 
（小 5 年、中 1・2年） 43 690 32 1,438 

小学５年生、中学１・２年生の宿
泊を伴うもので、援助対象は修学
旅行と同じ経費 

通学費 74 998 44 1,751 

通学にかかる費用の実費（ただし上
限あり）の補助（指定校変更者、区
域外就学者、通学区域緩和制度利用
者を除く） 

給食費 254 10,951 63 2,191 
児童・生徒の給食費として保護者が
負担した経費（町田市立小学校は学
務課から保健給食課に直接支払い） 

職場実習交通費 
（中学校） - - 6 7 

生徒が教育課程に従い学校長の
管理のもとに、学校外の事業所等
において職業教育のための実習
に参加する場合の交通費 

交流学習交通費 70 6 166 274 
特別支援学校または他の小・中学校
特別支援学級の児童・生徒と集団活
動を行う場合の交通費 

宿泊訓練費 337 3,225 196 4,264 
特別支援学級の行事として行われ
る宿泊訓練に直接必要な交通費、宿
泊費、見学料等 

保護者付添通学費 20 830 10 29 

児童・生徒の通学に保護者が付添
い、バス・電車の交通機関を利用す
る場合の交通費（指定校変更者、区
域外就学者、通学区域緩和制度利用
者を除く） 

脳波検査料 2 0.4 1 0.4 
医療機関において脳波検査を受け
た場合の、保険診療の自己負担額 

卒業アルバム費 
（小 6 年、中 3 年） 50 539 28 199 

児童・生徒の卒業アルバム購入費
（上限金額あり） 

オンライン学習
通信費 248 3,397 111 1,538 

児童・生徒の家庭におけるオンライ
ン学習通信費（1 世帯あたり）
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町田市の小学校給食は、1947 年 12 月に町田小学校（現町田第一小学校）で週１回のみそ汁

給食から始まりました。1955 年から徐々に完全給食に移行し、1963 年に鶴川地区に最初の共同

調理所（1979 年廃止）が設置されて、全小学校で完全給食が実施されるようになりました。また、

1980 年代から 1990 年代にかけて、児童数の増加に伴う小学校の新設時には、他校の給食室で調

理した給食を配送する親子方式を実施しました。現在、小学校 42 校で全員給食を実施しており、

うち 31校は民間活力を活用した調理業務委託を行っています。 

中学校給食は、給食を希望する生徒に業者が調理した給食を提供する弁当併用外注方式により、

2005 年 9 月から一部の学校で開始し、2009 年 5 月から全校で実施しています。武蔵岡中学校につ

いては、2012 年度から大戸小学校との小中一貫校（小中一貫ゆくのき学園）となったことに伴い、

自校方式による給食を実施しています。また、市内中学校を 4 つのエリアに分け、2024 年 9 月(2

学期)から順次、食缶形式による全員給食を開始予定です。 

（１）指導目標
現在の学校給食は、学習指導要領で、特別活動の中の学級活動に位置付けられています。給食

指導では、食事の正しいあり方を体得させるとともに、食事を通して好ましい人間関係を育て、

児童・生徒の心身を健全に発達させることなどを目標としています。 

（２）栄養管理
学校給食では、文部科学省が定める学校給食摂取基準※を満たすよう栄養管理を行っています。 

献立は、小学校は各学校の栄養士が、中学校は教育委員会事務局の栄養士が作成しています。

※学校給食摂取基準

厚生労働省が定める「日本人の食事摂取基準」を参考とし、その考え方を踏まえるとともに、

文部科学省が 2007 年度に行った「児童生徒の食生活等の実態調査」や独立行政法人日本スポーツ

振興センターが行った「平成 19 年度児童生徒の食事状況調査」等の結果を勘案して、文部科学省

が児童・生徒の健康の増進及び食育の推進を図るために望ましい栄養量を算出したものです。 

児童又は生徒１人１回当たりの学校給食摂取基準（令和 3年 2月 12日文部科学省告示第 10号による）

 

 

児童（６歳～７歳）の
場合

児童（８歳～９歳）の
場合

児童（10歳～11歳）の
場合

生徒（12歳～14歳）の
場合

エネルギー 　（kcal） 530 650 780 830
たんぱく質　　　 （％）
脂質  （％）
ナトリウム（食塩相当量） （ｇ） 1.5未満 2未満 2未満 2.5未満
カルシウム  （ｍｇ） 290 350 360 450
マグネシウム  （ｍｇ） 40 50 70 120
鉄  （ｍｇ） 2 3 3.5 4.5
ビタミンA  （μｇRAE） 160 200 240 300
ビタミンB１ （ｍｇ） 0.3 0.4 0.5 0.5
ビタミンB２ （ｍｇ） 0.4 0.4 0.5 0.6
ビタミンＣ  （ｍｇ） 20 25 30 35
食物繊維  （ｇ） 4以上 4.5以上 5以上 7以上

学校給食による摂取エネルギー全体の13％～20％
学校給食による摂取エネルギー全体の20％～30％

区分

基準値

９．学校給食 
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（３）地場農産物の活用・食育 
小学校給食では、日々の給食に地場農産物を積極的に活用しています。2022 年 12 月には、町田

市農業協同組合と連携協定を締結し、時季を問わず地場農産物を活用することを目的として、協

同して地場農産物加工品の開発及び給食への提供に取り組んでいます。これまで、町田市内で生

産された白菜を加工した「白菜キムチ」、花ゆずを加工した「ゆずはちみつゼリー」、大根を加工

した「大根漬け」及びなすを加工した「乾燥なす」を開発し、給食で提供しています。 

また、2023 年１月からカゴメ株式会社と共同して、同社が提供する野菜摂取量を推定できるデ

ジタル機器「ベジチェック®」を活用した食育授業を試行的に実施しました。この食育授業では、

「ベジチェック®」で、児童の野菜摂取量を測定し数値を可視化した上で、野菜について楽しく学

び、野菜を摂取することの良さを学ぶことができる内容としました。児童の野菜摂取量の上昇や

野菜摂取に意欲的になったといった効果があったことから、2023 年度から本格的に実施していま

す。 

 

（４）衛生管理 
小学校給食では、安全性の確保に特に注意し、町田市保健所と学校薬剤師の協力を得て、衛生

検査や給食従事者等の研修会等を開催しています。食材については、細菌、添加物、農薬等の検

査を実施しています。 

また、小学校給食では、給食室改修時に施設のドライ化を実施するとともに給食室のドライ運

用を進めています。直近では、2020年度に南成瀬小学校の給食室をドライ施設に改修しました。 

中学校給食では、文部科学省が制定する学校給食衛生管理基準及び都通知に準拠した町田市立

中学校給食衛生管理基準を作成し、業者指導を行っています。市の栄養士は、随時調理施設に赴

き、基準どおり履行されているか確認しています。 

 

 

 

 

 

 
 

（５）食物アレルギー対応 
小学校では「小学校給食における食物アレルギー対応の手引き(2023 年 10 月改訂版)」に沿って、

食物アレルギーを有する児童に適切に対応しています。 
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1食当たりの給食単価

改訂前
（2023年度まで）

改訂後
（202４年度以降）

差
保護者の方の負担額
（2024年度）

小学校低学年 230円 245円 +15円 230円

小学校中学年 245円 275円 +30円 245円

小学校高学年 265円 300円 +35円 265円

中学生 310円 330円 +20円 310円

（６）給食費 

給食費は、「町田市立小学校等の学校給食費に関する規則（全員給食）」「町田市立中学校の学校

給食費等に関する規則（弁当併用外注方式）」で次の表のとおり定めています。全員給食の市立小

中学校の給食費は、公会計化を導入し、町田市が管理しています。 

2021 年度の後半から、油や穀物類をはじめとして食材価格が上昇していきましたが、国の交付

金の活用や、調理方法の変更や使用する食材の選択の工夫などにより、価格高騰分について保護

者に負担を求めず給食を提供しています。 

また、2024 年度は少子化対策の一環として多子世帯の経済的負担を軽減するため、同一世帯で

町田市立小・中学校に在籍する児童・生徒のうち、年長の児童・生徒から数えて２番目以降の児

童・生徒の学校給食費について、国の交付金や都の補助金を活用して無償化しています。 

 

 

（７）中学校給食利用促進 
  生徒の健全な成長に必要な栄養バランスのとれた給食を安定的に提供できる環境を整え、そ

の普及に努めるとともに、食育に役立つ情報を提供しています。 

 

普及促進の取組み（2023年度） 

面白く ためになる献立の実施 

◆朝食レシピコンテスト優秀作品を給食で提供 

町田市立小・中学校朝食レシピコンテスト受賞作品を給食で提供しました。生徒考案のレシピ

を給食で実施することで、給食への興味関心を高めること、朝食レシピコンテストへの参加意

欲を促すことを目指しました。 

◆ＦＣ町田ゼルビアコラボ献立の PR 

給食の利用促進を目的として、2023 年５月にＦＣ町田ゼルビアとのコラボ給食を実施しまし

た。また、コラボ給食の PR として中学校全員にチラシを配布しました。チラシには、選手から

の食と健康に関するメッセージをみることができる QR コードを掲載し、生徒や保護者の興味を

引くことができるよう工夫しました。 

◆～世界も認める日本の食材！魅力再発見～にっぽんプレミアム給食の実施 

2023 年 10 月から 12 月まで、月に１回（計３回）中学校給食で、全国から産地直送で取り寄せ

た新鮮でおいしい肉類、魚介類を主菜に使用した献立を提供しました。併せて、食に関する産

業、生産、調理についての情報をチラシや動画で提供し、食生活が多くの人々の活動に支えら

れていることに気付くことで、食に対する興味・関心を高められるよう工夫しました。 
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2024年 9月(2学期)から中学校全員給食を順次開始します 

町田市では現在、市内 3 か所で給食センターの建設工事を行っており、中学校給食は開設する

給食センター等から配送する学校を 4 つのエリアに分け、2024 年 9 月(2 学期)から順次、食缶

形式による「全員給食」を開始します。献立は、自校式の小学校と同様に市の栄養士が作成

し、「美味しく味良く」、「温もり」を感じて「四季を愉しむ」町田市ならではの学校給食

を、丁寧につくり、子どもたちに届けていきます。また、食物アレルギーをお持ちの生徒の方

にも安心して給食を食べていただけるよう、主たるアレルギー食材を使用しない専用の献立も

ご用意します。 

（８）町田市学校給食問題協議会
町田市学校給食問題協議会は、教育委員会の附属機関です。本協議会は、町田市の学校給食の望

ましいあり方を確立するために、学校給食に関する諸問題について教育委員会の諮問を受け、調

査・協議し、学校給食事業の適正かつ円滑な運営に寄与しています。 

町田市給食問題協議会の答申（過去 5年間） 

答申日・答申名 内容（骨子） 

2020年 2月 19 日 

･中学校給食について 

･小学校給食の衛生管

理について 

－答申－ 

◆中学校給食をより良いものとし、生徒・保護者が中学校給食を利用し

やすい環境についての改善策を提案。

◆小学校給食の食器洗浄において、従来の洗浄作業では取り除くことが

困難なでんぷん汚れを落とすための改善策について提案。

2021年 1月 20 日 

･新たな中学校給食の

提供方式について 

－答申－ 

◆「新たな中学校給食の提供方式」について、成長期の中学生全員にで

きる限り早期に温かい給食を提供できる実現性の高い提供方式として、

「全員給食・食缶形式・市所有施設・給食センター方式」にて進めるこ

とについて提案。

2023年 2月 10 日 

･中学校全員給食実施

に伴う各学校の給食

運営について 

－一次答申－ 

◆中学校全員給食の実施に当たっては、以下の点に考慮した上で、生徒

が安心・安全に給食を喫食できるよう、各学校と教育委員会が連携して

中学校給食を運営するよう提案。

・給食日数は、180 日～185 日程度を基本とし、定期試験期間中は、学

校の要望に応じて給食を提供できる体制を整えること。

・給食時間は、30 分（目安として、準備 10 分、喫食 15 分、片付け 5

分）を基本とし、昼休憩時間 20 分と併せて、生徒の準備・運搬・配膳

の力等に応じて柔軟に対応すること。

・食物アレルギー対応は、安全性を最優先とすること。食物アレルギー

対応食の献立を作成し、それによる給食提供を基本とすること。

・生徒及び教職員の負担軽減のため、給食を給食センターから中学校の

各階まで届けるものとし、クラス別に運搬しやすい状態にしておくこ

と。

2023年 2月 10 日 

･学校給食における食

育の推進について 

－二次答申－ 

◆小中一貫の食育においては、子どもたちが義務教育期間終了の時点で

「食を正しく選び取れる力」及び「正しい食行動を実践する力」を身に

付けられるよう、より一層の学校給食の充実はもちろんのこと、以下の

点に考慮した上で、「生きた教材である学校給食を活用した食育」を実践

することを提案。

・食育推進に当たっては、その体系や実施手順等を定めた「食育プログ

ラム」を策定し、計画的かつ継続的に取り組むこと。
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・栄養教諭及び学校栄養職員が主体となり、学校教職員とともに学校全

体で組織的に食育を推進すること。また、家庭、給食に関わる事業者及

び食育に取り組む企業・大学など、地域の様々な主体が連携した食育を

実施すること。

・農業体験、調理実習などの体験を多く取り入れ、食育を推進するこ

と。また、食に関する動画や食を学ぶアプリなど、デジタル技術を取り

入れた食育に積極的に取り組むこと。

・子どもたちが個別に抱える健康課題に対して、個人の身体状態、栄養

状態及び食生活等の特性にあった栄養指導及びその管理を給食を活用し

ながら取り組んでいくこと。

・教育委員会がサポートを行うとともに、学校間で協力し、食育を推進

すること。

2024年 2月 6日 

･学校給食における食

育の推進について 

－三次答申－ 

◆２０２４年度以降の給食費額として以下の金額及び留意事項を提案。

【給食費改定額】

現行（２０２３年度） 改定後（２０２４年度以降） 

１食単価 １食単価 

小学校低学年 230 円 245 円 (＋15 円) 

小学校中学年 245 円 275 円 (＋30 円) 

小学校高学年 265 円 300 円 (＋35 円) 

中学生 310 円 330 円 (＋20 円) 

【留意事項】 

・給食費の増加分へ国や都の補助を活用するなど、保護者負担軽減策を

検討すること。

・子育て支援の観点から、まずは多子世帯の学校給食費無償化を検討す

ること。併せて、国による学校給食費の無償化について、その動向を注

視すること。

・今後も食材価格の上昇は予想されるため、消費者物価指数を確認する

など、今回の改定額がその年度において適正か否かを毎年度評価するこ

と。また、毎年度実施する給食費額の評価については、概ね 3 年に一度

を目安に、当協議会に報告すること。

・価格変動が比較的少ない調味料や加工食品などの食材を市で一括調達

するなど、食材調達の効率化を図ること。併せて、地場農産物は市場価

格よりも安価な作物が多くあることから、食材費軽減の観点からも地産

地消をより一層推進すること。
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学校保健は、健康診断やその他の検査を通して子どもたちの健康の保持・増進を図るとともに、

子どもたち自身に健康診断などの意義や目的を認識してもらい、自らが健康を守るという意識を育

てていくことを目的としています。 

 

（１）定期健康診断 
全児童・生徒を対象とした定期健康診断を実施しております。身体測定、内科、歯科、眼科、耳

鼻咽喉科の検診に加え、心臓病、腎臓病、結核などの検診を実施し、病気の予防と早期発見に努め

ています。以下の結果表のデータは各検診実施時点のものです。 

 

 

① 各種診断・検査 

2023年度 身体計測平均値（市・都・全国平均値比較） 

種別 性別 
年齢 

項目 
6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 

身 

長

（㎝） 

男 

町田市平均 116.8 122.8 128.6 133.8 139.6 145.7 153.5 161.0 166.2 

都 平 均 117.3 123.4 128.7 134.7 140.6 146.7 154.6 161.6 166.1 

全国平均 117.0 122.3 128.5 133.9 139.7 146.1 154.0 160.9 165.8 

女 

町田市平均 116.0 121.8 127.8 133.8 141.0 147.7 152.7 155.2 156.4 

都 平 均 116.3 122.6 129.0 135.1 142.1 148.7 152.8 155.6 156.9 

全国平均 116.0 122.0 128.1 134.5 141.4 147.9 152.2 154.9 156.5 

体 

重

（㎏） 

男 

町田市平均 21.6 24.4 27.6 30.9 34.9 39.1 44.4 49.5 53.7 

都 平 均 21.7 24.6 28.0 32.0 36.4 40.2 45.8 51.2 55.1 

全国平均 21.8 24.6 28.0 31.5 35.7 40.0 45.7 50.6 55.0 

女 

町田市平均 21.1 23.8 26.7 30.3 34.7 39.9 44.1 46.5 49.2 

都 平 均 21.3 24.1 27.3 30.8 35.4 40.7 44.6 47.8 49.7 

全国平均 21.3 24.0 27.3 31.1 35.5 40.5 44.5 47.7 49.9 

※都平均・全国平均は文部科学省実施「令和 4 年度学校保健統計調査」の結果より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．学校保健 
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小 中 小 中

1 在籍者数 10,558 5,183 9,926 4,946

2 受診者数 10,459 4,905 9,799 4,677

3 栄養状態 (1)栄養不良 2 0 2 0

(2)肥満傾向 122 17 53 12

4 脊柱胸郭 疾病・異常者数 154 146 154 193

　四肢 (1)脊柱側わん症・脊柱異常 113 110 139 182

(2)胸郭異常 8 17 4 2

(3)四肢異常 35 25 12 11

5 視力 裸眼 裸眼視力測定者　　　　(1)～(4)の合計 10,376 4,499 9,692 3,943

視力 (1)1.0以上 6,833 2,081 5,881 1,606

(2)1.0未満0.7以上 1,266 584 1,333 492

(3)0.7未満0.3以上 1,212 819 1,317 754

(4)0.3未満 1,065 1,015 1,161 1,091

(1)～(4)のうち眼鏡・コンタクト装用者 1,051 895 1,201 1,098

眼鏡・コンタクト装用のため矯正視力のみ測定者 98 506 133 859

6 眼疾患 受診者 10,398 4,880 9,734 4,656

疾病・異常者数 451 178 352 139

(1)感染性眼疾患 1 0 0 0

(2)アレルギー性眼疾患 150 131 104 110

(3)その他の眼疾患 318 48 258 30

7 聴力 受診者 6,924 3,335 6,540 3,203

難聴 47 7 61 10

8 耳鼻咽喉 受診者 10,360 4,867 9,734 4,629

　　　科疾患 (1)耳疾患 957 451 929 293

(2)鼻・副鼻腔疾患 1,319 932 754 649

　 ア　アレルギー性鼻疾患 1,046 860 568 619

　 イ　その他の鼻・副鼻腔疾患 293 73 197 32

(3)口腔咽喉頭疾患 58 11 54 6

9 皮膚疾患 (1)感染性皮膚疾患 5 0 1 0

(2)アレルギー性皮膚疾患（アトピー性皮膚炎） 186 209 103 205

(3)アレルギー性皮膚疾患（アトピー性皮膚炎以外） 49 24 41 27

(4)その他の皮膚疾患 105 2 76 1

10 結核 受診者 10,278 5,090 9,848 4,867

(1)結核患者 0 0 0 0

(2)精密検査対象者 8 3 10 4

11 心臓 受診者（心電図検査） 1,588 1,701 1,528 1,604

(1)心臓疾患 111 62 116 47

(2)心電図異常 15 30 8 15

12 検尿 受診者 10,511 5,025 9,840 4,764

(1)尿蛋白検出 16 95 46 42

(2)尿糖検出 5 2 8 7

13 その他 (1)気管支喘息 243 112 154 115

(2)腎臓疾患 22 29 17 26

(3)言語障害 16 8 11 5

(4)その他の疾病・異常 77 30 56 26

項　　　　　目
男 女

2023年度 定期健康診断疾病状況 
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② 結核検診 

小・中学校の児童・生徒全員の中から問診票を使用して精密検査の対象者を選別し、Ｘ線撮影に

よる精密検査を実施しています。 

2023年度 結核検診状況 （人） 

区 分 対象者 

 

問診調査 

実 施 者 

 

 

精密検査 

対象者数 

 

 

精密検査 

受検者数 

 

結果 

異常のあった者 

小学校 20,436 20,378 26 26 0 

中学校 10,079 9,977 15 15 0 

合 計 30,515 30,355 41 41 0 

  

小 中 小 中

14 歯科 (1)歯科受診者 10,432 4,943 9,782 4,729

(2)う歯 乳歯又は永 ア　処置完了者 1,462 617 1,282 761

・要観 久歯のう歯 イ　未処置歯のある者 1,452 557 1,283 533

察歯 ウ　永久歯のう歯経験者 661 995 752 1,192

エ　乳歯又は永久歯に要観察歯のある者 502 540 561 625

(3)歯肉 ア　歯周疾患 117 100 74 75

の状態 イ　歯周疾患要観察者 814 453 651 361

(4)歯列・咬合の異常 472 363 524 405

(5)顎関節の異常 30 22 32 25

(6)歯垢の状態 305 311 239 203

(7)その他の歯・口腔の疾病・異常 287 235 277 254

(8)永久歯のう歯の内容 ア　未処置歯数（Ｄ） 183 261 243 223

　 イ　う歯による喪失歯数(M) 0 1 4 1

ウ　処置歯数（Ｆ) 259 611 278 608

注）　定期健康診断結果のほか保健調査等により把握している慢性疾患も含まれる

注）　「2　受診者数」は、学校医による内科健診の受診者数

注）　「7　聴力」は、小学校1・2・3・5年生及び中学校1・3年生が対象

注）　「11　心臓」は、小学校1年生及び中学校1年生が対象

注）　「14　歯科（8）永久歯のう歯内容」は、小学校6年生及び中学校1年生が対象

資料　学校教育部保健給食課（東京都教育委員会実施「令和４年度定期健康診断疾病異常調査」における町田市立学校の結果）

項　　　　　目
男 女
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③ 心臓検診 

小学１年生と中学１年生全員、及び校医が必要と認めた他学年の児童・生徒に、心電図による検

査を行っています。 

2023年度 心臓検診状況（人(％)） 

区 分 対象者 

一次検診 二次検診 

 受診者数  異常なし 病院管理者数 要二次検診者 受診者数 
要病院受診 

・要精検者数 

小学校 

（１年生） 
3,171 3,159 3,027 63 

40 

（1.3） 
 37 3 

〃 （その他） 17,265 61   47  3 
  1 

（1.6） 
 1 0 

小学校 小計 20,436 3,220 3,074 66 
41 

（1.3） 
 38 3 

中学校 

（１年生） 
3,335 3,299 3,175 26 

55 

（1.7） 
 53 8 

〃 （その他） 6,744  53  38 0 
  1 

（1.9） 
1 0 

中学校 小計 10,079 3,352 3,213 26 
 56 

（1.8） 
54 8 

合 計 30,515 6,572 6,287 92 
 97 

（1.5） 
 92 11 

※ 要二次検診者率は一次検診受診者数に対するもの 

 

 

④ 尿（腎臓）検査 

児童・生徒全員に尿検査を実施しています。 

2023年度 尿検査状況（人(％)） 

区分 対象者 
一次検査 二次検査 

被検査者 陽性者 被検査者 陽性者 

小学校 20,436 20,316   239（1.18） 216 84（0.41） 

中学校 10,079 9,758   467（4.76） 384 127（1.30） 

合 計 30,515 30,074  706（2.35） 600 211（0.70） 

※ 陽性者率は一次被検査者数に対するもの 
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（２）学校環境衛生の確保
子どもたちが良好な環境の中で学習できるように、「学校環境衛生基準」に基づく各種環境衛生

検査を実施しています。

 ＜定期検査項目の例＞ 

・換気及び保温等の検査（年１～２回）

・採光及び照明の検査（年２回）

・飲料水水質検査（年１回）

・プール水質検査（６～９月のプール実施月に１回）

（３）町田市学校保健会
町田市学校保健会は、学校医、学校歯科医、学校薬剤師、学校長、養護教諭、栄養士によって構

成されています。小・中学校における学校保健の研究及びその普及のため、意見交換・表彰・研究

発表・研修会の実施・機関紙の発行等の積極的な活動をしています。 

（４）日本スポーツ振興センター災害共済給付
独立行政法人日本スポーツ振興センターでは、学校安全の普及・充実を図るとともに、学校管理

下における子どもたちの負傷、疾病などに対して給付を行う災害共済給付制度を設けています。町

田市では、児童・生徒全員がこの制度に加入しており、その共済掛金を公費で負担しています。 

2023年度 日本スポーツ振興センター加入及び医療費の給付状況 

区分 加入状況 (人) 
医療費の給付状況 

給付件数 (件) 給付額 (円) 

小学校 20,484 1,026 6,758,770 

中学校 10,128 1,007 7,829,094 

合  計 31,210 2,033 14,587,864 

2022 年度以前に発生した災害に対する給付も含まれています。 

（５）感染症への対応
学校における感染症の拡大防止のため、2023年度は延べ 558学級の臨時休業措置を行いました。

また、保護者・学校への迅速な通知・連絡等を行い、学校内の感染防止に努めました。 
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「町田市新たな学校づくり推進計画」（以下、推進計画）に基づき、児童・生徒数の減少と学校

施設の老朽化という問題に対応しながら、未来の子どもたちにより良い教育環境をつくるととも

に、学校を地域の活動拠点として幅広く利用できる場所「子どもも大人も ともに学び、ともに

育つ 学び舎」にしていく取り組みです。 

 

(１) 適正規模・適正配置 

 より良い教育環境をつくり、充実した学校教育の実現に向けて、学校ごとの学級数や学校施設

機能といった教育環境の違いがもたらす学校教育上、学校経営上の課題を解決するために、適正

規模・適正配置を推進します。 

 

① 適正規模 

 町田市立学校における適正規模の定義を「1学年あたりの望ましい学級数」とし、小学校で 3学

級から 4学級、中学校で 4学級から 6学級を基本的な考え方としています。 

 

② 適正配置 

 「通学時間」がおおむね 30分程度、「通学距離」が徒歩でおおむね 2km程度を目安に通学でき

ることを基本的な考え方としています。 

  

１１．新たな学校づくり 
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(２) 新たな通学区域及び学校の統合 

推進計画では、より良い教育環境を実現するために、市立小学校を 42 校から 26 校、市立中学

校を 20 校から 15 校に統合する目標を掲げています。 

  具体的には、2040 年度までに実現することを目指す「新たな通学区域」「学校候補地」、及び新

校舎で教育活動を開始する「新校舎使用開始目標年度」を定めています。 

① 新たな通学区域一覧表 

 

※1 統合時に、山崎小学校区の学区の一部を図師小学校区と七国山小学校区に分割統合 

※2 統合時に、鶴川第三小学校区の学区の一部を鶴川第二小学校区と鶴川第四小学校区に分割統合 

  

通学区域となる町区域
1 堺

武蔵岡
1 相原

大戸
相原町

2 小山ヶ丘 小山ヶ丘6丁目、小山ヶ丘4～5丁目の一部、小山町の一部
2 小山 3 小山 小山町の一部

4 小山中央 小山ヶ丘1～3丁目、小山ヶ丘4～5丁目の一部、小山町の一部
3 忠生

小山田
5 忠生

山崎※1

図師

図師町、忠生1～4丁目、根岸1～2丁目、根岸町、矢部町

6 小山田
小山田南

小山田桜台1～2丁目、上小山田町、下小山田町、常盤町

4 木曽 7 忠生第三
木曽境川

木曽西1～5丁目、木曽東1～4丁目、木曽町

5 鶴川 8 鶴川第一
大蔵

大蔵町、小野路町、野津田町の一部

6 9 鶴川第二
鶴川第三※2

鶴川1丁目、能ヶ谷1～7丁目、広袴町

10 鶴川第三※2

鶴川第四
真光寺1～3丁目、真光寺町、鶴川2～6丁目、広袴1～4丁目

11 三輪 三輪町、三輪緑山1～4丁目
7 薬師

金井
12 藤の台

金井
金井1～8丁目、金井町、金井ヶ丘1～5丁目、野津田町の一部
薬師台1～3丁目

8 町田第一 13 町田第一 原町田5～6丁目、中町1～4丁目
14 町田第四 旭町1～3丁目、森野1～6丁目

9 町田第二 15 町田第二 原町田1～4丁目

10 南大谷

17 町田第五 玉川学園1～8丁目
11 町田第三

山崎
18 町田第三

本町田東
本町田

藤の台1～3丁目、本町田

19 山崎※1

七国山
山崎1丁目、山崎町

12 南 20 南第一 金森4～5丁目、南町田1～5丁目
21 南第三

南第四
金森1～3、6～7丁目、金森東1～4丁目

13 つくし野 22 つくし野
南つくし野

小川6～7丁目、つくし野1～4丁目
南つくし野1～4丁目

23 鶴間 鶴間1～8丁目
14 成瀬台 24 成瀬台

成瀬中央
成瀬台1～4丁目、成瀬1～4丁目
西成瀬1～3丁目、東玉川学園1～2丁目

15 南成瀬 25 南第二
南成瀬

成瀬5～8丁目、南成瀬1～8丁目

26 小川 小川1～5丁目、成瀬が丘1～3丁目

通学区域(中学校区) 通学区域(小学校区)

堺
地
区

忠
生
地
区

鶴
川
地
区

鶴川第二
真光寺

町
田
地
区

16 町田第六
南大谷
高ヶ坂

高ヶ坂1～7丁目、東玉川学園3～4丁目、南大谷

南
地
区
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② 新校舎使用開始目標年度

小学校 

※1 学校を建設する候補地に「○」を記載。通学区域統合をしない学校の場合は「-」と記載

※2 統合新設校 基本計画検討会で基本計画の検討に着手する目標年度を記載

※3 建替えした学校で授業を開始する目標年度を記載

※4 通学区域が統合となる想定年度を記載。通学区域の統合を段階的に行う可能性がある通学区域は、2 段

書きで表記 

※5 統合時に、鶴川第三小学校区を鶴川第二小学校区と鶴川第四小学校区に分割統合

※6 推進計画策定後の急激な施設整備費の高騰などの環境変化を受け、各地区の統合・建替えの施設整備時

期の一部修正の検討を行います。それに伴い、2024・2025 年度に基本計画の検討に着手することとして   

いる第 2 期の対象校については、基本計画検討会及び意見交換会の開催を延期します。 

（参考）

本町田東 ○
本町田
町田第三 2028
南第二 ○
南成瀬
鶴川第二 ○
鶴川第三※5

鶴川第三※5

鶴川第四 ○
5 南第一 - 2022 2030 -

小山田
小山田南 ○
忠生
山崎※7 -
図師 ○ ※8

8 町田第二 - 2025 2032 -
山崎※7

七国山 ○
南第三
南第四 ○
町田第六 ○
高ヶ坂
南大谷 2036

12 町田第四 - 2027 2034 -
13 町田第五 - 2028 2035 -

鶴川第一 ○ -
大蔵 ※9

つくし野 ○
南つくし野
忠生第三 ○
木曽境川

17 町田第一 - 2031 2038 -
成瀬台
成瀬中央 ○
藤の台
金井
金井スポーツ広場 ○

相原 ○
小中一貫ゆくのき学園（大戸）

想定統合年度※4
項番

学校名
（候補地名）

学校
候補地※1

基本計画検討着手
目標年度※2

新校舎使用開始
目標年度※3

1 2021 2028
2025

2 2021 2028 2025

3 2021 2033 2029

4 2021 2029 2026

6 2024※6 2031 2031

7 2025 2030

9 2027 2033 2030

10 2027 2033 2033

11 2027 2034
2031

14 2030 2032

18 2033 2039 2036

15 2030 2036 2033

16 2030 2037 2034

19 2033 2039 2039

2040年度までに検討予定20
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※7 統合時に、山崎小学校区を図師小学校区と七国山小学校区に分割統合

※8 統合にあたって、図師小学校を増築工事で対応する想定のため「-」と記載

※9 統合にあたって、鶴川第一小学校の既存校舎を活用する想定のため「-」と記載

中学校 

※1 統合新設校 基本計画検討会で基本計画の検討に着手する目標年度を記載

※2 建替えした学校で授業を開始する目標年度を記載

※3 通学区域が統合となる想定年度を記載

※4 推進計画策定後の急激な施設整備費の高騰などの環境変化を受け、各地区の統合・建替えの施設整備時

期の一部修正の検討を行います。それに伴い、2024・2025 年度に基本計画の検討に着手することとしている

第２期の対象校については、基本計画検討会及び意見交換会の開催を延期します。 

※5 長寿命化改修工事で対応を想定

(３) 新たな学校の運用体制

 学校を地域の活動拠点にするとともに、教員が教育活動に専念できる環境にするため、民間活力

を導入する取り組みを進めています。学校施設の維持管理や子どもが使わない時間の特別教室等の

活用、教育活動の支援に民間のノウハウを活用します。 

（参考）

薬師
金井 ○
町田第三
山崎
本町田小学校用地 ○

3 南成瀬 - 2025 2031※5 -
鶴川第二 ○
真光寺

5 南 - 2031 2037 -
忠生 ○
小山田
堺 ○
小中一貫ゆくのき学園（武蔵岡）

想定統合年度※3
項番

学校名
（候補地名）

学校
候補地

基本計画検討着手
目標年度※1

新校舎使用開始
目標年度※2

1 2024※4 2030 2027

2 2025 2031 2031

4 2030 2036 2036

7

6 2033 2040 2037

2040年度までに検討予定
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生涯学習 
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生涯学習とは、市民一人一人が生涯にわたり、あらゆる機会に、あらゆる場所において主体的

に行う学習活動の総称です。内容は教養的なものだけでなく、文化・芸術、スポーツ・レクリエ

ーション、地域社会における防災や環境、福祉など、幅広い分野を網羅します。また、学習の形

態も、個人学習や公共機関が実施する講座の受講をはじめ、民間のカルチャーセンターやスポー

ツクラブでの活動、仲間とのサークル活動など、多岐にわたります。

行政が行う「生涯学習の推進」とは、「市民の学習活動を支援すること」を指します。市民の生涯

学習をより良い地域社会づくりにつなげていくため、関係機関と連携した各種事業の実施や情報の

提供のほか、市民相互の学び合いの促進、市民が学んだ成果を地域に還元できるような仕組みの構

築などの支援を行っています。 

（１）生涯学習審議会
生涯学習審議会は、生涯学習の振興及び社会教育についての基本方針、施策及び事業に関する事

項について、教育委員会の諮問を受け、調査、審議し、答申を行う教育委員会の附属機関です。 

委員は15人以内で、学識経験者（２人以内）、学校教育の関係者（２人以内）、家庭教育の向上に

資する活動を行う者（１人）、生涯学習又は社会教育の関係者（８人以内）、公募による市民（２人

以内）により構成されます。委員の任期は２年です。 

生涯学習審議会の答申 

答申名 日付 内容（骨子） 

町田市における生涯学習の進め方
について 

－答申－ 
2013.7.2 

町田市教育プランを改定するにあたり、現代社会にお
いて生涯学習の押さえるべき要点、町田の現状を踏ま
えた課題及び解決策の提案。 

地域社会の課題に対応する生涯学
習のさらなる充実に向けた仕組み
について 

－答申－ 

2016.3.18 
地域課題に対応した生涯学習を推進するうえでの 
生涯学習行政の役割及び課題の整理、今後進めるべ 
き施策の方向性、具体的な手だての提案。 

今後の生涯学習施策の進め方につ
いて 

－答申－ 
2018.3.8 

社会状況の変化を踏まえた生涯学習の意義や生涯学
習行政の使命、生涯学習施設の課題等の整理、今後重
点的に取り組むべき生涯学習施策の提案。 

今後の町田市民文学館のあり方に
ついて 

－答申－ 
2018.10.17 

行政経営改革プラン及び町田市公共施設等総合管理
計画を踏まえた文学館の存在意義や存廃、適正な管理
運営手法の提案。 

今後の町田市立図書館のあり方に
ついて 

－答申－ 
2019.1.9 

行政経営改革プラン及び町田市公共施設等総合管理
計画を踏まえた今後の町田市立図書館の目指すべき
姿や、図書館の再編を進めるうえでの留意点の提案。 

１．生涯学習 
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今後の町田市生涯学習センターに
求められる役割について  

－答申－ 
2020.3.12 

社会状況の変化を踏まえた生涯学習センターの現状
及び課題の整理、今後担うべき役割や事業内容につい
ての提案。 

今後の町田市立自由民権資料館の
あり方について 

－答申－ 
2020.11.17 

行政経営改革プラン及び町田市公共施設等総合管理
計画を踏まえた自由民権資料館の現状及び課題の整
理、目指すべき姿や運営体制の提案。 

今後の町田市生涯学習センターの
あり方について  

－答申－ 
2021.11.18 

行政経営改革プラン及び町田市公共施設等総合管理
計画を踏まえた今後の町田市生涯学習センターの目
指すべき姿や管理運営手法の提案。 
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町田市には縄文時代の遺跡をはじめ、先人の遺した多くの文化財があります。しかし、近年の

宅地開発や土地区画整理、生活様式の変化によって遺跡などの埋蔵文化財、古い建造物、古文

書、民具などの有形文化財や、郷土芸能などの無形文化財が失われつつあります。これらの文化

財は、先人の生活ぶりを正しく知るための手掛かりとなるものです。 

町田市では 1960年、町田市文化財保護条例を制定し、失われつつある文化財の保護に努めると

ともに、郷土の歴史・文化を未来へ継承するため、資料の収集・保存、展示、調査・研究等を行

っています。2015年には、町田市文化財保護条例を改正して登録文化財制度を導入し、より広範

囲の文化財を保護の対象としました。 

また、2022年４月から、インターネット上で町田の歴史・文化財を紹介する「町田デジタルミ

ュージアム」を公開しています。 

（１）町田市立自由民権資料館
明治10年代、全国各地で自由と権利を求めた運動が盛りあがり、薩長を中心とした明治藩閥政治

に対して国会開設・憲法制定・地租軽減・地方自治などを要求し、その実現を目指した自由民権運

動が展開されました。三多摩を含む神奈川県でも活発な動きがあり、なかでも町田市域は石阪昌孝

や村野常右衛門、青木正太郎、細野喜代四郎ら有力な指導者を輩出しました。彼らを中心に結社と

呼ばれる組織がつくられ、政治学習運動が推し進められました。この運動のなかで、野津田村の

村野常右衛門が私財を割き、1883（明治16）年２月に建てたのが「凌霜館（りょうそうかん）」と

いう文武道場でした。 

 1984年11月にこの凌霜館跡地が子孫の方から町田市に寄付されたことを受け、町田市ではこのゆ

かりの地に自由民権運動を中心とした資料館を建てるとともに、隣接土地を所有する方の協力を得

て、丘陵に続く貴重な緑を守っていくこととなり、1986年11月３日に自由民権資料館が開館しまし

た。自由民権運動や町田市域の歴史を伝えるための展示・講座・資料収集に取り組むとともに、町

田市の歴史により興味を持ってもらうため、2022年度に、自由民権運動及び新たに町田の通史を紹

介する２つの常設展示をリニューアル公開しました。また、2023年度に、「凌霜館跡」が町田市指

定旧跡に指定されるとともに愛称を募集し「まちれき」に決定しました。 

① 施設概要

○ 所在 町田市野津田町897

○ 電話 042-734-4508

○ 構造 鉄筋コンクリート造、地下１階

地上２階建て 

○ 延床面積 911.15㎡

② 施設内容

○ 展示施設 167.30㎡

○ 収蔵施設 180.00㎡

○ 閲覧室等 116.65㎡

２．歴史・文化財 

自由民権資料館 

90



③ 利用案内

○ 利用時間 午前９時～午後４時30分

○ 休館日  月曜日（祝休日、振替休日にあたるときは、その翌日） 

12月28日～翌年１月４日、特別休館日 

④ 資料の収集等

 町田を中心に、明治10年代当時に市域の民権家が運動の範囲として考えた三多摩や神奈川県な

どに対象地域を拡げ、自由民権運動関係資料の収集に努めています。運動に関わる直接の資料を

はじめ、書簡、書籍、写真類、当時の新聞・雑誌、あるいは民権家の使ったゆかりの品や、町田

市域に関わる古文書類などの資料を収集、整理、保存、管理し、常設展示やテーマを決めた企画

展示や市民向けの歴史講座などを実施しています。 

また、民権運動を対象とした論文や関連の文献なども、全国的な視点で幅広く収集し、自由民

権運動の文献情報センターとしての役割を果たしています。 

さらに、資料館の前身の市史編さん室が収集した町田の歴史に関わる資料、周辺地域の各自治

体史や歴史書なども同時に収集し、閲覧できる体制を整えています。 

2023年度 展覧会一覧 

展覧会名 会期日数（日） 入館者数（人） 

常設展示 

「自由民権運動と町田」 

「町田の歴史－時代でたどる人びとのくらし－」 

307 7,932 

企画展 

「町田のおカイコさん」 

「市民の歴史探求事始め～町田自由民権カレッジ

4期生の成果～」 

44 

26 

1,708 

448 

自由民権資料館 閲覧室 
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（２）町田市考古資料室
  町田市考古資料室は、市内の遺跡から発掘された遺物や調査の記録類の保管を主な目的として、

1991 年３月に竣工し、1993 年度から収蔵資料を公開しています。2023 年２月からは、町田市の歴

史の特徴の一つである縄文時代の資料を中心とした、「縄文のまちだ」展を常設展示として公開し

ています。 

① 施設概要

○ 所在 町田市下小山田町4016

○ 電話 042-797-9661

○ 構造 鉄筋コンクリート造、２階建て

○ 延床面積 482.18㎡

② 施設内容

○ 収蔵庫 219.8㎡

○ 実習室 76.5㎡

○ 展示室 35.0㎡

③ 利用案内

○ 開館日 毎月第２・４土・日曜日、祝休日（12月28日～翌年１月４日は休館）

※７・８月は、毎週土・日曜日、祝休日

○ 利用時間 午前10時～午後４時

（３）三輪の森ビジターセンター郷土資料展示室
三輪の森ビジターセンター内にある郷土資料展示室は、三輪地域で使用されていた水車や木挽

きの道具を中心に民俗資料を展示し、そのほか町田市域の生業や暮らしに関する民俗資料の保管

をおこなうことを目的に、2018年４月に開室しました。 

① 施設概要

○ 所在 町田市三輪町740

  〇 電話 042-792-1326（忠生公園管理事務所・お問い合わせは平日のみ）  

○ 構造 軽量鉄骨造、２階建て

○ 延床面積 722.04㎡

② 施設内容

  〇 収蔵庫  268.3㎡ 

  〇 作業室等 43㎡ 

○ 展示施設 33.1㎡

町田市考古資料室 
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③ 利用案内

○ 利用時間 午前９時～午後４時

○ 休館日  月曜日（祝休日、振替休日にあたる 

ときは開館し、その翌日が休館日とな 

ります） 

12月29日～翌年１月３日 

（４）文化財の保護
文化財とは、人間と自然が遺した文化的な遺産であり、歴史上、学術上、芸術上など、様々な観

点から優れた価値をもつ「有形の財」「無形の技・芸」です。 

① 町田市文化財保護審議会

町田市文化財保護審議会は、文化財の選定や文化財保護に関する重要事項について、教育委員

会の諮問に応じて、調査、審議及び建議するもので、町田市文化財保護条例に基づき設置されて

います。文化財に関し広くかつ高い識見のある者10人以内で構成しています。 

② 埋蔵文化財の調査等

町田市内は遺跡の宝庫です。これまでに約 900箇所の遺跡が確認されています。これらの遺跡

は、地域の歴史を語る上で欠くことができないものであり、土木工事等に際しては、できる限り

保存するように事業者との協議を行いますが、その結果、やむをえず遺跡を現状のまま保存でき

ない場合には、事業者に協力を得て事前に発掘調査を行い、遺跡の記録を残しています。 

③ 指定文化財・登録文化財

町田市内には、多くの重要な文化財が残っています。それらのうち、次表のものは、国・都・

市の指定文化財や市の登録文化財になっています。 

指定文化財制度では、主に近世以前の学術的、芸術的価値が特に高いと認められる文化財に対

して、修理等に補助を行うなど、保存及び活用のために必要な各種の措置が講じられます。 

また、市の登録文化財制度は、指定文化財制度を補完するものとして、2015年 4月に導入され

たもので、指定文化財制度より広範囲の文化財を対象とし、市にとって歴史的な意義のある多く

の文化財を保護、周知することを目的としています。 

三輪の森ビジターセンター 
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町田市内の指定文化財 

区  分 名 称 所 在 地 指定年月日 

国・重要文化財 旧永井家住宅 野津田町 3270 薬師池公園内 1978. 1.21 

都・有形文化財 

妙福寺祖師堂 三輪町 811 妙福寺 1961. 1.31 

無極和尚坐像 下小山田町 332 大泉寺 1961. 1.31 

観世音菩薩立像 小山町 2524 福生寺 1961. 1.31 

旧荻野家住宅 野津田町 3270 薬師池公園内 1974. 8. 1 

異形台付土器(2 点) 下小山田町 4016 考古資料室 1975. 2. 6 

旧多摩郡小野路村名主小島家文書 小野路町 950 小島資料館 1993. 3.22 

小野路組合農兵隊関係資料 小野路町 950 小島資料館 2000. 3. 6 

市・有形文化財 

十六羅漢図 小山町 3629 宝泉寺 1964.11.25 

長福寺山門・文珠堂・本堂格天井花丸絵画 相原町 2109 長福寺 1973. 3. 8 

清水寺観音堂・鐘楼・水屋 相原町 701 清水寺 1973. 3. 8 

青木家住宅 相原町 810 1977. 2.23 

神蔵家住宅 金井（個人住宅のため非公開） 1977. 2.24 

妙福寺本堂・鐘楼門・高麗門(総門) 三輪町 811 妙福寺 1984. 2.24 

天神社本殿 南大谷 451 天神社 1984. 2.24 

阿弥陀三尊像 原町田 3-5-12 勝楽寺 1985. 4.17 

阿弥陀三尊像 本町田 3654 養運寺 1985. 4.17 

阿弥陀如来坐像・地蔵菩薩立像 相原町 3729 円林寺 1985. 4.17 

釈迦如来坐像 小山町 3629 宝泉寺 1985. 4.17 

菩薩立像脇侍像 小山町 2524 福生寺 1987.11.13 

誕生釈迦仏立像 成瀬 4-14-1 東雲寺 1987.11.13 

聖徳太子立像 鶴間 5-17-1 円成寺 1987.11.13 

薬師如来坐像 野津田町 3224 薬師堂 1987.12.11 

箭幹八幡宮随身門 矢部町 2666 箭幹八幡宮 1990. 2.14 

熊野神社本殿 三輪町 1925-1 熊野神社 1990. 2.14 

村野常右衛門生家 小野路町 1256-1他 野津田公園内 1994. 7.11 

能ケ谷出土銭遺跡出土品一式 下小山田町 4016 考古資料室 1997. 3.25 

北条氏照朱印状 永禄 5（1562）年 7月 5 日 野津田町 897   自由民権資料館 2010.12.22 

北条氏照朱印状 永禄 8（1565）年 3月 20 日 野津田町 897   自由民権資料館 2010.12.22 

彫刻付大形石棒（忠生遺跡） 下小山田町 4016 考古資料室 2011.12.16 

土偶一式（忠生遺跡） 下小山田町 4016 考古資料室 2011.12.16 

深鉢形土器（忠生遺跡） 下小山田町 4016 考古資料室 2011.12.16 

細野喜代四郎書斎（処静小斎） ＊移築のため部材の状態で保管中 2011.12.16 

隆起線文土器（なすな原遺跡） 下小山田町 4016 考古資料室 2012.12.14 

爪形文土器（川島谷遺跡） 下小山田町 4016 考古資料室 2012.12.14 

南多摩郡各町村縮図（127 枚一括） 野津田町 897    自由民権資料館 2012.12.14 

中空土偶頭部（田端東遺跡） 下小山田町 4016 考古資料室 2014. 1.10 
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クルミ形土器（木曽中学校遺跡） 下小山田町 4016 考古資料室 2015.1.9 

細野利平家（角屋）ガラス乾板 野津田町 897 自由民権資料館 2015.1.9 

村野常右衛門関係史料 野津田町 897 自由民権資料館 2017.1.13 

なすな原遺跡出土透かし彫り土製耳飾り一式
（１２点） 

下小山田町 4016 考古資料室 2018.1.24 

日枝神社本殿 鶴間 6-21-24 日枝神社 2018.1.24 

市・無形民俗 
文 化 財  

金井獅子舞 金井町八幡神社 1963.10.22 

丸山獅子舞 相原町諏訪神社 1963.10.22 

矢部八幡宮獅子舞 矢部町箭幹八幡宮 1963.10.22 

大戸囃子 相原町大戸八雲神社 1963.10.22 

三ツ目囃子 小山町三ツ目日枝神社 1963.10.22 

国・史跡 高ヶ坂石器時代遺跡(牢場、稲荷山、八幡平) 高ヶ坂 2-1418-3 他 1926. 2.24 

都 ・ 史 跡 

田端環状積石遺構 小山町 3112-2，3113-2 1971. 3.29 

青木家屋敷 相原町 810 他 1980. 2.21 

小山田１号遺跡 小山田桜台 2-16-32 1985. 3.18 

本町田遺跡 本町田 3455-36 他 1992. 3.30 

西谷戸横穴墓群 三輪緑山 1-25-8 1992. 3.30 

下三輪玉田谷戸横穴墓群 三輪町 897 2008. 3.26 

市 ・ 史 跡 

(通称)代官屋敷 金井（個人住宅のため非公開） 1964.11.25 

木曽一里塚 木曽西 4-14 1969. 9. 2 

三輪白坂横穴群 三輪町 1720-1 1975.10.27 

白洲次郎・正子旧宅 能ヶ谷 7-3-2 他 2002.11.14 

都 ・ 旧 跡 
相原かま跡 相原町陽田谷戸 1926. 4 

井出の沢古戦場 本町田菅原神社付近一帯 1926. 4 

市 ・ 旧 跡 

伝鎌倉井戸（鎌倉古道推定地） 山崎町 1050-1 2021.3.15 

凌霜館跡 野津田町 897-1～3，898，899-
1,899-3,900-1 

2023.6.27 

都 ・ 名 勝 福王寺旧園地(薬師池公園) 野津田町 3270 1998. 3.13 

市・天然記念物 

アカガシ群落 相原町 701 清水寺内 1964.11.25 

シダレザクラ 小山町 2507-1 小山市民センター内 1964.11.25 

シイ 小野路町（個人住宅内のため非公開） 1964.11.25 

町田市内の登録文化財 

区  分 名 称 所 在 地 登録年月日 

市・有形文化財 

西谷戸横穴墓群出土圭頭大刀 下小山田町 4016   考古資料室 2016.1.8 

野津田神社幟（石阪昌孝揮毫） 野津田町 897 自由民権資料館 2016.1.8 

善寧児先生碑（通称 ジェンナー碑） 相原町 701  清水寺内 2016.1.8 
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―― 指定文化財の紹介 ―― 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東京都指定史跡 本町田遺跡】 

【国指定史跡 高ヶ坂石器時代遺跡】 

【東京都指定有形文化財 旧荻野家住宅】 【東京都指定史跡 田端環状積石遺構】 

【国指定重要文化財 旧永井家住宅】 

【町田市指定有形文化財 村野常右衛門生家】 
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―― 指定文化財の紹介 ―― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【町田市指定有形文化財 

土偶一式（忠生遺跡出土）】 

【町田市指定有形文化財 

能ヶ谷出土銭（約１万枚の古銭）】 

【町田市指定有形文化財 

深鉢形土器（忠生遺跡出土）】 

【町田市指定有形文化財 

中空土偶頭部（田端東遺跡出土）】 

【町田市指定有形文化財 

クルミ形土器（木曽中学校遺跡出土）】 

【東京都指定有形文化財 

異形台付土器（2点一式）】 
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―― 登録文化財の紹介 ―― 

【町田市登録有形文化財 

西谷戸横穴墓群出土圭頭大刀】 

【町田市登録有形文化財 

善寧児先生碑（通称 ジェンナー碑）】 

【町田市登録有形文化財 

野津田神社幟（石阪昌孝揮毫）】 
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町田市生涯学習センターは、市民の生涯にわたる学習活動を総合的に支援するための教育機関

として、学習に関する機会や情報の提供、市民の多様な学習活動への支援、学習施設の貸出しな

どを行っています。 

 

（１）施設概要 
○ 所在 町田市原町田６-８-１ 町田センタービル 

○ 電話 042-728-0071 

○ 構造 鉄骨鉄筋コンクリート、一部鉄筋コンクリート・鉄骨造地下２階・地上８階建て

の内、６階～８階 

○ 延床面積 2,676.84㎡ 

 

（２）施設貸出 
 生涯学習センターでは、まちだ中央公民館として以下の施設を貸出しています。 

 

 ① 貸出施設概要 

○ ホール 定員158名 

  ○ ホール控室 定員10名２室 

  ○ 学習室 定員30名１室 定員21名１室 定員18名１室 定員15名２室 定員12名２室 

  ○ 調理実習室 定員37名 

  ○ 美術工芸室 定員30名 

  ○ 視聴覚室 定員36名 

  ○ プレイルーム 定員18名 

 ○ 音楽室 定員24名１室 定員18名１室 

  ○ 和 室 定員45名１室 定員24名１室 

  ○ 保育室 定員20名１室 

 

 ② 利用時間・休館日 

  ○ 利用時間 午前９時～午後10時 

  ○ 休館日 第４月曜日（祝日、振替休日にあたるときは、その翌日） 

12月29日～翌年1月3日 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．生涯学習センター 
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2023年度 貸出施設利用状況 

会議室名 定員 利用件数（件） 利用人数（人） 利用率 

ホール（※） 158 511 19,768 56％ 

学習室１ 21 666 7,174 64％ 

学習室２ 30 715 9,899 68％ 

学習室３ 12 765 4,686 73％ 

学習室４ 12 695 4,092 67％ 

学習室５ 15 758 5,316 73％ 

学習室６ 15 658 4,509 63％ 

学習室７ 18 731 5,779 70％ 

和室１（※） 45 481 5,260 52％ 

和室２（※） 24 356 2,770 39％ 

音楽室１（※） 24 624 4,701 68％ 

音楽室２（※） 18 693 3,201 75％ 

プレイルーム（※） 18 554 2,929 60％ 

調理実習室 37 522 7,106 50％ 

美術工芸室 30 626 7,240 60％ 

視聴覚室 36 701 10,421 67％ 

保育室 20 227 1,991 22％ 

合計  10,283 106,842 60％ 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、ワクチン接種会場として一部施設を提供しました。 

 

（３）学習活動の支援 
市民一人一人が自分にあった学習活動を進めていけるように、学習に関する相談や情報提供な

どを行っています。また、学習した成果を地域で活かす仕組みづくりや、地域での学び合いに対

して、支援を行っています。 

  

 ① 学習相談 

学習者（団体含む）の学習上の問題を解決するために、学習相談を行っています。 

学習者自らがテーマや方法を選んで学習活動を進めていけるように、学習者の問題や悩みを聞

き、その解決に向けて援助したり、これから学習活動をする人のニーズを把握し、学習活動がで

きるように学習情報の提供や助言をしたり、学習活動の質を高め、継続的なものにするための助

言を行ったりしています。 
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② 情報・資料コーナー                

  生涯学習センターの６階に「情報・資料コーナー」を設置しています。このコーナーでは、

各方面から送付される定期刊行物や講座・催し物のチラシ・ポスターを様々な分野に分けて配

置、掲示しており、町田市内に限らず、他の地域や学校等も含めた様々な生涯学習に関する情

報を閲覧することができます。 

 

③ 生涯学習ＮＡＶＩ 好き！学び！ 

市民が生涯学習を行う際に役立つように、町田市の講座・イベント

情報誌『生涯学習ＮＡＶＩ 好き！学び！』を発行し、市内の公共施

設で無料配布しています。 

 

④ 生涯学習ボランティアバンク制度 

   市民がより充実した生涯学習活動が行えるよう、様々な知識や技術、経験をもち、地域社会

に役立てたいと考える市民又は団体と、身近な学習活動を通じて知識や技術を習得したいと希

望する市民団体等の橋渡しをしています。2023年度は88件の登録があり、7件の利用がありまし

た。 

 

⑤ 小・中学校の特別教室の地域利用 

 市民の学習・団体活動等、地域活動の場として、学校教育に支障のない範囲で、次の学校の特

別教室等が利用できます。 

 

○ 利用日・時間（2023年度） 

実施校 利用日・時間 

本町田小学校、木曽境

川小学校、小山ヶ丘小

学校 

・火･木曜日 午後６時３０分～午後９時 

※学校の休業日は午後１時～午後９時 

・土･日･祝日 午前９時～午後９時 

町田第一中学校 ・月･火曜日 午後７時～午後９時 

・土･日･祝日 午前９時～午後５時 

※図書室（個人利用）は、原則、土曜日及び第１・第３・第５日

曜日に利用できます。 

鶴川中学校 ・木･金曜日 午後６時３０分～午後８時３０分 

・土･日･祝日 午前９時～午後５時 

※祝日が月・火・水曜日の場合は、利用できません。 

   ※年末年始、学校行事開催日等で利用できない日があります。 

 

 

 

 

『生涯学習ＮＡＶＩ 好き！学び！』 
2023年度秋号 
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 ○ 利用できる特別教室と利用状況（2023年度） 

  ・本町田小学校    

教室名 利用件数（件） 利用人数（人） 利用率 

多目的室 22 535 7.1％ 

ランチルーム 8 226 2.6％ 

合計 30 761 4.8％ 

 

  ・木曽境川小学校 

教室名 利用件数（件） 利用人数（人） 利用率 

音楽室 2 80 0.6％ 

家庭科室 4 116 1.2％ 

ランチルーム 33 859 9.6％ 

合計 39 1055 3.8％ 

 

  ・小山ヶ丘小学校 

教室名 利用件数（件） 利用人数（人） 利用率 

理科室 44 295 14.2％ 

図工室 0 0 0.0％ 

音楽室 1 20 0.3％ 

第3音楽室 10 132 3.2％ 

家庭科室 19 156 6.1％ 

合計 74 603 4.8％ 

 

  ・町田第一中学校 

教室名 利用件数（件） 利用人数（人） 利用率 

武道場 60 1,480 43.8％ 

交流ホール 162 5,289 51.1％ 

多目的室 41 603 20.4％ 

音楽室 40 793 22.1％ 

調理室 36 960 11.3％ 

図書室（個人利用） － 695 － 

合計 339 9,820 29.4％ 
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  ・鶴川中学校 

教室名 利用件数（件） 利用人数（人） 利用率 

小ホール 31 790 10.6％ 

ミーティングルーム 0 0 0.0％ 

合計 31 790 5.3％ 

 

（４）各種講座等の開催 
生涯学習センターでは、子どもから高齢者まで、あらゆる世代の市民を対象に講座や講演会、

イベントなどを開催しています。 

 

① 生涯学習センターまつり 

生涯学習センターを利用している団体、サークルが、日頃の成果を発表し、交流する場とし

て毎年実施しています。 

 このまつりは、企画・運営委員を公募し、参加団体・サークルが実行委員となって、生涯学

習センターと共に運営しています。 

「2023年度 生涯学習センターまつり」の参加団体数は38団体でした。 

 

② 市民大学事業 

市民の生涯学習にかかわる条件整備の一環として、1993年6月に「まちだ市民大学HATS」を開

校しました。「あなたを励まし、地域を育てる」をコンセプトに、毎年受講生を募り、2023年度

は通年と前・後期に分けての連続講座を開催しました。 

連続での受講が難しい方や興味をもたれた方のために、公開講座（連続講座の１～２回を一

般の方が聴講できるよう公開している講座）も設けています。各講座とも、市民・有識者などか

らなるプログラム委員会での議論を基に企画しています。 

市民大学受講後には、修了生が任意で学習サークルを立ち上げて学びを継続しています。

2023年9月現在、27の修了生団体が活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然講座（施設見学） 福祉講座（講義風景） 
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③ 市民提案型事業 講座づくり★まちチャレ 

市民グループの学習成果や発想を生かした企画を基に、市民生活の向上や地域課題の解決に

つながる講座を行政と市民が協働で実施しています。2023年度は、「語り伝えられてきた昔話の

世界－昔話の採訪者と伝承の語り手を迎えて－」、「フィンランドの生活から学ぶ子育てメソッ

ド」、「なやめる人に寄り添うレシピ～『ほんとうに聴いてもらえた』と心から思える体験をし

たことはありますか？」、「デフリンピックがやってくる！～国際手話を学ぼう～」、「さりげな

い見守り活動／みまもりサポーター養成連続講座」「子どもを まもろう そだてよう～おうちの

内と外のととのえかた～」、「若いうちに知りたいプロが教えるお金の講座～貯金と投資の基本

のキ～」の７講座を開催しました。 

 

④ 平和祈念事業 

戦争の悲惨さや平和の尊さについて考え、次世代に語り継ぐ機会として、戦時資料の展示や

講演会、被爆体験を聞く会などを実施しています。 

 

⑤ 連携・共催事業 

市役所各部局や近隣大学、専門学校などと連携し、各機関の専門性を活かした講座・講演会等

を実施しています。2023年度は、町田国際交流センターとの共催で「まちだdeトークプラザPart.2

－日本で働く外国人－」、和光大学との共催で「日本の喜劇映画をふり返る～敗戦後のその潮流

をめぐって～」、昭和薬科大学との共催で「超高齢社会を生き抜く」など、５講座を実施しまし

た。 

 

⑥ さがまちコンソーシアムとの連携事業 

町田市と相模原市の行政と、２市を生活圏とする地域の大学、ＮＰＯ法人、企業などが連携し

設立された「公益社団法人 相模原・町田大学地域コンソーシアム（通称：さがまちコンソーシ

アム）」と連携し「学生活動報告会ガクマチＥＸＰＯ」や、幅広いテーマの講座等を実施してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生活動報告会「ガクマチＥＸＰＯ」 
（さがまちコンソーシアム、 

地域活動サポートオフィス協力） 

さがまちカレッジ 
ニューロフィードバック入門 

～脳波からわかること、脳波でできること～ 
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⑦ 家庭教育支援事業 

子育てをしている親の家庭教育や子育てに関する不安を軽減するとともに、子育てを通じた

仲間づくりにつなげることができるよう、乳幼児期から思春期までの子どもの年齢に応じた様々

な講座の実施や学級活動を行っています。また、地域の家庭教育・子育て支援の担い手となる人

材を育成する事業を実施しています。 

 

⑧ 障がい者青年学級 

1974年から主に知的障がいのある18歳以上の方を対象に実施しており、“生きる力、働く力の

獲得”を目標に、学習活動、自治活動、仲間づくり、集団づくりを行っています。現在、130名

ほどの方々が参加し、公民館学級、ひかり学級、土曜学級の３学級に分かれて、ボランティアス

タッフと共に年間16回程度活動を行っています。 

 

⑨ ことぶき大学事業 

60歳以上の市民を対象に、“楽しく学んで豊かに生きる”をモットーとして学習や交流を深

める講座を実施しています。1966年に始まって以来、高齢者の増加と多様な学習要望に応える

ために制度や学習プログラムを変えながら現在に至っています。2023年度は、ユニバーサルス

ポーツ、美術、の２講座を実施しました。 

 

⑩ 地区協議会との連携 

  生涯学習センターは市内に１館であることから、事業を地域に展開していくことを重要なテー

マとして捉え、取り組んでいます。鶴川地区住民の交流拠点として鶴川地区協議会が定期的に開

催している、『３水スマイルラウンジ』において、郷土の歴史、文化や自然に関することなどをテ

ーマにした、同協議会との連携講座「まなびのひろば」を 2023年度は６回実施しました。 

 

⑪ その他 

スマートフォンの操作に不慣れな市民を対象に、デジタル利用支援講座「なんでもスマホ相談

室」を実施しています。2023年度は、生涯学習センターでの実施に加えて、各市民センターを会

場とした出張講座も実施しました。 

また、様々な事情により学校で十分に学ぶことができなかった 16 歳以上の青年・成人を対象

に、基礎学習を身に着けてもらうことを目的とした無料学習会「まなびテラス」を実施していま

す。 

 

（５）町田市生涯学習センター運営協議会 
町田市生涯学習センター運営協議会は、生涯学習センターが実施する事業に関し協議を行うため、

2012年度から設置されています。 

第 6 期（2022 年度～2023 年度）は学識経験者（4 人）、家庭教育支援活動経験者（1 人）、公募

の市民（1人）、学校教育の関係者（1人）、生涯学習・社会教育の活動経験者（4人）からなる 11

人の委員で構成されています。委員の任期は 2年です。 

105



（６）事業数及び参加人数（2019～2023年度） 
 

①事業件数 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

96件 67件 65件 64件 57件 

 

②延べ開催数 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

696回 514回 714回 761回 660回 

 

③延べ参加人数 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

23,605人 8,686人 11,207人 13,614人 12,465人 
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町田市立図書館は、市民に対して資料や情報を提供することにより、市民の生活がより深く豊

かなものになることを目指して運営しています。 

 市立図書館は、中央・さるびあ・鶴川駅前・鶴川・金森・忠生・木曽山崎・堺の８館と移動図

書館及び町田市民文学館で構成されています。 

（１）市立図書館のあゆみ
市立図書館の前身は、1954年３月に町田町役場内に設置された図書室で、1956年９月に「町

田町立図書館」となりました。開館当初は蔵書が1,000冊にも満たない閲覧中心の施設でした。 

1958年２月、市制施行に伴って館名を「町田市立図書館」と改め、更に1968年９月には中町

２丁目に移転して、個人への図書の貸出しを始めました。その後移動図書館「そよかぜ号」の巡回

を1970年10月から開始しました。また、1972年２月に「鶴川分館」（1977年10月に現在地に移

転）、1974年６月に「金森分館」（2000年７月に現在地に移転）、1976年７月に「木曽山崎分館」、

1983年９月には「堺分館」がそれぞれ開館しました。 

1990年11月には中央図書館が開館し、CD、ビデオなどの貸出しや館内視聴といった新しいサ

ービスを開始しました。これに伴って「町田市立町田図書館」は「さるびあ図書館」に、その

他の分館もそれぞれ「図書館」に名称を変え、地域館として新たなスタートを切りました。1992

年７月には市立の図書館全館をコンピュータで結ぶオンライン化も完了しています。 

1999年４月からは祝日開館、平日の開館時間の延長及び地域館の夜間延長の実施、同年11月に

は貸出冊数制限の緩和を行いました。 

 2012年10月、小田急鶴川駅前の複合型文化施設「和光大学ポプリホール鶴川」内に「鶴川駅前図

書館」が開館しました。地域の中心館として図書館のサービスを向上させ、情報拠点の役割を果た

しています。 

 2015年３月、市立図書館全館でICタグを利用したセルフ貸出・返却システムを導入しました。５

月には忠生市民センター内に「忠生図書館」が開館しています。 

2022年４月、鶴川駅前図書館に指定管理者制度を導入しました。 

2022年10月、「電子書籍サービス」を開始しました。 

４．図書館 

町田市立図書館キャラクター「よむぽん」 
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（２）市立図書館の概要
市立図書館一覧 

館名 所在地 電話 開館年月日 建物面積 

中央図書館 原町田 3-2-9 042-728-8220 1990.11.30 5,968.00㎡ 

さるびあ図書館 中町 2-13-23 042-722-3768 1972. 5.22 1,234.32㎡ 

鶴川駅前図書館 能ヶ谷 1-2-1 042-737-0263 2012.10.17 1,190.00㎡ 

鶴川図書館 鶴川 6-7-2-1-101 042-735-5691 1972. 2.15 259.75㎡ 

金森図書館 金森東 3-5-1 042-710-1717 1974. 6. 3 1,499.50㎡ 

忠生図書館 忠生 3-14-2 042-792-3450 2015. 5. 1 1,228.79㎡ 

木曽山崎図書館 山崎町 2160 042-793-6767 1976. 7.15 320.60㎡ 

堺図書館 相原町 795-1 042-774-2131 1983. 9.25 429.00㎡ 

町田市民文学館 原町田 4-16-17 042-739-3420 2006.10.27 2,156.27㎡ 

開館時間と休館日 

館名 開館時間 休館日 

中央図書館 
火・水・金 

木・土・日・祝休日 

午前10時～午後８時 

午前10時～午後５時 ・毎週月曜日（祝休日の場

合は開館）

・毎月第２木曜日（祝日の

場合は開館し、翌日休

館）

・特別館内整理期間

・年末年始

さるびあ図書館 

鶴川図書館 

金森図書館 

忠生図書館 

木曽山崎図書館 

堺図書館 

火・水・金 

木・土・日・祝休日 

午前10時～午後６時 

午前10時～午後５時 

町田市民文学館 火～日、祝休日 午前10時～午後５時 

鶴川駅前図書館 月・火・水・木・金 

土・日・祝休日 

午前９時30分～午後

８時 

午前９時30分～午後

６時 

・毎月第１・３月曜日（祝

休日の場合は開館） 

・特別館内整理期間

・年末年始
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蔵書統計（図書資料・視聴覚資料） （2024年 3月 31日現在） 

館名 一般図書 児童図書 地域資料 
図書資料合計

（冊） 

視聴覚資料   

（点） 

中央図書館 419,687 71,381 48,551 539,619 43,159 

さるびあ図書館 80,760 45,258 4,619 130,637 0 

鶴川駅前図書館 85,528 25,901 3,910 115,339 0 

鶴川図書館 16,095 8,537 856 25,488 0 

金森図書館 91,601 36,137 2,641 130,379 0 

忠生図書館 76,956 29,293 2,008 108,257 0 

木曽山崎図書館 35,272 17,350 1,760 54,382 0 

堺図書館 42,181 25,069 2,551 69,801 0 

町田市民文学館 34,545 4,930 276 39,751 0 

合計 882,625 263,856 67,172 1,213,653 43,159 

※視聴覚資料（CD、カセットテープ、LD、ビデオテープ、DVD） 

 

 

（３）貸出サービス 
① 個人貸出 

町田市内在住・在勤・在学の方及び、相互利用協定市にお住まいの方を対象に、利用券を

発行し貸出しを行っています。 

利用登録後は、全館合わせて本・雑誌など１人10冊２週間（うち新刊扱いの雑誌は１人１

冊１週間・貸出用レファレンス資料は１週間）、DVD・ビデオテープ・CD・カセットテープは

合わせて１人３点１週間借りることができます。 

 

個人登録者数（町田市） （2024年 3月 31日現在） 

一般 児童 在学一般 在学児童 在勤 
合計

（人） 

62,837 11,439 615 86 1,342 76,319 

 

2023年度 図書資料・視聴覚資料 個人貸出冊数 

館名 一般図書 地域資料 児童図書 雑誌 合計（冊） 視聴覚資料(点) 

中央 463,783 2,053 139,407 25,964 631,207 68,190 

さるびあ 122,849 204 77,760 11,603 212,416 0 

鶴川駅前 248,155 1,095 105,845 12,446 367,541 0 

鶴川 59,568 123 37,045 5,592 102,328 0 

金森 277,045 437 200,469 24,338 502,289 8（※2） 

忠生 195,186 438 141,667 17,002 354,293 0 
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館名 一般図書 地域資料 児童図書 雑誌 合計（冊） 視聴覚資料(点) 

木曽山崎 105,832 139 38,960 10,291 155,222 0 

堺 59,494 133 48,497 5,633 113,757 0 

さるびあ移動図書館 26,293 15 15,497 3,859 45,664 0 

堺移動図書館 15,626 10 13,256 1,612 30,504 0 

町田市民文学館 5,628 1 6,522 199 12,350 0 

Web-OPAC（※1） 294,226 1,121 106,159 18,490 419,996 0 

合計 1,873,685 5,769 931,084 137,029 2,947,567 68,198 

※1 インターネットからの貸出延長数

※2 宅配サービスによる貸出数

② 団体貸出

図書館に利用登録がある地域文庫や読書会等を対象に、図書の団体貸出を行っています。 

2023年度 団体登録数 

区分 種別 団体数 貸出冊数・期間 

①学校・地域文庫 小学校・中学校 

地域文庫 

46 

8 
600 冊・６ヶ月 

②読み聞かせ団体・その他 保育園・幼稚園 

読書会 

学童保育クラブ 

おはなし会 

その他 

34 

12 

16 

34 

44 

300 冊・３ヶ月 

③庁内 市役所各課 45 50冊・１ヶ月 

合計 238 

2023年度 図書資料 団体貸出冊数 

館名 一般図書 児童図書 雑誌 合計（冊） 

中央 383 2,736 52 3,171 

さるびあ 135 2,542 64 2,741 

鶴川駅前 71 248 22 341 

鶴川 0 104 1 105 

金森 72 2,412 28 2,512 

忠生 312 2,795 77 3,184 

木曽山崎 22 413 7 442 

堺 19 634 0 653 

さるびあ移動図書館 76 3,943 102 4,121 
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館名 一般図書 児童図書 雑誌 合計（冊） 

堺移動図書館 71 4,841 287 5,199 

町田市民文学館 32 521 5 558 

合計 1,193 21,189 645 23,027 

③ 学校図書館支援貸出

小・中学校での調べ学習等で使用する図書を先生の求めに応じて貸出すことで、学校図書館

をサポートしています。2008年６月から開始し、さるびあ図書館が担当しています。 

2023年度 学校支援貸出冊数等 

小学校 中学校 

登録学校数（校） 42 19 

依頼学校数（校） 20  3 

依頼件数（件） 58 4 

貸出総冊数（冊） 2,028 160 

④ 市民センター等における図書館資料（予約資料）受渡サービス

近くに図書館がない地域の市民向けに、2010年９月から忠生市民センター、小山市民セン 

ター及び南町田駅前連絡所で図書館資料の予約資料受渡サービスを開始しました。

なお、忠生図書館の開館に伴い、2015年４月をもって忠生市民センターにおけるサービスは

終了しました。また、2016年１月から子どもセンターぱお分館で、2016年７月から成瀬コミュ

ニティセンターで、2021年５月から玉川学園駅前連絡所でサービスを開始しました。

2023年１月の南町田駅前連絡所の閉所に伴い、2023年２月から近隣施設の「まちライブラリ

ー＠南町田グランベリーパーク」でサービスを開始しました。 

2023年５月から書店としては初の拠点、久美堂本町田店でサービスを開始しました。 

2023年度 受渡冊数一覧 

場所 冊数 

小山市民センター 4,633 

まちライブラリー＠南町田グランベリーパーク 27,159 

子どもセンターぱお分館 3,463 

成瀬コミュニティセンター 11,545 

玉川学園駅前連絡所 14,129 

久美堂本町田店（2023年5月から） 6,579 
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⑤ 電子書籍サービス 

町田市立図書館では、スマートフォン、タブレット、パソコ

ン等の端末を介して読むことができる電子書籍サービスを2022

年10月から開始しました。 

時間や場所に左右されず、いつでも・どこでも利用でき、拡

大機能や音声読み上げ機能が使用可能な資料もあるため、より

多くの人が本に親しめる環境となりました。 

2023年9月より市内の全公立小・中学校の児童・生徒にタブレ

ット端末用IDを付与することにより、学校での読書機会を充実しました。 

 

項目 説明 

対  象 
町田市立図書館の有効な利用券をお持ちの市内在住・在勤・在学の方 

図書館で利用登録をする必要があります 

貸  出 
3点まで、貸出期間は 2週間（336時間） 

予約がない場合に限り 1回まで延長可能 

予  約 3点まで、取置期間は 3日間（72時間） 

資  料  数 18,763点（2023年度末時点） 

貸 出 数 104,927点（2023年度） 

U  R  L 

https://machida-library.overdrive.com 

町田市立図書館ホームページからもアクセスできます 

 

 

（４）移動図書館サービス 
図書館が身近にない地域に対して図書館サービスを継続的 

に提供するため、３台の移動図書館「そよかぜ号」が２週間 

に１回巡回サービスを行っています。2023年度は60か所のサ 

ービスステーション〔さるびあ図書館から２台で37か所、堺 

図書館から１台で23か所(うち1か所は月1回）〕を巡回してい 

ます。また、2023年度は幼稚園・保育園、芹ヶ谷冒険遊び場 

など子どもの集まる場所へ合計56回、芹ヶ谷公園などで実施 

されたイベントへ2回出張運行を行いました。 

 

2023年度 移動図書館利用者数・巡回数 

 移動図書館利用者数 移動図書館巡回数 

さるびあ 14,837 878 

堺 9,085 535 

電子書籍サービスキャラクター
「ブックロー」 
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（５）リクエストサービス
求める図書が見当たらないときは、１人10冊までリクエストをすることができます。対象は町田 

市内在住・在勤・在学の利用登録者で、申込みはカウンターのほか、館内利用者検索機、インター

ネットで受付しています。

リクエストを受けた図書が貸出中の場合は、返却後、受付順に貸出しています（リクエストの取

置きは、用意ができてから９開館日）。図書館で所蔵していない図書の場合は、新たに購入、また

は他の図書館からの借り入れなどにより、なるべく早く提供できるようにしています。 

2023年度 リクエスト件数

館名 カウンター 館内利用検索機 インターネット 合計（件） 

中央図書館 14,535 8,767 104,927 128,229 

さるびあ図書館 7,598 3,373 47,801 58,772 

鶴川駅前図書館 9,503 4,855 91,397 105,755 

鶴川図書館 4,413 693 33,895 39,001 

金森図書館 13,449 5,182 105,581 124,212 

忠生図書館 6,914 4,661 50,890 62,465 

木曽山崎図書館 8,333 1,783 26,271 36,387 

堺図書館 4,184 706 15,966 20,856 

さるびあ移動図書館 2,202 52 9,015 11,269 

堺移動図書館 3,774 40 3,514 7,328 

町田市民文学館 850 126 1,560 2,536 

小山市民センター 51 137 4,821 5,009 

まちライブラリー＠

南町田グランベリー

パーク 

445 54 29,548 30,047 

子どもセンター 

ぱお分館 

0 9 3,661 3,670 

成瀬コミュニティセ

ンター

100 97 12,005 12,202 

玉川学園駅前連絡所 382 145 14,867 15,394 

久美堂本町田店 

（2023年 5月から） 

50 83 6,575 6,708 

合計 76,783 30,763 562,294 669,840 
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（６）レファレンスサービス
図書館の資料や機能を活用して、利用者のさまざまな調べものや探しものについてお手伝いす

るサービスです。中央図書館においては、専用カウンターを設け、各種有料データベースや、国

立国会図書館の図書館向けデジタル化資料送信サービスを活用したサービスも行っています。 

2023年度 レファレンス受付件数（中央図書館のみ） 

レファレンスカウンター

総受付件数（件）※

レファレンス

（一般）

レファレンス

（地域資料） 

4,257 3,090 600 

※レファレンスカウンター総受付件数には、貸出しその他を含みます。

（７）障がい者サービス
目の不自由な方等を対象に、音訳資料・点字資料の貸出し、製作、対面朗読を行っています。 

また、来館が困難な方には、市民ボランティアの協力により宅配貸出サービスを行っていま

す。 

2023年度 対面朗読 

実施館 実利用者数 延べ件数 実朗読者数 朗読時間 

中央・鶴川駅前 13 350 18 688時間24分 

2023年度 視覚障がい者等への障がい者用資料の貸出 

音訳（テープ） 音訳（デイジー）※ 点字資料・絵本 合計（点） 

288 1,123 272 1,683 

※デイジー･･･専用機器やパソコンソフトで再生するデジタル録音図書の名称。
DAISYという規格に基づき、CD-Rに記録してあります。 

2023年度 肢体不自由利用者への宅配貸出 

宅配貸出利用者数 宅配ボランティア数 延べ宅配件数 貸出点数 

中央図書館 2 1 8 90 

さるびあ図書館 4 3 66 127 

鶴川駅前図書館

図書館

1 1 21 155 

鶴川図書館 3 2 32 104 

金森図書館 4 3 77 273 

忠生図書館 3 1 73 445 

木曽山崎図書館 3 3 64 447 

堺図書館※ 1 0 12 0 

合計 21 14 341 1,641 

※返却のみ職員が行っています。
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（８）視聴覚サービス
中央図書館では中学生以上の方を対象に、視聴覚資料（DVD・ビデオテープ・CD・カセットテー

プ）の貸出しを行っています。そのうちCD・カセットテープは館内で試聴できます。 

また、持込みのノートパソコンが利用できる座席を設けています。Free Wi-Fi

「Machida_City_Library_Wi-Fi」を提供しており、機器があればインターネットを利用すること

が可能です。 

（９）児童サービス
本と子どもを結びつけるため各館とも児童コーナーの充実に努めており、特に土日や夏休みは子

どもたちでにぎわっています。子どもへのおすすめ新刊本紹介パンフ「みんなでよもうこどもの本」

の発行や、おはなし会、乳幼児向けおはなし会、子ども映画会などの行事も行っています。 

新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して、2021 年度の下半期までおはなし会をほとんど中

止していましたが、2023年度は各館ともコロナ前のサイクルで開催しています。今後も社会情勢を

踏まえながら開催していきます。 

2023年度 児童向け事業 

※出張おはなし会を含む

おはなし会 乳幼児向けおはなし会 子ども映画会 

開催数 参加者数 開催数 参加者数 開催数 参加者数 

中央 63 611 26 310 1 77 

さるびあ 26 256 14 219 － － 

鶴川駅前 24 199 12 153 － － 

鶴川 11 58 9 49 － － 

金森 49 456 13 108 － － 

おはなし会 乳幼児向けおはなし会 子ども映画会 

開催数 参加者数 開催数 参加者数 開催数 参加者数 

忠生 41 650 16 131 － － 

木曽山崎 32 579 12 66 － － 

堺 24 319 11 66 － － 

合計 266 3,128 113 1,102 1 77 

115



（10）ヤングアダルトサービス
中学生から20歳くらいまでの年代を対象にしたサービスです。各館ともライトノベルや職業案

内の本などを多く取揃えています。中央図書館と忠生図書館では上記年代を対象とした専用のテ

ーブルを設けていて、利用者が自由に記入できるノートを置いています。 

事業としては、一日図書館員のような職業体験、ヤングアダルト新刊本案内「YA通信」の発行

等を行っています。中央図書館では、土日祝日限定でグループ学習室「わいわいキャレル」を実

施しています。 

（11）ホームページ上でのサービス
町田市立図書館のホームページでは、市内の図書館・読書マップ掲載施設の案内や図書館所蔵

資料の検索、図書館イベント情報、自宅で楽しめるデジタルコンテンツ情報などを見ることがで

きます。また、図書館で利用登録を行った後、ホームページ上でパスワードを登録すると、図書

館資料の予約、貸出期間の延長、読書記録の確認、マイブックリストの作成などを行うことがで

きます。 

（12）相互利用サービス
1998年12月に相模原市と、2007年10月に八王子市と、2008年４月に府中市・調布市・日野市・

多摩市・稲城市と、2012年４月に川崎市と、2019年５月に大和市と、2020年11月に横浜市との間

で相互利用協定を結び、町田市民が各市の図書館を、前記各市の市民も町田市立図書館を利用で

きるようになりました。 

なお、相互利用市の市民からの資料予約は受付けていません。 

個人登録者数（相互利用市民） 2024年 3月 31日現在 

相模原

市 

八王子

市 

府中市 調布市 日野市  多摩市 稲城市 川崎市 大和市 横浜市 合計

（人） 

7,593 383 34 26 28 98 62 2,005 400 2,461 13,090 

【町田市立図書館ホームページURL】 

https://www.library.city.machida.tokyo.jp/ 

※右の二次元コードからもご覧いただけます
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2023年度 相互利用貸出冊数 

図書・雑誌 視聴覚資料 ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ資料 合計（冊） 

相模原市 171,891 15,108 12 187,011 

八王子市 6,257 335 0 6,592 

府中市 187 20 0 207 

調布市 233 95 0 328 

日野市 208 24 0 232 

多摩市 782 163 0 945 

稲城市 295 12 0 307 

川崎市 38,500 1,347 2 39,849 

大和市 3,846 616 2 4,464 

横浜市 52,599 3,588 4 56,191 

合計 274,798 21,308 20 296,126 

（13）行事
図書館では、以下のような行事を開催しています。 

○ 講演会

利用者の増加や図書館への興味関心につながるよう、講演会を開催しています。

2023年度は英語多読、デジタルデバイド解消の講演会を中心に実施しました。

2023年度 開催講演会一覧 

講演会名 開催日 参加者（人） 

「はじめてのスマホ体験」 8月 5日（土） 15 

「はじめてのスマホ体験」 10月 5日（木） 18 

「はじめてのスマホ体験」 12月 5日（火） 16 

英語多読講演会「もっと英語多読が楽しくなる！」 8月 26日（土） 17 

英語多読講演会「英語多読への招待～図書館の森に多読

の木を植えよう」 
11月 12日（日） 66 

英語絵本読み聞かせ講演会「子どもと一緒に英語絵本を

読もう！」 
2月 11日（日） 28 

「出版社ってこんなところ・出版社のうらばなし」 1月 27日（土） 88 

○ 映画会

毎週金曜日に、中央図書館６階ホールで映画を上映しています。また、Ｙシネマ（10代向
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け映画会）を年１回行っています。2023年度のＹシネマ（10代向け映画会）は7月28日に実施

し、参加者は41名でした。 

○ 図書館講座等

図書館を使い慣れていない方に、図書館の上手な利用法を知ってもらい、気軽に図書館を

利用してもらえるよう、本の並べ方や利用者用検索機の使い方、館内見学を内容とした講座

や、小学生向けのお仕事体験講座などを実施しています。 

この他、謎解きゲーム仕立ての中高生向けの講座や、「まちだ探・探ゼミナール」での図

書館活用講座（生涯学習センター共催）なども実施しています。 

○ 展示会

中央図書館のエスカレーター壁面や、４･５階にあるショーケースに、個人やグループの作

品（絵画･写真・工芸品）を展示しています。展示期間は、原則２週間です。年に１度、１月

頃に市広報やチラシなどで翌年度分の募集を行います。 

2023年度 実施行事等一覧 

行事名 回数（回） 参加者数（人） 

講演会 7 248 

映画会 46 2,781 

図書館講座等 6 91 

展示会 23 － 

（14）町田市立図書館協議会
町田市立図書館協議会は、図書館の運営に関し、館長の諮問に応ずるとともに、図書館の

主催する事業及び図書館奉仕について、意見を述べる機関です。 

学識経験者（２人以内）、学校教育の関係者（２人以内）、社会教育の関係者（５人以内）、

家庭教育の向上に資する活動を行う者（１人以内）の10人以内の委員で構成されています。 
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（15）町田市子ども読書活動推進計画 
町田市では、2004 年 12 月に「町田市子ども読書活動推進計画」を策定し、子どもの読書活

動に関する総合的な施策を推進してきました。この計画の成果と課題を検討し、2010年４月か

らは「第二次町田市子ども読書活動推進計画」、2015 年４月からは「第三次町田市子ども読書

活動推進計画」を推進してきました。 

   2020年４月からは本計画の第四次計画である「第四次町田市子ども読書活動推進計画」に基

づき、37の取組を行っています。 

 

計画名 計画期間 

町田市子ども読書活動推進計画 2005 年４月～2010 年３月 

第二次町田市子ども読書活動推進計画 2010 年４月～2015 年３月 

第三次町田市子ども読書活動推進計画 2015 年４月～2020 年３月 

第四次町田市子ども読書活動推進計画 2020 年４月～2025 年３月 

 

 

（16）町田市子ども読書活動推進計画推進会議 
町田市子ども読書活動推進計画推進会議は、「町田市子ども読書活動推進計画」を効果的に

推進するために設置されている会議です。会議は市民の代表９人と、市の関係部門４課の課

長、図書館長の14人で構成されており、市民と行政が一緒に委員として協議するのが特徴で

す。この会議では、計画の進捗状況の検証に関すること、総合調整に関すること、計画の推

進に係る情報交換及び連携に関することを行っています。 
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町田市民文学館ことばらんどは、1997年、作家遠藤周作氏の蔵書・遺品の寄贈をきっかけにお

こった「町田市に文学館を」の声に応え、2006年 10月に開館しました。この間、作家八木義德氏

や森村誠一氏、作詞家宮川哲夫氏、絵本作家渡辺有一氏の資料など、町田ゆかりの文学者の資料

が次々と寄贈されました。これらの後世に伝えるべき町田の文化財産を収集し、保存・公開を行

うことを当館の大きな目的としています。また、市民が文学を通じて交流し、その成果を発表し

あえる「市民の文学活動」の拠点となることを目指しています。 

（１）施設概要

○ 所在 町田市原町田 4‐16‐17

○ 電話 042-739-3420

○ 構造 鉄筋コンクリート、地下２階、地上３階建て

○ 延床面積 2,156.27㎡

（２）施設内容

○ １階 文学サロン、資料閲覧室、市民研究員室、印刷室

○ ２階 展示室、大会議室

○ ３階 会議室（６室）、保育室

（３）利用案内

○ 開館時間 会議室・文学サロン 午前９時～午後 10 時

展示室・資料閲覧室 午前 10 時～午後５時 

○ 休館日 月曜日（休日・振替休日のときは開館）

毎月第２木曜日（休日の場合は開館し、翌日休館） 

12月 29日～翌年１月４日、特別整理日 

（４）各種事業
① 展示事業

町田ゆかりの作家や、文学や言葉の魅力を伝える展覧会のほか、年に一度、夏休み期間中に

は、子どもたちも楽しめる展覧会を開催しています。

５．町田市民文学館 

町田市民文学館 
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2023年度 展覧会一覧 

展覧会名 会期日数 観覧者数（人） 

今日マチ子 わたしの#stayhome 日記 2020-2023展 

－エッセンシャルなものとはなにか？― 
54 5,530 

はっ！ 絵本作家・シゲリカツヒコ展 55 9,912 

生誕 100年 遠藤周作展 ―ミライを灯すことば 54 3,401 

少女たちのお手紙文化 1890-1940 展 ―変わらぬ想

いは時を超えて― 
55 4,059 

ミニ展示名 会期日数 

没後 10年 詩人・松田幸雄展 75 

「童謡の日」中村雨紅展 12 

『イーカロスのつばさ』山村昌明原画展 76 

町田市名誉市民 森村誠一追悼 ミニ展示 35 

中村雨紅展 6 

祝・わたなべゆういち生誕 80年 ねこまみれ展 73 

「ことばらんどショートショートコンクール 2023」 

受賞者発表展 
27 

生誕 125年 八木重吉展※ 47 

※ 本展の会期は 2月 7日～4月 7日だが、上記表には 2023年度分

のみを記した。2024年度も含めた会期日数は 53日。

「はっ！シゲリカツヒコ展」 「生誕 100年 遠藤周作展」 
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 ② 学習事業 

 「町田の文学」の魅力を発見し、「文学のおもしろさ」や「ことばの力」に触れることができる

講座、講演会、おはなし会などを開催しています。 

○ 講座等 

文学講座や実作講座など、市民の知的好奇心を喚起し、学習を深め、生涯学習につながる講

座を開催しています。また、乳幼児と保護者を対象とした「ちちんぷいぷい」、小学生を対象と

した「俳句でハイク」、一般を対象とした「おとなのためのおはなし会」など“ことばを楽しむ”

活動を定期的に行っています。 

○ 講演会 

展示に関連したテーマでの講演会、ことばや文学に関連した講演会を開催し、“文学はおもし

ろい”というメッセージを発信します。 

○ ことばらんどショートショートコンクール 

青少年に文学と触れあうきっかけを提供し、自由な発想や創造力の向上や文章力を育成する

ことを目指して、2021 年度から始めました。2023 年度は、町田市在住・在学の小・中・高校

生から 1,002作品の応募がありました。 

 

2023年度実施 展示関連事業・学習事業一覧（一般対象） 

 ※展＝展示関連事業、学＝学習事業 

講演会 回数 参加者数(人) 

展 「遠藤文学のこれから～「戯曲 善人たち」をめぐって」 1 82  

展 「作家が語る遠藤文学～『海と毒薬』をめぐって」 1 78  

学 山内マリコトークイベント「若葉のあなたへ」 1 75  

学 「次世代につなぐもの～文化と教育の可能性～」（共催：町田立教会） 1 82  

展 「遠藤文学が時代を超えるわけ」 1 80  

展 「切手デザイナーのおしごと レトロかわいい切手のひみつ」 1 63  

学 メモリアルイヤー講演会 宮沢賢治没後 90年 長野まゆみ講演会 1 71  

学 メモリアルイヤー講演会 泉鏡花生誕 150年 東雅夫氏講演会 1 62  

学 源氏物語をよみとく 第１弾「紫式部と源氏物語」 1 81  

学 「絵とことば、絵本について」 1 39  

計 10 713 

 

講座・ワークショップ 回数 参加者数(人) 

学 （ワークショップ）ことばらんどでお正月！初めてのお能体験 1 12  

展 （ワークショップ）「なぞって楽しむ、はじめてのガラスペン教室」 1 15  

学 （実作講座）ベーシック カリグラフィー 1 12  

計 3 39 
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おはなし会・公演・イベント等 回数 参加者数(人) 

展 対談「エッセンシャルなものってなに？」 1 88  

学 宮川哲夫生誕 100 年記念イベント 1 147  

展 ミュージカル×朗読「わたしが・棄てた・女」 1 65  

学 時代小説読み語り（主催：時代小説読み語り実行委員会） 3 231  

展 「今日マチ子展」アーティスト・トーク 1 30  

展 座談会「今日マチ子のつくりかた」 1 100  

展 対談「絵本を遊びつくす」 1 54  

展 対談「真面目におバカなことをやるということ」 1 81  

学 文学館まつり 1 3984  

展 対談「作家が語る遠藤文学～『白い人』をめぐって」 1 76  

学 口承文学「むかしばなし」を楽しむ会（主催：まちだ語り手の会） 1 57  

展 映画「深い河」上映会 1 173  

展 トークショー「昭和レトロ・紙ものの魅力」 1 65  

学 文ッ字フリマ 1 1161  

展 舞台「合唱物語 沈黙の声」（主催：桜美林大学） 2 405 

学 おとなのためのおはなし会（共催：まちだ語り手の会） 10 505 

学 紙芝居・大人の時間（共催：ふわふわ座） 10 228 

計 38 7450 

 

 

2023年度実施 展示関連事業・学習事業一覧（子ども対象） 

 ※展＝展示関連事業、学＝学習事業 

講座・ワークショップ 回数 参加者数(人) 

学 （連続講座）俳句でハイク 子ども編 春の町田を散策しよう！ 3 27 

学 （出張授業）ショートショート書き方講座 14 1292 

展 （ワークショップ）「バスガエル」のバスをつくろう！ 2 12 

展 （ワークショップ）すげがさをつくって、みんなで大名行列！ 2 25 

展 （ワークショップ）かみなりこぞうのパンツをつくろう！ 1 15 

展 （ワークショップ）うちわをつくろう 1 5 

学 （連続講座）俳句でハイク 子ども編 秋の町田を散策しよう！ 3 20 

学 （ワークショップ）ことばらんどでお正月！初めての人のための百人一

首かるた会 
1 6 

学 （出張授業）町田総合高校 キャリア教育 町田市探求 1 15 

学 （出張授業）社会人せんせい 1 18 

計 29 1435 
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おはなし会・公演・イベント等 回数 参加者数(人) 

学 ちちんぷいぷい（0～1 歳児親子） 23 513 

学 2 歳児あつまれ！季節をあそぼ！ 4 30 

学 ことばであそぼう！3・4 歳児あつまれ！ 4 17 

展 シゲリカツヒコ展 オープニングイベントミニコンサート 1 39 

展 遠藤周作展 こりあんの森おはなし会 in せりがや 1 17 

学 ショートショートコンクール表彰式 1 59 

計 34 675 

 

③ 図書館

 町田ゆかりの文学者の著作や研究書、市民著作、雑誌、文学全集、児童書、辞・事典類などを

文学サロン、資料閲覧室で閲覧することができます。 

  さらに、市立図書館の利用券を使って資料の貸出し、リクエスト制度を利用することができま

す。そのほか、文学資料に関する相談（レファレンスサービス）も実施しています。 

※ 蔵書数、図書資料の貸出冊数、図書リクエスト件数については、【生涯学習】「４．図書館」の統計資料を参照。

④ 資料の収集・保存

○ 収集・保存

  町田ゆかりの文学者の資料を中心に、文学資料の収集・保存をしています。また、整理済み

の資料を、１階文学サロンにて順次公開しています。 

○ 調査・研究

町田ゆかりの文学者の資料の調査・研究及び情報の提供を行っています。また、市民の研究

活動を学芸員が支援する「市民研究員制度」があります。 

おとなのためのおはなし会 
おとｎ

市民協働事業 
ことばであそぼう! 3・4歳児あつまれ！ 
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⑤ 施設貸出

町田市民文学館では、文学に関する研究・創作・読書会・朗読会等を行う団体に対し、以下の

施設を貸出しています。 

○貸出施設概要

・大会議室  定員 54名（椅子のみ 108名）

・第１会議室  定員 12名

・第２会議室 定員 12名

・第３会議室  定員６名

・第４会議室  定員 12名

・第５会議室  定員 12名

・第６会議室  定員 30名

・保育室  定員 12名

○利用時間 午前９時～午後 10時

2023年度 利用実績 

会議室使用回数 会議室利用者数 保育室利用回数 保育室利用者数 

3,109回 24,288人 78回 303人 
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資料編 
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（１）教育委員 

 

 

（２）教育委員長 

 
 

（３）教育長 

 

 

  

氏名 就任年月日 退任年月日
小菅　朴二 1958. 2. 1 1958. 3.28
平本　精則 1958. 2. 1 1970. 3.28
若林　順成 1958 .2. 1 1958. 3.28
渡辺　一雄 1958. 2. 1 1966. 3.28
井上　桂一 1958. 2. 1 1965. 3.28
久保田　佐一 1958. 3.29 1959. 3.28
若林　健 1958. 3.29 1964. 3.28
田中　邦茂 1959. 3.29 1971. 3.28
鈴木　英正 1964. 3.29 1972. 3.28
関田　歳明 1965. 3.29 1969. 3.28
花形　英一 1966. 3.29 1970. 3.28
杉山　一人 1969. 6.25 1973. 3.28
木目田　至 1970.10.19 1982.10.18
前田　忠行 1970.10.19 1981. 3.31
田中　邦茂 1972. 4. 1 1980. 3.31
宮丸　郁子 1972. 4. 1 1976. 3.31
渋谷　茂 1973. 3.29 1981. 3.28
坂本　孝子 1976. 4. 1 1984. 3.31
井上　聰 1980. 4. 1 1988. 3.31
齋藤　謹也 1981. 7.15 1982.10.18
南保　正道 1981.10. 1 1985. 9.11
井上　直之 1982.10.27 1990.10.26
齋藤　謹也 1982.10.27 1998.10.26
五日市　恭子 1984. 4. 1 1992. 3.31
寺田　和雄 1986. 4. 1 1989. 4. 3
川尻　泰子 1988. 4. 1 1996. 3.31
斎藤　秀夫 1989. 4. 4 1993. 3.31
井上　恭一 1990.10.27 2002.10.26
西村　絢子 1992. 4. 1 2000. 3.31
米田　彰 1993. 4. 1 1998. 3.31

小田桐　玲子 1996. 4. 1 2000. 3.31
山田　雄三 1998. 4. 1 2010. 3.31
江森　陽弘 1998.10.27 2002.10.26
富川　快雄 2000. 4. 1 2012. 3.31
古舘　和江 2000. 7. 1 2002. 3.31
名取　紀美江 2002. 4. 1 2008. 6.30
井関　孝善 2002.10.28 2014.10.27
岡田　英子 2002.10.28 2014.10.27
髙橋　圭子 2008. 7. 1 2016. 6.30
渋谷　友克 2010. 4. 1 2014. 3.31
佐藤　昇 2012. 4. 1 2019. 3.31
坂本　修一 2014. 4. 1 2024. 3.31
森山　賢一 2014.10.28 現在に至る
八並　清子 2014.10.28 2021. 3.31
坂上　圭子 2016. 7. 1 2020. 3.31
後藤　良秀 2019. 4. 1 現在に至る
井上　由奈 2020. 4. 1 現在に至る
関根　美咲 2021. 4. 1 現在に至る
小池　愼一郎 2024. 4. 1 現在に至る

氏名 就任年月日 退任年月日
平本　精則 1958. 2. 1 1970. 3.28

田中　邦茂 1970.10.28 1971. 3.28

木目田　至 1971. 7.12 1972. 7.11

田中　邦茂 1972. 7.12 1978. 3.28
木目田　至 1978. 4. 1 1982.10.18

井上　聰 1982.10.28 1985. 3.31

齋藤　謹也 1985. 4. 1 1987.10.26

井上　直之 1987.10.27 1990.10.26

齋藤　謹也 1990.10.27 1994.10.26
川尻　泰子 1994.11.10 1995.11. 9

井上　恭一 1995.11.13 1998.10.26

西村　絢子 1998.11. 6 1999.11. 5

井上　恭一 1999.11. 6 2001.11. 5
富川　快雄 2001.11. 6 2011.11. 5

岡田　英子 2011.11. 6 2013. 3.31

佐藤　昇 2013. 4. 1 2018. 3.31

氏名 就任年月日 退任年月日
井上　桂一 1958. 2. 1 1965. 3.28

関田　歳明 1965. 3.29 1969. 3.28
杉山　一人 1969. 6.25 1973. 3.28
渋谷　茂 1973. 3.29 1981. 3.28

南保　正道 1981.10. 1 1985. 9.11
寺田　和雄 1986. 4. 1 1989. 4. 3
斎藤　秀夫 1989. 4. 4 1993. 3.31

米田　彰 1993. 4. 1 1998. 3.31
山田　雄三 1998. 4. 1 2010. 3.31
渋谷　友克 2010. 4. 1 2014. 3.31

坂本　修一 2014. 4. 1 2024. 3.31
小池　愼一郎 2024. 4. 1 現在に至る

１．歴代教育委員 
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※委員構成は、すべて 2024年 10月 1日現在                         

町田市教育委員会いじめ問題対策委員会委員   

氏  名 区  分 氏  名 区  分 

嶋 﨑 政 男 教 育 熊 谷 真由子 法 律 

杉 村 共 英 医 療 渡 辺 綱 市 福 祉 

保 知   巡 福 祉 

              

町田市学校給食問題協議会委員 

氏  名 区  分 氏  名 区  分 

山 田 正 子 学識経験者 貝 原 俊 明 学校長 

野 村 弥 生 保健医療関係者 柳 田 拓 史 〃 

金 田 和 子 消費者団体の代表 大 川 敏 明 教職員 

福 住 希 美 保護者代表 藤 田 裕 一 〃 

木 村 暢 恵 〃 石 黒 佐智子 栄養士・調理員 

鈴 木 桜 子 〃 進 藤    悠 〃 

堀 切 由 貴 〃   

 

町田市生涯学習審議会委員 

氏名 区分 氏名 区分 

吉 田 和 夫 学識経験を有する者 西 澤 正 彦 
生涯学習又は社会教育

の関係者 

喜 名 朝 博 〃 仲 村 拓 真 〃 

鶴 岡 武 臣 学校教育の関係者 渡 邉 正 彦 〃 

河 田 真 一 〃 喜 田 亮 子 〃 

鈴 木 桜 子 
家庭教育の向上に資す

る活動を行う者 
小 林 稔 明 〃 

阿波野 ゆう子 
生涯学習又は社会教育

の関係者 
大 野 敏 美 公募による市民 

井 上 由 美 〃 増 田 登志子 〃 

 

町田市立図書館協議会委員                       

氏  名 区  分 氏  名 区  分 

松 本 直 樹 学識経験者 中 川 妃 菜 社会教育関係者 

仲 村 拓 真 〃 福 田 有美子 〃 

山 中   朗 学校教育関係者 高 橋 峰 子 〃 

大 石 眞 二 〃 吉 田 和 夫 〃 

  二川原 陽 一 〃 

  若 色 直 美 
家庭教育の向上に 
資する活動を行う者 

２．附属機関委員 
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町田市民文学館運営協議会委員                       

氏  名 区  分 氏  名 区  分 

渡 邉 正 彦 学識経験者 熊 谷   玄 学識経験者 

中 垣 理 子 〃 阿 部 哲 也 〃 

草 刈 大 介 〃 貝 原 俊 明 学校教育関係者 

若 宮 和 男 〃 名 取 玲 子 市民 

長 尾 洋 子 〃   

 

町田市文化財保護審議会委員                       

氏  名 区  分 氏  名 区  分 

阿 諏 訪 青 美 中 世 史 石 居 人 也 日本近現代史 

須 田 英 一 考 古 学 浜 田 弘 明 博物館学・人文地理学 

内 野 秀 重 自 然 誌 八 木 橋 伸 浩 民 俗 学 

大 野   敏 建 築 史 
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３．小・中学校配置図 

20 

40 

39 

38 

19 41 

42 
 

18 

記号 小 学 校 記号 小 学 校 記号 中 学 校

町田第一小学校 南つくし野小学校 町田第一中学校

町田第二小学校 鶴川第一小学校 町田第二中学校

町田第三小学校 鶴川第二小学校 町田第三中学校

町田第四小学校 鶴川第三小学校 南大谷中学校

町田第五小学校 鶴川第四小学校 南中学校

町田第六小学校 金井小学校 つくし野中学校

南大谷小学校 大蔵小学校 成瀬台中学校

藤の台小学校 三輪小学校 南成瀬中学校

本町田東小学校 忠生小学校 鶴川中学校

本町田小学校 小山田小学校 鶴川第二中学校

南第一小学校 忠生第三小学校 薬師中学校

南第二小学校 山崎小学校 真光寺中学校

南第三小学校 小山田南小学校 金井中学校

南第四小学校 木曽境川小学校 忠生中学校

つくし野小学校 七国山小学校 山崎中学校

小川小学校 図師小学校 木曽中学校

成瀬台小学校 小山小学校 小山田中学校

鶴間小学校 小山ヶ丘小学校 小山中学校

高ヶ坂小学校 小山中央小学校 堺中学校

成瀬中央小学校 相原小学校 武蔵岡中学校

南成瀬小学校 大戸小学校

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

※2012年４月 1日 大戸小学校と武蔵岡中学校が「小中一貫ゆくのき学園」として開校
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８ 
８ 

４．生涯学習部所管施設及び主な文化財の配置図 

 4 

記号 生涯学習部所管施設 記号 町田市の主な文化財
国指定重要文化財

旧 永 井 家 住 宅
国指定史跡

高 ヶ 坂 石 器 時 代 遺 跡
東京都指定有形文化財

旧 荻 野 家 住 宅
東京都指定史跡

田 端 環 状 積 石 遺 構
東京都指定史跡

本 町 田 遺 跡
東京都指定史跡

小 山 田 １ 号 遺 跡
東京都指定史跡

西 谷 戸 横 穴 墓 群
東京都指定史跡

下三輪玉田谷戸横穴群
町田市有形文化財

村 野 常 右 衛 門 生 家
町田市指定史跡

三 輪 白 坂 横 穴 群

忠 生 図 書 館

堺 図 書 館

木 曽 山 崎 図 書 館

考 古 資 料 室

自 由 民 権 資 料 館

町田市民文学館ことばらんど

鶴 川 図 書 館

鶴 川 駅 前 図 書 館

金 森 図 書 館

生 涯 学 習 セ ン タ ー

中 央 図 書 館

さ る び あ 図 書 館

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

7

8

9

10
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明治

５．年表 

年 月 項目

1871（明治4） 2 小野郷学開校（華厳院、万松寺、大泉寺、南仙堂を輪番隔月）
1872（明治5） 8 学制発布
1873（明治6） 3 小野郷学解体

4～5 市域に19の小学舎開校
小野学舎（小野路）、智新学舎（野津田)、有隣学舎（上小山田)、又新学舎（下小山田)、向明学舎（図師)、
励精学舎（真光寺)、育英学舎（大蔵)、研精学舎（三輪)、新民学舎（小山)、誠教学舎（小山)、開矇学舎

（鶴間)、成高学舎（成瀬)、共研学舎（金井)、昭明学舎（本町田)、真敬学舎（南大谷)、日新学舎（原町
田)、誠意学舎（木曽)、孝養学舎（山崎)、相原学舎（相原)

1874（明治7） この年、大戸学舎開校
1875（明治8） 6 県の指令により小学舎を学校と改称。村立の学校は村名に改定（小野学舎が小野路学校、智新学舎が野

津田学校、又新学舎が小山田学校、共研学舎が金井学校、昭明学舎が本町田学校、真敬学舎が大谷学
校に改称）

1876（明治9） 7 小山田学校校舎新築
8 誠教学校が誠敬学校と改称、中村に校舎新築

1877（明治10） 4 大戸学校が奈良谷に移築
7 有隣学校校舎新築

10 金井学校校舎新築
この年、研精学校が岡上学校と合併

1878（明治11） 3 成高学校が東雲寺火災により観性寺に移転
5 橋本政直らが学習結社「責善社」を設立

12 向明学校校舎新築
1879（明治12） 10 野津田学校校舎新築
1880（明治13） 2 研精学校から能ヶ谷学校が独立

7 私立学校養英館が相原村に開業
この年、細野喜代四郎・井上光治らが学習結社「琢磨会」を結成
この年、成高学校は高ヶ坂学校が分立し、成瀬学校と改称
この年、本町田学校が陶化学校と改称

1881（明治14） 1 石阪昌孝らが中心となり「武相懇親会」を開催
11 石阪昌孝らが政治結社「融貫社」を設立

1882（明治15） 4 誠敬学校が小山学校と改称
5 相原学校が中村に校舎新築（通称八丹学校）
7 政治結社「融貫社」が学習結社「融貫社講学会」に組織変更

1883（明治16） 2 野津田村に文武道場「凌霜館」が設立
この年、研精学校校舎新築
この年、日新学校校舎が浄運寺前に新築

1887（明治20） 10 開矇学校校舎が現南一小の地に新築
1889（明治22） 4 市制、町村制の施行により市域は５村（町田村、南村、鶴川村、忠生村、堺村）
1890（明治23） 3 野津田を中心に「玉南青年会」が設立

10 このころ、町田村に青年学習結社「大成会」が設立
1891（明治24） 1 小山田、高ヶ坂の青年会が結成

2 町田村の青年学習結社「大成会」が「辛卯会」に改称
1892（明治25） 3 ｢成瀬青年会」結成

4 鶴川村井上村長が学校の一新を図るため校名を変更。一部を統合のうえ、第一鶴川尋常小学校から第五

鶴川尋常小学校の５校とする
相原学校、新民学校等が補習科を設置
大戸学校が大戸尋常小学校と改称

11 青年学習結社辛卯会が町田(青年)倶楽部に改称
1893（明治26） 4 南、北、西多摩三郡を東京府へ移す
1895（明治28） 2 鶴川高等小学校開校

8 向明小学校に高等小学校併置
鶴川村教育会設立

1899（明治32） この年、「小川青年会」結成
1900（明治33） 12 高ヶ坂尋常小学校設立
1901（明治34） 4 相原尋常小学校に高等科併設

5 小山尋常小学校に高等科併設
この年、南部４ヶ村教育会設立

1902（明治35） 3 鶴川実業補習学校が発足
1903（明治36） 3 日新・陶化・大谷小学校が統合されて町田尋常高等小学校となる

5 新民学校と小山尋常高等小学校が合併
1904（明治37） 4 小山尋常高等小学校校舎新築
1908（明治41） 4 鶴川村で第一・第二・第三・第四・第五鶴川尋常小学校と鶴川高等小学校が統廃合され、鶴川尋常高等

小学校となり、小野路、三輪に分教場を設置

大戸尋常小学校と相原尋常高等小学校が合併し、大戸分教場を設置
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昭和

5 開矇学校が南村尋常高等小学校と改称
1909（明治42） 6 現相原小の地に相原尋常小学校の新校舎完成

年 月 項目
1912（大正元） 9 忠生村で向明・小山田・有隣・誠意学校が統廃合され、忠生尋常高等小学校となり、小山田分教場を設置

1913（大正2） 9 南第一農業補習夜学校、南第二農業補習夜学校が発足
1914（大正3） 10 町田農業補習学校が発足

この年、図師青年会、本町田青年会が発足
1916（大正5） 5 堺村青年団が創立

1917（大正6） 1 忠生尋常小学校に忠生実業補習学校併設
1920（大正9） 12 南第一農業補習夜学校が南第一実業補習学校、南第二農業補習夜学校が南第二実業補習学校と改称

1922（大正11） 1 忠生村小山田の同人結社「紅潮社」が同人誌『紅潮』を創刊
1923（大正12） 3 相原尋常小学校に高等科２年、相原実業補習学校を併設

9 関東大震災で相原尋常小学校校舎が大破
1924（大正13） 1 忠生実業補習学校が農業公民学校となる
1925（大正14） 10 高ヶ坂石器時代遺跡の発掘開始
1926（大正15） 2 高ヶ坂石器時代遺跡が国史跡に指定

2～5 相原、南村、鶴川等各小学校併設の実業補習学校が農業公民学校と改称
6～7 各小学校に青年訓練所を併設

年 月 項目
1927（昭和2） この年、町田尋常高等小学校に青年訓練所を兼ねた町田農公民学校が併設
1929（昭和4） 4 玉川学園開校

私立町田女学校開校
原町田幼稚園（市域最初の幼稚園）創設

1930（昭和5） 5 町田高等女学校が町田女学校に併設
1932（昭和7） 3 町田女学校廃止
1935（昭和10） 10 青年学校令公布により、市域の各農業公民学校、青年訓練所が青年学校となる
1939（昭和14） 9 浪江虔が鶴川村大蔵に私立南多摩農村図書館を開設
1941（昭和16） 4 市域の小学校が国民学校と改称
1942（昭和17） 3 南村に翼賛青少年団が発会

この年、玉川学園内に興亜工業大学が開校
1943（昭和18） 1 南村で南多摩郡教育会第三支部教育報国挺身隊が結成

この年、南国民学校で学校給食開始
1944（昭和19） 8 市域の各村で品川区の鈴ヶ森、伊藤、立会国民学校の学童集団疎開を受け入れる

この年、南村女子挺身隊結成
この年、神戸照子が鶴川村大蔵の慶性寺に寒竹学苑を開設

1945（昭和20） 3 玉川工業専門学校開校
5 焼夷弾を受け、学童集団疎開寮の妙延寺、万松寺焼失
9 市域の各国民学校で始業式

10 市域の集団疎開学童の大部分が帰京
1946（昭和21） 5 私立桜美林学園開校

南多摩青年文化連盟発会
9 町田図書館設置委員会設立

1947（昭和22） 3 南多摩郡教育研究会（町田市教育研究会の前身）創立
私立町田高等女学校が町田町に移管
市域で６・３制による新制中学校が設置され、男女共学による開校式（町田第一中、南中、鶴川中、忠生
中、堺中）

8 神戸照子が鶴川村大蔵に寒竹文庫を開設
12 町田小（現町田第一小）で学校給食（みそ汁）開始

1948（昭和23） 3 町田町立町田高等女学校が東京都に移管
4 都立町田高等学校設立
6 南中、町田小にＰＴＡ結成

11 市域の教育事務は南多摩教育出張所の所管に
1949（昭和24） 5 町田第一中にＰＴＡ結成
1950（昭和25） 5 町田町長、社会教育委員会共催で憲法記念講演会

6 町議会の議決により町田町公民館を正式に設置
7 堺中にＰＴＡ結成

10 町田少年補導協会結成
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11 第２回都教育委員選挙（町田町での投票率60％）
南村が社会教育委員会を設置

1951（昭和26） 10 町田町社会教育委員制度発足
11 郷土芸能「三ツ目ばやし」文部省芸術祭郷土芸能コンクールに出演

1952（昭和27） 4 町田第二小、町田第三小開校
5 忠生第二小が独立開校（現小山田小）

11 市域各町村に公選制教育委員会発足
町田町公民館条例施行

1953（昭和28） 8 原町田に児童館完成
1954（昭和29） 3 町田町役場内に図書室開設

4 町田町と南村が合併
10 『鶴川風土記』刊行

1955（昭和30） 4 町田第四小開校
6 町田郷土研究会が「井手の沢古戦場の碑」を本町田菅原神社境内に建立

町田第四小で完全給食開始
1956（昭和31） 2 鶴川村婦人会発足

9 町田町立図書館創設
10 市域の各町村で新教育委員会（任命制）発足

1957（昭和32） 4 町田第二中開校
10 八木重吉詩碑完成

1958（昭和33） 2 市制施行（町田町、鶴川村、忠生村、堺村の１町３か村が合併）
町田市教育委員会設置

3 町田市連合青年団発足
4 南第三小開校

町田市婦人連絡協議会結成
10 市青少年問題協議会条例制定

市社会教育委員設置
市章制定

11 第１回小学校音楽会（市教委、小教研共催）
町田市小学校ＰＴＡ（市Ｐ協）発足

1959（昭和34） 4 小学校科学教育センター設置
町田第二小に「知恵遅れ学級」開設

8 市営プール開設
1960（昭和35） 1 ボーイスカウト町田第１団結成

4 小学校３年生用社会科副読本『わたしたちの町田』創刊
6 町田第一小玉川分校（現町田第五小）開校
7 市体育指導委員設置

市青少年委員設置
12 町田市文化財保護条例制定

1961（昭和36） 3 町田市文化財専門委員会発足
4 町田第一中に障がい学級設置

私立鶴川高等学校開校
6 市青少年対策地区委員会設置

1962（昭和37） 2 交通安全都市宣言
4 忠生第三小が独立開校

中学校科学教育センター設置
堺中小山分教場廃止

5 緑のおばさん通学路に立つ
1963（昭和38） 3 鶴川地区給食共同調理所開設

4 町田第五小開校
教育相談室開設
都立町田工業高等学校開校

5 町田市歌、町田音頭できる
11 『忠生村誌』刊行

1964（昭和39） 4 鶴川第二小開校
都立町田青年の家開所

8 鶴川団地造成に伴う遺跡発掘調査開始（翌年４月まで）
忠生中に学校プール第１号が完成

1965（昭和40） 1 児童詩集『町田の子』創刊
4 町田第六小開校

市立体育館落成
8 南地区学校プールが南中に完成

11 第１回市民歩こう会
1966（昭和41） 5 青少年健全育成都市宣言

鶴川第一小新校舎落成、移転
8 堺地区学校プールが堺中に完成

鶴川地区学校プールが鶴川第二小に完成
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愛の鐘第１号が市役所屋上に設置
11 高ヶ坂石器時代遺跡復元

1967（昭和42） 3 第１回町田市社会教育大会開催
4 南第三小金森分校（現南第四小）開校
7 町田地区学校プールが町田第一中に完成

本町田団地造成に伴う遺跡発掘調査開始（翌年４月まで）
9 鶴川第三小開校

11 鶴川中新校舎落成、移転
1968（昭和43） 3 相原小大戸分校閉校

4 南第四小、忠生第四小、忠生第五小、町田第三中開校
市教委配属指導主事が２人制
教育委員会事務局に青少年課設置

5 市民憲章制定
玉川学園地区が都下２番目の文教地区に指定

11 小野路町に私立小島資料館開館
1969（昭和44） 4 忠生第六小開校

5 田端環状積石遺構保存工事完成
7 学童保育クラブが市内２か所に開設

1970（昭和45） 1 市役所新庁舎オープン
4 緑ヶ丘小、本町田東小開校

10 移動図書館車「そよかぜ号」運行開始
12 町田市学校保健会設立

1971（昭和46） 4 南第一小つくし野分校、鶴川第四小、薬師中開校
障がい者のためのスクールバスがスタート
教育委員会事務局に施設課設置
教育委員会事務局にスポーツ課設置
都立忠生高等学校開校
本町田遺跡公園開園

7 町田第三小ほか５校にプール完成（全小・中学校に配置）
9 移動図書館車｢そよかぜ２号｣スタート

11 第１回町田市学校保健大会開催
1972（昭和47） 2 市立図書館鶴川分館オープン

4 つくし野小が独立開校
日向山公園テニスコート、中央公園バレーボールコート開設

5 市立図書館本館新築完成
Ｄ51型蒸気機関車が市立図書館本館わき（現すみれ会館横）に展示公開

6 町田市学校給食協議会発足
10 市子ども会育成会事務連絡協議会発足

移動図書館車｢そよかぜ３号｣スタート
12 町田第二中防音校舎完成

1973（昭和48） 3 市少年相談員設置
4 本町田西小、藤の台小、鶴川第二中開校

都立町田養護学校開校
都立町田青年の家が市へ移管、青少年施設「ひなた村」としてオープン

5 相原小温室プール開き
6 町田第二小に肢体不自由児の訪問学級開級

南第一小、南第二小、小山小開校百周年
7 移動スポーツ車スタート

青少年施設「ひなた村」が活動開始
9 みんなの祭り「23万人の個展」

11 郷土資料館（現市立博物館）開館
1974（昭和49） 2 第１回子どもマラソン大会開催

3 旧荻野家住宅が薬師池公園に移築
『町田市史』（上巻）刊行

4 南大谷小開校
町田第一小開校百周年

6 市立図書館金森分館オープン
11 相原小開校百周年

1975（昭和50） 2 堺中武道館完成
3 旧永井家住宅を薬師池公園に移築
4 小川小、成瀬台小、南大谷中、本町田中開校

教育委員会事務局が２部制に
都立野津田高等学校開校
都立町田養護学校が野津田町に移転

6 教育相談室に言語相談部門開設
図書館で「声の図書」貸し出し開始

9 つくし野中開校
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12 『堺村誌』刊行
1976（昭和51） 2 町田第四小に「ことばの教室」開級

3 『町田市史』（下巻）刊行
4 忠生第七小開校

郷土資料館が「町田市立博物館」と改称
日本大学第三高等学校開校

5 自然休暇村（長野県川上村）入村式
7 市立図書館木曽山崎分館オープン

10 小山小新校舎落成、移転
1977（昭和52） 3 鶴川中の給食が中止

4 鶴間小、原小、木曽小開校
町田第一中に肢体不自由学級の校舎完成
教育相談室が教育相談所と改称
都立町田養護学校に高等部設置
町田市文化連盟発足

7 自然休暇村のキャビン使用開始
10 市立図書館鶴川分館が移転オープン

（この年で、中学校の校舎鉄筋化率、体育館保有率、小・中学校のプール保有率100％）
1978（昭和53） 1 旧永井家住宅が国重要文化財に指定

4 高ヶ坂小、金井小開校
都立成瀬高等学校開校
学校給食に米飯給食導入
東京女学館短大が町田に移転

8 大地沢青少年センターが通年施設としてオープン
10 町田市民ホールが落成
12 町田市公民館新装オープン

1979（昭和54） 3 鶴川共同調理所廃止
4 成瀬中央小、成瀬台中、山崎中開校

学校機械警備開始
9 少年サッカー場オープン

1980（昭和55） 4 南成瀬小、南つくし野小、大蔵小、山崎小、真光寺中開校
都立小川高等学校開校

11 小山田小新校舎完成（木造校舎解消）
第１回町田市障がい学級、養護学校連合マラソン大会開催

1981（昭和56） 7 薬師中水泳部が都大会で優勝
8 ＦＣ町田が第５回全日本少年サッカー大会で優勝

12 第１回公民館まつり
1982（昭和57） 4 三輪小、南成瀬中が開校
1983（昭和58） 2 忠生中事件起きる

4 大戸小、木曽中、武蔵岡中開校
都立山崎高等学校開校

8 地域教育相談所開設
9 市立図書館堺分館開館

1984（昭和59） 4 小山田南小、金井中、小山田中開校
木倉入谷戸遺跡から和銅開珎出土
法政大学多摩キャンパス、東京家政学院大学多摩キャンパス開校

5 小山田１号遺跡が特殊樹脂加工を施して公園としてオープン
11 町田ジュニア・フィルハーモニーオーケストラ誕生

1985（昭和60） 2 忠生中が『学校再建の歩み』刊行
8 第１次町田市教育交流視察訪中団

11 民権の森に「自由民権の碑」建立
12 教育研究所が原小内にオープン

1986（昭和61） 3 関東地方最古の仏像（誕生釈迦仏立像）が東雲寺で発見
8 第２次町田市教育交流視察訪中団

10 塩川文相が忠生中視察
11 町田市立自由民権資料館オープン

1987（昭和62） 4 町田市立国際版画美術館オープン
6 市立中学校外国人英語学習指導補助者制度発足

1988（昭和63） 5 ナイター設備付き「三輪みどり山球場」オープン
8 町田市中学生中国訪問団

12 『町田市教育史』（上巻）刊行
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平成

年 月 項目
1989（平成元） 7 自然休暇村本館オープン

教育広報『まちだの教育』創刊
教育委員会事務局が森野分庁舎へ移転

8 忠生第五小で余裕教室を一般開放
9 忠生少年野球場オープン

第１回町田薪能
10 市立室内プールオープン

1990（平成2） 1 自然休暇村に大型望遠鏡設置
3 『町田市教育史』（下巻）刊行

室内プール入場者10万人
4 国際版画美術館にハイビジョンギャラリー

10 市立陸上競技場オープン
市立総合体育館オープン

11 市立中央図書館オープン
12 町田市市民大学構想検討委員会が答申

1991（平成3） 4 町田市考古資料室　竣工
6 大地沢青少年センター本館オープン
7 国際版画美術館に110インチのハイビジョン
8 室内プール利用者が100万人を突破

11 町田市公民館が文部大臣表彰
1992（平成4） 3 本町田遺跡、西谷戸横穴墓群が東京都指定史跡に

『町田市教育史』（資料編）刊行
7 市立図書館全館がオンライン化
8 ニュージーランドへ第１回中学生海外派遣団
9 町田第一中体育館・温水プール落成

11 子ども議会が開会（小学６年生）
1993（平成5） 1 ニュージーランドの中学生来訪

6 まちだ市民大学ＨＡＴＳが開校
7 ひなた村新装オープン
9 忠生中体育館・プール落成

1994（平成6） 2 町田第四小内にまちだ市民大学の活動拠点が完成
7 ｢町田市余裕教室活用計画案策定委員会」報告書まとまる

10 青少年課発足
11 市立小・中学校の余裕教室の活用による高齢者福祉施設設置事業において、町田市がパイロット自治体

に指定

鶴間小が「学校給食優良学校文部大臣表彰」を受賞
1995（平成7） 1 大地沢青少年センターにて町田市のジュニアリーダーと韓国の青少年が国際交流

4 学校週５日制を月２回実施（毎月第４土曜日）
1996（平成8） 3 鶴川第二小が東京都学校給食優良学校として表彰される

町田市子どもセンター建設計画検討委員会が答申
5 青少年健全育成都市宣言30周年記念事業スタート

子ども憲章実行委員会が子どもたちの手による「子ども憲章」を発表
11 自由民権資料館新装オープン

1997（平成9） 10 鶴川第二小が「学校給食優良学校文部大臣表彰」を受賞
1998（平成10） 4 つくし野小の余裕教室を活用した高齢者福祉施設｢つくし野デイサービスセンター｣が開所

12 町田市立学校適正規模適正配置等審議会が答申
相模原市と図書館の相互利用開始

1999（平成11） 3 南中体育館・温水プール落成
4 鶴川第四小の余裕教室を活用した高齢者福祉施設｢デイサービス鶴川｣が開所
5 ｢町田市子どもセンター"ばあん"｣がオープン

2000（平成12） 1 ｢南大谷子どもクラブ」がオープン
4 教育部が学校教育部に、文化部が生涯学習部に名称変更

市教委配属指導主事が４人制
7 金森図書館が移転新築オープン

2001（平成13） 3 『わたしとわたしたち－人権と民権を考える－』刊行
4 忠生第四小と木曽小を統合、「木曽境川小学校」が開校

サン町田旭体育館オープン
10 子ども議会が開会（中学生）

2002（平成14） 1 新しい成人式「二十祭まちだ」を開催
鶴川中新校舎、体育館、温水プール落成

4 鶴川中が新校舎に移転
木曽境川小が本校舎に移転
本町田西小、緑ヶ丘小、原小を統合、｢本町田小学校」が開校
教育研究所が旧忠生第四小に移転
学校週５日制が完全実施
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小・中学校全校に｢学校運営協議会｣設置
市民大学ＨＡＴＳが森野分庁舎に移転
子どもセンター"ばあん"来館者20万人

5 学生教育ボランティア制度開始
10 まちだ中央公民館（町田センタービル６階～８階）オープン

町田第一小体育館、プール、増築校舎完成
2003（平成15） 3 ｢町田市立小・中学校選択制度検討委員会」報告書答申

4 本町田小が本校舎に移転
教育センターに小学校適応指導教室を開設
忠生第五小・忠生第六小・忠生第七小を統合、「七国山小学校」が開校
小・中学校全校に「主幹」職の教員配置される
青少年課・学務課一部業務（私立幼稚園等保護者補助金等）を子ども生活部（子ども総務課・児童青少年

課）へ組織移管替え
指導課事務見直しに伴い４係（事務・指導・教職員・就学相談）が３係（管理・教職員・就学相談）制に
学校施設管理センター、忠生第五小学校跡地に設置

7 小山ヶ丘小学校建設に着工
2004（平成16） 3 ｢町田市立中学校給食実施計画」履行を答申

4 七国山小が本校舎に移転（学校適正規模適正配置事業に伴う小学校３校統合終了）
｢町田市立小・中学校選択制度」開始
指導課教育センター係発足（旧教育研究所と旧教育相談所組織を改組）
教育センターに指導主事（市費負担）を新たに１人配属

6 町田市教育センター改装オープン
7 町田市立文学館着工

2005（平成17） 4 ｢小山ヶ丘小学校」が開校
小・中学校全校で「教頭」から「副校長」に名称変更
小学１年生の「生活指導補助者」91名を31校に派遣
成瀬台小に｢通級指導情緒障がい学級｣を開設
小・中学校「授業力」向上プログラム～９年目までの全教職員対象
『発掘された町田の遺跡』全面改訂（前回1977年発行以来）
教育総務課の３係（総務・経理・企画調整）を新たに３係（総務・事務・学校環境整備）に再編
上の原グラウンドオープン
相原中央グラウンドオープン

9 中学校給食を弁当併用外注方式により４校（忠生中・小山田中・堺中・武蔵岡中）で開始
中学校２年生職場体験授業を実施

2006（平成18） 1 小・中学校に学校サポーター導入
3 小・中学校と教育センターを結ぶ学校ネットワークを整備

第1回町田市教育委員会児童・生徒表彰式を開催
インターネットでオーストラリアの小学生と国際交流

4 体育施設及び自然休暇村の管理、運営を指定管理者へ移行
田端環状積石遺構を保存・復元
小野路球場・グラウンドオープン
木曽山崎グラウンドオープン
相原中央テニスコートオープン

5 中学校給食４校で追加実施（南中・つくし野中・成瀬台中・南成瀬中）
10 町田市民文学館ことばらんどオープン

2007（平成19） 4 組織改正により、施設課の一部業務を営繕課へ移管
特別支援教育開始
学校支援ボランティア開始

5 中学校給食４校で追加実施(鶴川中・真光寺中・薬師中・鶴川第二中)
6 ｅ－ラーニング実施
8 野津田球場オープン

10 八王子市と図書館の相互利用開始
12 図師小学校建設に着工

『武相自由民権史料集』（全６巻）刊行
2008（平成20） 3 堺中学校体育館・プール改築・増築校舎完成

4 組織改正により、スポーツ課・博物館・国際版画美術館を文化スポーツ振興部へ、ひなた村・大地沢青少

年センターを子ども生活部へ移管
組織改正により、社会教育課を生涯学習課に名称変更し、一部業務を文化振興課に移管
学校環境整備係（教育総務課）を学校施設管理センター（施設課）へ所管替え
都立町田養護学校の学校名称が「都立町田の丘学園」に変更
小中一貫教育｢町田っ子カリキュラム」が開始
京王沿線七市の図書館の相互利用開始

5 中学校給食３校で追加実施（町田第一中・町田第三中・南大谷中）
6 中学校給食１校で追加実施（町田第二中）

さるびあ図書館を基点に学校図書館支援貸出事業スタート
8 「町田市の教育に関する市民意識調査」実施

10 「町田市学校支援実行委員会」設立
11 小山中央小学校建設に着工

140



 

 

 

 

 

2009（平成21） 2 町田市教育プランを策定
町田市民文学館来館者10万人

3 『町田市立小・中学校校歌集』発行
4 保健給食課を新設し、学務課の一部業務を移管

「図師小学校」が開校
5 中学校給食４校で追加実施（本町田中・金井中・山崎中・木曽中）し、全中学校で給食を実施
6 モデル校に学校支援地域理事を設置。その学校を「スクールボード校」としてスタート

2010（平成22） 3 第１回中学生「東京駅伝」大会において男女とも優勝
4 「小山中央小学校」が開校
9 忠生センター、小山市民センター、南町田駅前連絡所で図書館資料の予約資料受渡サービスを開始

10 小山中学校建設に着工
11 「フェスタぶらりライブラリーinまちだ」開催（中央図書館）

2011（平成23） 3 本町田中学校閉校
8 中学校普通教室のエアコン設置
9 忠生第一小学校が忠生小学校に名称変更

11 「2011年度町田市子ども教育委員会」を開催
2012（平成24） 4 大戸小学校と武蔵岡中学校が「小中一貫ゆくのき学園」として開校

「小山中学校」が開校
生涯学習センターオープン
町田市生涯学習審議会条例の制定
川崎市と図書館の相互利用開始

6 学校施設管理センターが本町田中学校跡地へ移転

7 市役所移転
10 鶴川駅前の複合型文化施設「町田市文化施設和光大学ポプリホール鶴川」内に、鶴川駅前図書館がオー

プン

2013（平成25） 3 第4回中学生「東京駅伝」大会において男女総合優勝
4 組織改正により、教育センターが指導課から独立し課相当となる
6 教育センターに中学校適応指導教室を開設

教育センターに「まちだJUKU」を開設
図書館事業計画策定

7 町田市文化財総合活用プランを策定
2014（平成26） 2 町田市教育プラン（改定版）を策定

3 町田市生涯学習推進計画を策定
4 小中一貫教育｢町田っ子カリキュラム」が「規範教育」、「キャリア教育」、「食育」の３領域になる

教育総務課の２係（総務・事務）を新たに２係（総務・学校運営支援）に再編
成瀬中央小学校に「言語障がい学級」を開設

9 小・中学校給食費を改定
町田市いじめ防止基本方針策定

10 鶴川第一小学校校舎改築工事着工式を実施
2015（平成27） 3 図書館情報システムリニューアル

4 教育総務課の車両担当が、財務部管財課車両管理係に統合
町田市教育委員会いじめ問題対策委員会及び町田市いじめ問題調査委員会条例を制定
小学校給食の調理業務委託を開始（初年度は、町田第三小・町田第六小・南第四小・鶴川第四小・小山
田小・木曽境川小の６校）

町田市文化財保護条例を改正し、登録文化財制度を導入
5 忠生市民センター内に、忠生図書館がオープン

町田市学力向上推進プラン、家庭学習の手引き作成
町田市学力向上推進フォーラムを開催
町田市特別支援教育推進計画策定
学校施設管理センターが忠生第六小跡地へ移転
初めての町田市総合教育会議開催

8 町田市民文学館来館者50万人
2016（平成28） 1 町田市登録有形文化財として、西谷戸横穴墓群出土圭頭大刀、野津田神社幟（石阪昌孝揮毫）、善寧児

先生碑（通称　ジェンナー碑）を登録
子どもセンターぱお分館で図書館資料の予約資料受渡サービスを開始

3 鶴川第一小学校新校舎完成
4 学校施設管理センターを廃止し、施設課に学校用務担当課長を配置

学校用務業務委託を開始（初年度は、町田第五小・本町田東小・南第三小・鶴間小・小山小・南大谷中・

鶴川第二中・小山田中の８校）
小学校給食の調理業務委託の拡大（新たに、町田第二小・南成瀬小・南つくし野小・鶴川第二小・忠生小・

小山田南小の６校に導入。委託校は計12校）
忠生小に「自閉症・情緒障がい学級」を開設
南成瀬中に「情緒障がい等学級」を開設
小学校情緒障がい等学級の巡回指導開始（初年度は町田第四小を拠点校とした８校に導入）

7 成瀬コミュニティセンターで図書館資料の予約資料受渡サービスを開始
10 町田市民文学館開館10周年

2017（平成29） 4 学校用務業務委託の拡大（新たに、町田第三小・南大谷小・小川小・鶴川第四小・忠生第三小・大戸小・

南成瀬中・忠生中・武蔵岡中の９校に導入。委託校は計17校）
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令和

5 町田市学力向上推進フォーラムを開催
8 ICTモデル校（堺中学校、小山ヶ丘小学校）の普通教室へ大型提示装置を配備

12 ICTモデル校（堺中学校、小山ヶ丘小学校）へ教員用・児童生徒用Chromeブックを配備
2018(平成30) 3 山崎小学校肢体不自由学級を町田第六小学校肢体不自由学級に統合

鶴川第一小学校給食棟完成
4 教育委員長と教育長が一本化され、新教育長体制を開始

町田市内の全小学校で情緒障がい等通級指導学級（サポートルーム）の巡回指導化
学校用務業務委託の拡大（新たに、南成瀬小・鶴川第二小・大蔵小・忠生小・町田第二中・町田第三中・
南中の7校に導入。委託校は計24校）
小学校給食の調理業務委託の拡大（新たに、鶴川第三小・相原小の2校に導入。委託校は計14校）
町田市立小・中学校に副校長補佐を配置（初年度は11校）
三輪の森ビジターセンター郷土資料展示室開室

8 小学校19校、中学校7校にICT機器(大型提示装置、Chromeブック)を配備
9 町田市立小・中学校にスクール・サポート・スタッフを配置（初年度は26校）

2019(平成31) 2 町田市立小・中学校における働き方改革プランを策定
町田市教育プラン2019-2023を策定
町田市立図書館のあり方見直し方針を策定

3 町田市生涯学習推進計画2019-2023を策定
町田第一中学校校舎改築工事起工式を実施
鶴川第一小学校体育館完成
町田市立学校適正規模・適正配置等審議会条例を制定

4 校務支援システム運用開始
スクール・サポート・スタッフ配置校の拡大（新たに24校に配置）
スクール・ロイヤー制度を導入
町田市立小・中学校に電話応対における音声案内機能を導入
学校用務業務委託の拡大（新たに、町田第四小学校・高ヶ坂小学校・南つくし野小学校・三輪小学校・
小山田小学校・小山ヶ丘小学校の6校に導入。委託校は計30校）

小学校給食の調理業務委託の拡大（新たに、南大谷小、南第三小、忠生第三小の3校に導入。委託校は
計17校）

年 月 項目
2019（令和1） 5 大和市と図書館の相互利用開始

8 小学校22校、中学校12校にICT機器（大型提示装置）を配備
9 中学校給食無料試食会事業の実施（2019年9月～2020年1月）

10 いじめ匿名連絡サイト「スクールサイン」を導入
12 小学校22校、中学校7校にICT機器（Chromeブック）を配備

2020（令和2） 1 町田市立学校適正規模・適正配置等審議会が答申
（町田市立学校の適正規模・適正配置の基本的な考え方について）

1 図書館情報システム更改（リニューアル）
2 町田市学校給食問題協議会が答申（①中学校給食について②小学校給食の衛生管理について）

効率的・効果的な図書館サービスのアクションプランを策定
第２期町田市特別支援教育推進計画策定
中央図書館「ヤングアダルトコーナー」を「TEEN LIBRARY」の愛称でリニューアル
「英語多読コーナー」を中央図書館、鶴川駅前図書館、忠生図書館に新設

3 町田市立学校の適正規模・適正配置の基本的な考え方を決定
町田市生涯学習審議会が答申（町田市生涯学習センターに求められる役割について）
市立小中学校で新型コロナウイルス感染症拡大防止のための臨時休業を実施
生涯学習施設で新型コロナウイルス感染症拡大防止のための臨時休館を実施

4 町田市立小・中学校全校にスクール・サポート・スタッフ配置完了
学校用務業務委託の拡大（新たに、町田第一小学校・本町田小学校・南第二小学校・つくし野小学校・
木曽境川小学校・相原小学校・薬師中学校・真光寺中学校の8校に導入。委託校は計38校）
小学校給食の調理業務委託の拡大（新たに、藤の台小、南第一小、三輪小の3校に導入。委託校は計20
校）
町田市立小学校（武蔵岡中学校を含む）における学校給食費公会計の運用開始
鶴川第四小学校に、自閉症・情緒障がい特別支援学級を開設
スクールカウンセラーを市費にて新たに任用開始

5 第４期町田市民文学館運営協議会が答申（町田市民文学館の施設運営の点検・評価について）
6 新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言の解除等を受け、市立小中学校を再開

新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言の解除等を受け、生涯学習施設を再開
8 中学校6校にICT機器（大型提示装置）を配備

11 町田市生涯学習審議会が答申（今後の町田市立自由民権資料館のあり方について）
横浜市と図書館の相互利用開始
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 2021（令和3） 2 町田市立自由民権資料館のあり方見直し方針を策定
施政方針で中学校給食センター導入を表明

3 町田市立学校個別施設計画を策定
町田市立小・中学校に高速大容量通信ネットワークを整備
町田市立小・中学校に児童生徒1人1台のタブレット端末を配備
町田市立小・中学校にタブレット端末充電保管庫を整備
町田市教育委員会へ町田市立博物館が所蔵する考古・歴史・民俗資料の移管を完了
町田市指定史跡「（通称）鎌倉井戸」を町田市指定旧跡「伝鎌倉井戸（鎌倉古道推定地）」へ指定種別及
び指定名称の変更

「町田市読書マップ」を作成し配布（町田市内の、本に触れることができる施設を地図で紹介）
4 学校用務業務委託の拡大（新たに、南第四小学校、鶴川第三小学校、山崎小学校、小山中学校の4校に

導入。委託校は42校）

小学校給食の調理業務委託の拡大（新たに、本町田小、高ヶ坂小、大戸小の3校に導入。委託校は計23

校）

町田市立小・中学校全校に学校運営協議会を設置

中学校適応指導教室小集団指導を委託事業により開始
スクールソーシャルワーカーの執務場所を教育センターに変更
町田市立中学校全校で情緒障がい等通級指導学級（サポートルーム）の巡回指導化
小山中央小学校に、自閉症・情緒障がい特別支援学級を開設
新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言の発出等を受け、生涯学習施設の利用休止を実施
まちだの新たな学校づくり審議会が答申
（町田市新たな学校づくり推進計画の策定について）
高ヶ坂石器時代遺跡（八幡平遺跡）の公開を開始

5 町田市新たな学校づくり推進計画を策定
町田市立学校施設機能別整備方針を策定
町田市立学校個別施設計画 学校整備計画編を策定
玉川学園コミュニティセンターで図書館資料の予約資料受渡サービスを開始

11 町田市生涯学習審議会が答申（今後の町田市生涯学習センターのあり方について）
2022（令和4） 1 町田第一中学校新校舎完成

2 町田市生涯学習センターのあり方見直し方針を策定

3 「まちだの中学校給食センター計画」を策定

4 学校用務業務委託の拡大（新たに、町田第六小学校、鶴川第一小学校、つくし野中学校、木曽中学校の4

校に導入。委託校は46校）

小学校給食の調理業務委託の拡大（新たに、町田第五小、つくし野小、金井小の3校に導入。委託校は計

26校）

町田第三中学校に、自閉症・情緒障がい特別支援学級を開設
町田デジタルミュージアムの公開を開始
鶴川駅前図書館に指定管理者制度を導入

8 町田第一中学校における特別教室等の地域利用を開始
10 町田市立図書館にて電子書籍サービスを開始

11 自由民権資料館の常設展１「自由民権運動と町田」オープン

2023（令和5） 2 町田市生涯学習センター運営見直し実行計画を策定

まちライブラリー＠南町田グランベリーパークで図書館資料の予約資料受渡サービスを開始

自由民権資料館の常設展２「町田の歴史－時代でたどる人びとのくらし－」オープン

町田市考古資料室の常設展示「縄文のまちだ」オープン

4 町田市立小・中学校における学校教材費等公会計の運用開始

学校用務業務委託の拡大（新たに、小山田南小学校、成瀬台中学校、鶴川中学校、山崎中学校の4校に

導入。委託校は50校）

小学校給食の調理業務委託の拡大（新たに、町田第四小、成瀬中央小、山崎小の3校に導入。委託校は

計29校）

町田市立小・中学校全校に地域学校協働本部を設置

5 久美堂本町田店で図書館資料の予約資料受渡サービスを開始

6 「凌霜館跡」を町田市指定旧跡に指定

2024(令和6） 3 町田市教育プラン24-28を策定

今後の町田市立小中学校のプール整備方針を策定

4 学校用務業務委託の拡大（新たに、町田第二小学校、金井中学校の2校に導入。委託校は52校）

小山中学校に、知的障がい特別支援学級を開設

町田市社会教育委員の設置に関する条例の廃止

本町田遺跡公園が町田市立博物館から町田市教育委員会へ移管
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学校教育部 

教育総務課 森野 2-2-22（10階） 042-724-2172

新たな学校づくり推進課 森野 2-2-22（10階） 042-785-5471

施設課 森野 2-2-22（10階） 042-724-2174

学務課 森野 2-2-22（10階） 042-724-2176

保健給食課 森野 2-2-22（10階） 042-724-2177

指導課 森野 2-2-22（10階） 042-724-2154

教育センター 木曽東 3-1-3 042-793-2481

生涯学習部 

生涯学習総務課 森野 2-2-22（10階） 042-724-2181

生涯学習センター 原町田 6-8-1 042-728-0071

図書館（中央図書館） 原町田 3-2-9 042-728-8220

町田市民文学館 原町田 4-16-17 042-739-3420

６．問い合わせ 
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